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我調が灘占1 ) 事貨に入ると共に位宅建楽ド政淀川に抑制せられにのであっ

?こ。 この事は事鑓1 ) ある段階に於て首然なことであっ Tこがその後に' * るもの

乃 ち住宅難の解決が大事な問題としてEをされることも我んが夙に識持の前に

提言 し?こ彪であっTこ。

すでに 住宅難は ｉｉｾ 前 の 問題となってそ の依 りに Ｍ Ｗ く現賓 の 問 題となっ ｔ ここ

とに は驚かされるのであるが、又一方徐 b にもな lまさ. 1) Iこし?j ( つに{ I . ) と111J題

を園家が凶llli に聯闘する重大なる問題としてとり_ I - . るべき時機の熟し Tここと

を知るのである。大正以後の我闘に於りる工業設以 lこ作つ 7こ人口 の都バi 集中

こそ現下の閥l l ! ; 躍位低下の阪であっ fこ。否制¥'rli 集 中に非す・し て者j¥'rli .N，¥:，皮 .IEぴ

に都市住宅がtましく不適絡であっ fこことがそ の源泉であっ? こと云ひ得るであ

らう。 隼き結果が表れる時には原因はこれを除〈べ 〈すでに徐りにも生長 し

過ぎて居 Ｑ Ｚ 。現下の重工業の劃期的設 ｉｔｾ ¥こ1' 1江、t :H. J及び. t f l¥rI i  i!i 9.1( の工業fiil rli 

化にｼ 際して 、 ｬ 年 ぴ日ー日の如き放任をｾ ＼り カ ｳ へすならば我 ん は臨ｊ￟ 円本 を ｬｾｕ 、

べき火の時代の身心j愛刺7こる育・年-t' ("J f ，単に求めることが11'， >f ( るであ らうか。

しかも必い結 ，Ｇ，ｉ ｾ Ｗ ｙｊ えれて ｾ ｴ�［ 付い＿二時 にはこの 川題 の ｪｦｊ 仰とは すで に時機を夫

して居るのである。
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時 局 下 の 住 宅 問 題 と 其 の 封 策

車Z 県 グl

1  深刻化 す る 住 宅 難

事境が不鎖大から鎖大へ、 述戦RPVとから長期戦へと 、寂々 j住民するに辿れて 、建築界で

も 、 銭や訓材共 他 が先づ使肘 ｭ ｬ｝ 限ｾ受り 、 又市場から姿を隠す建築材料も続出するに到つ

＿ こので 、ｻ Ｚ ｪＺ｟ ｾち犬れ自身の建築については ｪｬ￬ｉｊｾｪｾｾ Ｚｺりない迄 も 、 Ｔ村サ料、与捗手力等等Ｍの崎 Ｒ民討 ｩ をを＿思ひ

合はせて 、4叩P

して J斯折〈も，急包託:速に全閥的Tなよ位宅到難b力がz交倍耐1化し? 七ここ t は、誠に意表外であっ? こ。

現にＭＪ京 、 大 ｉ［Ｆｾ 嗣ｉｬｾＺ下 、 北海道及甲 ＱＱ Ｑ 奈川、群馬 、 愛知 、 兵 Ａ ｉｩｾ ，出品の諸将下、並二I Ud十l

一得J ) 股 l阪産業地に於ては 、時局産業部門 J ) 諸工場の膨大な規模の新 設、磁張がな激に行

ｬ まる〉結果 、 非常な住宅不足 のＡｉｊ，態に陥って居って 、 地方に依つては 、 ミ ｾＺ院や、映 薗 ｩ ｴｪ｛ な

どを借入れ?これ或は合ドI t 迄改造して 、新に募集して米fこ!lJ 占工の11" i 合にヲピつるやら 、組.  .k 

ｽｾｅ 長格の者は工場から禅山の 職工 Ｚｾｊ 列 げ られ て 、 宿所の割官［に紅 ｽ ｾするなどの騒ぎを泊・じ

て，t る。此の 'jfIi' 勢は迫次、北陸や 、山陰地方迄も及びさうであるが、延て之カ E一拍化して

ｾ ｱ こならば 、 単 に 職工ド ［ｉｩ 紋の ｈ Ｚｾ ｴ［ 問 題 ｔ こる に ｬ ｬＺまら中 、 ｊ もの結Ｚｊ［￟［逆附し Ｊ ｉ ｅ きものがある。

2 其 の 影 響

1折〈殿! 阪産業地 に於て 、住民ーの数量的に不足しに結果は、芭- 然の師紡と して 、先づ干十;U'.

の居 1=1:.-1{)，態を嬬す 、現かー之等の地医に於て 、六豊一去に四~六人 、八主主に七~九人と; ぷふ

程度の過群生活の質例は珍らし〈ない。

￫ｦ｣ にｻ生宅カ ［Ｑｾｾ 、 位であるから 、 半して挫し得＿こ Ｒ 誌は、家賃も割高であらうし 、 衛生 、 保

他 ， ｊＩ Ｎｊ ｾ ｊ こも満黙なりとは忠はれない。従って毎日十数時 ｉ ｕｊ に 亘る械な 、 過激な工場内 の努

[ 動の波努を 、快復させるに充分な休二益を捕 るに誕? ご不;足当世; である。睡眠の不足でさへも作

業能率に影響する位であるから、増して夫等の結果は、作業上の負傷、荻病の重大な jぶ|却

と もな る ので 、 ｉ 丘緩 ｬｾｬ ｊ 援に生産蹴充の要素である 、 人的 資源を徒に枯 渦せしむることにな

る。

叉Aisi 工.はJ与の作業の性質上、一般俸給生活者の訟には 、i主t垣間「、長時間の通勤を困難tと

するの事情があるので 、夫の徒歩fこると交通機関を利用するとを問はす¥二十五分乃至三

十分の通勤時聞を以て、 一憾の限界と すべきであるが 、然し、ft. 宅のWt乏は斯の知事純国

内に居住す ること が不可能で 、一般の交通機淵や 、自持率等を利 Jl j して、組め て遠方よ り

V I 2  



通勤する者が悲しく増加し来り 、而も之等のよ也医では 、交過去| 輩.1・、金〈諮期しない方聞

に、俄に多人数乃昇降を見るに到つ? このであるから、出動、退場の時li r J には且て見ぎる混

高 ｌｾＩｾｩ 強を呈する有桜である ｡

されば工場主は多額ＱＩ費用をかげで 、 ｊ 斤角集め米つ ｦ こ職工ｾｾ 、 工場に事 ｼ き ｊｉＺ むる こ とが

出 ｾ＼Ｚない計りでなく 、 職工自身も 、 結ｻＡＺＺｩ品群及 ｩ 二に 、 ＱＡ 釘ごし〈不ｻ主 ｦ 生な生存ｾＱＺＧ績げなげれ

ばならぬから 、従って健康金容し易く 、結倭共他 の疾病に. 1 i Hり師郷する者が続出して居る

のは 、興国 D 大El l 想、 lこ遁j : l l i すべき今日 、生産の鱗充に重大なる支障を及すもので、械に寒

心 lこJ陸えぬ所 である。

5 今次 住宅 難 の 原 因

今次の住宅 ｗ ｦ ｾ ) ) 仇て来れる所( 主、要寸るに{ : L : 宅需要者の枕精し? ここ t '> 、共の供給の不

足せ るに 因るものなること l閃であるが、今少し〈之を需給の l示j 方向ーより矧祭せ 11 に、厚生

省の統計に依れば、事鑓勃設以来の職工の: l ' ，. r JJIl (;!:yfUに飛躍的なるものがあって 、昭和七年

より十一年迄は 、全開でi手年廿四寓人位乃士宮力JI であっ? こものが、事: 製25主端の十二年 i こは j よ

れが三十三蔵人 lこ増し、十三年には貰に四十五湾人に注して居り 、共の大部分が金威、機

械及化事工業等［股穏 産業部 門に属する者である。更に昨年中 の製造工業計霊資 本ご十ＱＺＰｾ Ｍ Ｇ

千高閲の内91;>- 6 " 即ち十八億三千高闘が段! 阪産業，J) ，片むることに依って凡ても 、十四年以降

に於げる職工数増力11の趨部 l立、.i E に別問に f践するものがある。

而 して現 ｻｉ Ｚ の工場建設の 質際を見るに 、 事業主はｽｾ哲Ｚ交日 ｬ こ ＱＧ ，自 ｩ すＧるに，二ＡＺ -C-' 、動力 、 jIJ 水

交通につき利便さ へあれば、多少の不利は之を忍んでも 、地似の安い所を? 求めて 、続々: 1" .

壌を建設 す るのであって 、 今日の田畑は 、 明日 ｬ 立大ｾに発ゆる煙突林立の工場地に化する

のであるから 、此等の地区に於げる住宅の貴重さは 、7象想外である。

乍然事業主は其の 'i 1' 1こると民? こるとを聞はや、工場の建設に詰って 、多〈はi隊工のtl: m

の建設J十重を持って居ない 、線、て之を民1m家主の供給にのみ竹つのである。

更に住宅供給 J ) 方面より視るに 、建築統計に依れば、京京、前筒、名古屋、大|氏、il ，'I' 戸

の五大都市及川崎 、日ケ 1: 育、/'d' c島、問問 、l"j 司、小倉、戸畑 、若絵、八幡の九寸J に於ては

昭和 Ｑ 十二年 ιＱ Ｎ ｉｻ ｊＮ ｾ むの新築戸数が合計 引， ＹＶ Ｑ Ｐ みつにものが 、 翌十三年には Ｑ ＲＥ 7， 978i "減

じて 、53，983戸となって居り 、十四年に入つては 、A の減少の度合がー居i 2Hととなって肘

る。 ｊ 折〈 人口 の集中の旺盛な都市に於て新築戸数の減じて行〈王 Ｇｮｲｬｬｴ 主 、 大凡Ａｩ ｦｩ 己の ｾＧｭ に

因るものと忠はれる。即ち

( イ〉我湾|の都市の現Jl たでは 、自分の家主ナ持って居るおーは 、相 〈少数であって 、J+!司京1I正

の調森に徴しでも貸家は住宅融政の七割五分以司 卜. にも j主して居る。従って者I¥i l'i 住宅の供給

は貸家が本謹であって 、 而も之れは総て家主の ， ［ｾ利企業に脇し 、 公営 、 公径の住宅や 、 工

場み経営 に 係る千 ｵ 台 、 ｾｩ Ｇ ￭ 合などの数は誠 に Ｑ 淡々 Ｗ こるものである 、 此等民 Ｑｩ Ｎ Ｚｊ の家主は多＼ 11.
1  
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小 の資本家で 、吉良な者ほど投資に臆病で引込思案であるから 、行うじきの見通しの間総 1i.

叉建築材料や工賃が戸i い今日、貸次: t 建てることをT痔践する 、絵日二投機的な者でなりれは‘

此際進ん で建築を しな い傾向が編著である。

( ロ〉闘策の結果と して一方に値上げを制限せ られ、他方建築材料の内 、銀、錦、lnf 鉛

引餓阪、米松などを制限せ られ、釘、 鎖金具、鉛包むなどが、共の購入に著しく周滑を依し、

て、入手難であ るから 、水道、瓦斯及電jまなどの文化設備にも多大の文l悼を来? こすわりで

而も 過・蛍な代用品を求め難いｾに 、 貸家の経済ｻ削立を ｾＱｾ むる ｩ￭ＺｴＮ 果、建築 ￸ 閣員ｉ￻に伴って投

資の妙味を夫ふに到り 、主主々住宅の建築が減少する。

斯〈して十 ｴ 宅需給の閥 ｩ 系が著し〈平 Ｑｾ 立を犬するに到つ＿こ事が、今 三大生 ｉＺｾ ｴ 郊 の唯 一 の上Ａｩ Ｑ ＮＱ ＱＱ

ではなくとも 、少くも最も重要な原因と見てよい様で ある。

4 住 宅 難 解 凍 の 焦 勃

住宅難の現況と 、原因 につ いては、ー憾の見解合前叙しにのであるが、共の割民主け5ふ

る前 に、今次住宅難の特殊性し本問題の封象 ii f ; : 封; 夜の目標等について少し〈記述の必要

がある。

( イ) 我問でも産業の繁忙明には、都i li に於でもノj 、制伎ながら、地方的なl I : 宅刻l は起っ

てゐ＿ こ のであるが 、 ｊｴ の最も重大であつにのは、は ｲｭ Ｍａ ｾｬｾ の Ｑ［ Ｇ禁 、 ー ｩ Ｈｊ ｅ 五年末に ｩｴｦ￬ ｾ、九年

に及んに金閥的な ものであつに。

乍然; 品; 時と今日 の{t:右翼It には非常な相典型占がある 、即 ち大正代に於りる場合には 、物i民

高ではあっ? こか住宅需要有・の牧入は普備的に多かつ? こし 、又恕築資材の統f i ; IJ や、家賃地代

の:Itリ限 もなかっ fこし、 勢力も密接さへすれば白山に得られにので、家賃の採算 1--のJ-- "r-/・は

之を党分に借家人に樽嫁することが出来? こから 、住宅投資にはより有利であっ? こ。

然るに今回は之等の駄に於て些i也を具にする、きれば住宅{ 礼申告の増加を計るには、如何

なる組織を ｊ 弔問するにしても、先づ家賃の ｦｮ 在ＱＺＭ Ｇ［ ｬｩｉｊ ｾｬｻ の主旨を緩和して 、 共の決定 ｴＴＱ 準ｩＢ採

算上油正する家賃額を以てすることに改め、同時に政府に於て英凶! の建築材料給付令の虫11

きを定め以て、小住宅の建築資材の碓1泌をなす 乙と 及ー・定僚件に (1< ｾ之が配給の方法ｩＢ品

十ると共に、必要ある場合には進んで建 築持務手干の微ｊＭｊ ｊ を許す ことも，ｾ辿し ｦ こ ＱＱＱＱＱ 也ｩＢ Ｑｾ 仰と

する に必要なことである。

Ｈ 口Ｉ 今次のｻ七右翼 ｉｗ 範閣は現ｻｆＮの鹿臓 二じりニ宅に ｾｬｾ られてゐる、従 って必要と するもの

は、小住宅である 、又最ー近の股! 娠産業に於ては準備身者が多いのであるから 、共岡市合の

建築を優先せしむるちのとせば、一定の坪数以l _ I - _ の住宅の建築には 、一時的に建築のIlflJ 院

を加へて、 資材、持力i " 、ノj 、tJ : 宅並に共同宿舎の建設に振向く べきではゐるまいか。

〈ハ〉叉職工住宅に重貼i " 置いて、 之がfJb申告を計る場合に考へなければならぬ こと は、

Ifi&.. l:の家賃負捻能力の強制，7) 度合であ る、時局産業部1"] のIfi ，氏ーl: のJI )( 入は 、ゴl 'lt に多 い械に
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噂されて居るが、熟練工程度の草? を除いては、共の牧入増1Jn( . 1 時間外の勤務、又は歩合の

増牧に依るも ので、必十しも同定しにものではないね; であるし、且つ地位も安定して居な

い、従って之等は、家賃の負指力は自然低いちのと見倣さなげればならぬ、単調職工に安IJ

つては特に、然りである 、放に其等の住居としては、地位の安定 して居る熟練主主披の者ー

には家賃に代る月賦金 を支掛って行げは、 何年後かじ土地建物を自分のJW有と 需し得る、

敷地付 の分譲住宅: t 、共他 の者には貸家、又は共同病合の供給を通話と寸るのである。

乍然一戸拾Tf 未 満、家賃に し て 八 ~ーO 悶以下の住宅は 、低利資金の供給を受りて建築

しでも、之を経昔、する保算 上の適正 の家賃額 を以てしては、ぢ| 合ふもの ではな く、同時に

職 :仁は、共の家賃簡では初1¥ひ切れな いのであるから 、共同m令の経営 e f!fニゼーて 、;;yefし之を

工場 の事業主力 ;*{ii 位するならば 、Ifi京工の師j!rlt 施設として 、又間三ミヵ= 共ーの供給、絞f墜を媛D)J

寸るならば、補 ￭Ｚ 内政策的に 、 建設費の柿 ｊｊｊｊ ［ えは 、 手 ＱｾＱ￰ｦｾ 、 ｦ ｗ Ｚｑ等に ｾｲｬ 等の ｊ ｊＧ ｬ ， 匙を＿興 へ て料法

せしむる必要がある。

!II Ｇ ｾＨ住宅 の供給 、 Ｑ 許誌の事業 ｬ 主 、 ｦ 尚早に見えてや Ｑ Ｑ キ 築制である 、 法制 上 の Ｗ ・釈 さもある

し、場 合に依りてはいＺ宅の外に 、 食堂や浴場 、 妙 ｹｾｾ 、 診療の硲設や 、 ￯ｬｩ 場 、 郵便Ｎ局 、 ＡｾｴＱｉＺ

所 、 皐授 、小 公開から交通機院Ａの 乙 と迄も考慮せねばならぬので 、 ｊ さの百十干在 、 笠宮 ￭ｾ には宵

今 日の11)¥態では共の目的の法成カ: 同期である。J I!: の緊手伝な る協調がなければ、

主t 策住 宅 難 のs  

現 下の住宅刻i の針策( 立、共の百日: 給調印策に外ならぬのであるが、今戎;の生1Ｚｾ七羽 ｕｊＮ 、 ［ｬＭ 与 の

判 ｊ 裂が家賃負 ｪｬｾ 力の少ない 、 悦工のぞ ｬＺ 宅 問 題であるから 、同時に家賃 を ｦ 氏版なら しな るこ

とも考ふべきである 、而 して家賃については既に政府に於て 、定つ ?こ方策もあること故 、

認に之を f仰 l持し て、先づ首商の肱27策と、根本的なます策とに分って之を; 7 - 5 究して見? こい。

ｾＧ ￭ ｟ ｩ Ｚｋ は速に賀行の 出 来る方法 ｦ ごからと言って 、 御寸Ｍや 、 ａ�［ 高知 、 な ｷ 句 ｲ i" ![:i た了. のt I ' 宅に

ず ｅ つるやうなことを 、 Ｑ 幼 奨するものではない 、 ｾｾＮろ ｩ ｟ｊ［後にｾＨるべき幣持の大佐限る もの

されと ｬｦｾ 心地［物 ｊＩ ｦＮＧ ｩｊｉ ｉｊ ［ｉｊ［ 呪賓に止むを得ないとすれば 、 イ ＱＺＭ 宅刻ｼの Ｇ ＱＱｾＺ しい士山城 ｬ こはでゐる。

Ｕｕ ＮＱ道沿り イ、 ｊ Ａ ｊ の府米 、 佐川を ｾｾＡＮＧｊ一機関を設けて、常時、釘 貸、叉( ; t ' ( 史川に泊するイ 1: ｾ七 、

Ｉｬ￟Ｎ紀 、 術生 、 ｊ Ｍｬ ｾｦ 也に支昨日 り有無を 比極 め＿こ ｟ｉ Ｍ Ｍ， ｾじ場 ｵ 忠給して 、 ｪｬｾ の ｭγ ＱＺ をヲEして置き 、

職 工 lこ周知せしむる搬な f'r 介組織伝説くることも必要ーであら うと思ふ。

ｦ 者ーて延 ｨ んで ＡＧｑ［ むが ｊ に ｬ 倣工 Ｑ ＺＱ］肘の建設をｾす場合にｾへらる〉杭符のＺＭｪ｟Ｚ鑓 ｬ 立 、 大 凡 次のＮＡｉ￭ｉ

くであ っ て、各 々判長と ｾｩｩｾ 貼とを持ってゐるので 、 非常時局下の［ｾに ＡｦＡｩｾ するには共の秘主 ｽｊ

I l が常ましい のである。

パボ}t 渇; の主主位・(立 、イrl 1ん:J:Ti ｦｬｾ なものでゐるから 、 大企業的な

多年に万 1) ｾ度地し Ｗ こ英
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f イ) 1巴1: ¥1家主: J l 協力

終営方法は寧ろ不泊 'tf; である 、 きればあれ1平たJ <i U英な [i: 宅 政 策 ? 、



湖、問問で も、共の質績は有I i U)J をゆj へ? こものを合せて 、未 .， ｾＧＮｌ｜Ｚ＠ tl¥1の建築教に迭に及ぱな し、

従って住宅の供給には現 ｴｬｾ の経柿組織では家主の力を度外 ｦｦｩｊｾ し得ないのであるが 、 低迷の

如 〈民間の家主は 、目下行先きの見組めの困難な? こめに 、総て住宅投資' i " 見越ってゐる 、

然し !lt 等 中小の資本家建は、建築資金カヘ低利に融迫力; っき 、叉回牧が椛賓であれば、低

金利の今 日進ん で住宅建築をなすものも齢〈ないのであるから 、市町村 、商工合議所など

が中心と なっ て、 七地持ちで、十1 . : 宅敷地を有する者には、之を提供せしめ 、経営の技能を

有す る者には夫の技能を提供せしめて、勧業銀行などには低資融通の便宜主? 計るの運動を

起し 、それに依って間取 1-. つに住宅 l主、之を工場側と防どして職工の居住宅 lこ充てると共

に、家賃を毎月の賃金より差ヲ 1< 取計ひを受〈なり 、叉2芸家の保詮を駕さしめるやう tこす

れば、地 主、家主の採算も椛賓となり、喜んで建築若手を鴛すものも現るべく 、相九- 教の

住宅 ｊＩ 供給が 問 ｾＨると ｪ 与に 、 Ｑ ｛ ，故工もＳｔ 、 格安心依居ＧｩＢ謎ることが出米るわりである。

( ロ〉事業主の性宅経営 今問J . ) 1J ミ宅難で 、事業主の最も姉切に J感じ? こ事l立、工場と

臓.:r: tl:. 宅が不可分、D開1系にあることである、勿論建物や、機械の設備をなし? こ丈りでは、

生産は出来な い し、叉努力は無限にずr : るものではない 、内地人口の自然増加は毎年百底近

〈であるが、職工の求人が一年五O寓人以一I - . l こも迷すれば、 平和産業からの特向を見越し

でも 、野力の供給が漸次第乏 lこ陥るべきこ主 力Z明である 、きれば1 : f l l ! : 何れでも 事業主は努

力の保持には一層の闘心を持つべきであって、彼のポ{ トサンライト迄には行かなくとも

従来の織，惟工業工場の施設と同一程度には快適な 、職工住宅の建設計喪主? 樹つるの賢務が

あるや うに考へらる〉 、叉米関の如き日11柄に於ても、配首の制限をされて居る工場には、

最低限度を 1米諸され? こl械工住宅の建設義務を負せてゐるのから見ても 、将来工場の新設、

姉張の認可に際して必要ある場合には、地方長'(r は職二「ーをl:. 宅の建設を事業主に命じ得る様

な法令の定めを設け? こいものである。

fよJ事業主には共の熟練工程度の職工の? こめに 、英岡の公主主建築組合や 、問乙の建築貯蓄

金! ，.I iの如きを 、単簡 lこ叉は他の工場ーと聯合組織して、! 倣工自身' の1=1: 宅' i " l ' B得せしむるの方

法を授〈る こと も望ましい ことである。

( ハ) 地方自治関鰻の柄引 地方自治問閣としては 、工場が急: 激に創設擬張せらる〉

ことは道路、下水、感校などの経費の支/-Hが増加する鰍では、迷惑ではあるが、 一方官誌

の工場でもなりれば、税牧入に依りて盟前な財泌を得るのであるから 、何事にも民倒的に

前勤する飴 ｬ 也カ ［ｉ ＭｉＺ ｜ ｾＨて来る 、 きれば之を還元する意味でも 、 開策＿こる位宅似給に相首な努

力をなしでもよいわりである 、地方自治闘嘘がtl:. :[_;iM; 行の矢面に 1i :つことは 、jえ11¥1家主の

場合と異 り、 手IJ径を本f立としないから 、家賃の適正 -1) ;汚へられる、従って居住する職工に

も粧情的の利率: ¥: ' i " 興ふること〉なる 、此の場合資金は多〈政府、又は勧業銀行などの低資

に仰 ヤを 常とす るが、夫れでも向地方自治誼賞事者が容易に1 l 七の事業に乗り向きないA ! P . rll 

ｬ 主 、 過去に 祇＿こ 背 い 経験から将来の家賃安 、 Ｚ宗家 氾酷を危慣すること入欠損を生じ ＱＺｴＤｾ
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合の憂慮からであらうが、此れは) { : の首初の経営方針に依つでも救ひ得べき杷愛である 、

即 ち新築営時に 一品 Ｎ ｊｾ 市中 家賃貨の賃料を ｦｾＲＱ Ｑｾ して 、 刊Ｉ， ￬ 兄に肱じ温次 、 家賃の遮減を行って

行 〈事も 一つ の方法であらう し、 又居住の! 滋工数にb1f: じて 、所属工場より受録者負権的の

金舗を協定寄附せしめ 、 之ｾ前迭の欠損利 ｬ 顕にｦＯ｛ム立て行〈事も可なりとゴうへらる〉 、 斯

くするこ とが事業主に取っても自ら住宅を経倍するよりは有利な場合が多いのである。

( .:. ) 地方自治国組 と事業主と の提携 住宅の建設、経営は前述の如く煩到な仕事で

あるので、自治函遣の如き合計法に縛られて居る合計組織では、共の運rlj に不便な嫌があ

るし 、 一方事業主力 ［ Ｎ Ｇｾｲｬｽ 渇に住宅を経替すること ｬ こもＧｬｊＭ 、 ＺｾＡＱｾＮ色があるので 、 Ｑ 民令 、 自ら共の

絞替の必要と責務とを認めても賀行に移す事が常に忌避さる〉のである。

主主に於て戸市者が提Ｎｽ［ｾして、所要資金創刊資して 、 ｴｬ ょＺむ令 ｩｊｬ ｬ を ￭￮ ｬｊ ｩｴＺ し 、 以て此れが絞皆に

常らしむるｾち ＩＵへらる〉 、 現に川崎市に於て 、 最近に ｝ｬＺＰＩ 創立ｾ［ｾ，ｾ＿を完ー了しに ｻ 二 Ｑ Ｚ 宅千＿批ＱＺ

の如きは、共の一例であって、川崎市役所が中心となって、同市内のた工場十蚊耐: が各自

問資して 、資本金三百寓闘の株式令枇を設り 、敷地の造成から 、{t 宅の建築 、貸付，i[z分譲

などの事業を行ふもので、共の前; 左大に期待されてゐる。

( ホ) 公銃法人 の夜起 我問の大都市には、住宅の経営を円耐とせる数多の公続法人

がある 、共の久しさに沙る住宅経営上の苦心は大いに尊重すべきものがあるから 、公共悶

暗に於ては、兆の i ' i.:mな!続的ぞ議f . 1J する?こ め、事業. J - _ に相首な援助をなして、此際{ー1=宅の

経営に乗! 1 J ，さしむべきである。

財国法人 Ｑ ，Ｑ｝ ［Ｑ 司併は 、 ｪ 乙疋イ・ご年の閥Ｊ ｾ 大震災の前後滋置をｾｴＮｩｴ寸＿こめに、創設せられ ＱＺ 法

人で 、 誕 ｾｋｉＣｾＱ 係地方を事業 ｛Ｂｾｬｾ えとし、現ず ｕｒ 京 ｉＨ 人前 Ｑ Ｑ 奈川及 ｊ 脊主 ｬ 際下に於て 、 普通 ｦｖ ｩＺ［ 、

アパ{ トメントハウ ス、分譲住宅、持他合せてが] 7. 500戸を杭営して居る 、ま る三月中符

附行ＺｬＰｾ改正して、 事業主＿全問に及し得ること〉なつ ＿こ が 、資金に限度 があるので 、 議 Ｇｌ ｉ

り従ＭｳｪＨの経験と機構とを利 ｭ して、公共闘器、令ｩｊ ｩｴ 工場などが集倒的な ｦ 十宅の供給をｾＱＮ立す

場合 、 共の計烹Ｚの Ｚ 心［案、 ｈ Ｚ 宅の夜討 、工事蛇 将 、 Ｎｗｲｊ 幻ＡｉＡＮの引 ｊ 交をｴＮｾすことになっ ＿ こ。

(  2  ) 根 本 的 針 策

以 上 臨急Ｚ針策の局に Ｇ ｊｉ る、主陸の医別に従 って、此が検討 ｾＩ ｊｕ へ ｦ このであるが 、 ｻＱＺＧｴｗ ， ｩ

給の均術の! 波l : l n t  ， 専寸るに同家総動員態勢・の整備、進展の結果であるし、今 ｺｦ｣ のイ Ｚ ＱＺ 宅 ｾｩｈ

も何時金問を過するる 一般的問題に 化するなきゃを ｦｾＨ し剥 ｴ し、のであるから、 政 ｊ ｦＺｦＨ 立共の恒久

根本策を樹つべきである が、雪作者の之 lこ提lれする所ーは次の通りである。

( イ〉 住宅の同勢調誌を行ひ、刻、; の構致、椋数、和別呼数及居住のMJ ，況を n月にし、同時

に住宅の新 築 、 減却のＺ散を ｾｉ ， ｬ 有して、人口と閥脚して共の必要欠〈べから ｆ る性宅

所要数を j久.t し? こい。

〈ロ) 地方別に性宅及柄身柄令の標準試計ｾ定めにい。
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(ノウ 住 宅 法 を制 定 して、tl:宅 供 給 の 義 務 者 の 指 定 、必要 め る 場 合 住 宅用 地の 牧則、使

用の 樺利 、並 建築 資 材 の 確 保、公主在{主宅 lこlfJ- す る 公 課 の 減 免、建 築 資 金 の 調 達、並

貸付、 建 築費 の 柿 助、又 は 利 子 の 補 給、地損失の補償。 住宅 の 検 茶、有 害 建物j の 除

却 命令等 の規 定 を設 けにい。

( ニ〉 住宅 合祉 法 を ili lj 定 して 、令 枇 の 設 立、政府・:i it 聞係自 治 国 位 共他 株 式 の引 受、配 首

の制 限 、並 保設 、制:1責護行機 等 の 定 め を し?こい。

( ホ〉 政 府に於 て工ー壌 の統制に就き 一定 の 方 針 を 確 立 し、全 閣 に渉 り 工 場 の 岡 土 計 需 を

樹立 す ること。

ビツツパーダの再築が始めらる

事業開始は河岸地の描張か ら

ピツ ツパーク河岸地の吹修の必要が長い間主

張されて来7このであるが、比の Fjtt新や< - 1938 

&1" - の終りに於て~事業若手の運びとなっ 1: 。

T 闘は改修言十主主の一郎分にして事業認可のめ

つれ音 ｅ 分のみを＿示し ＱＺ もので 、 上広 ｬ ま所 ｩ￭ｾ G olden T  ri angle  1 : 格せられる 、 Monongahela 河 K

ａｬｬ ･ｾ ｨ ･ ｮ ｹ 洞とが相官 ｡ するところである 。 此の Ｒ つの 河 に架せもれて居る橋 梁への傾斜せ るアプロ

ーチ(1念傾斜を選りる然め可及的長く仲されてゐる。而 L 此の地勤は奮 F or t  D uquesne と Porl

Pi tt の敷地であつればかりでない Geoge Washi ngton  /;:21設の背年測量師1: りし頃天本を止しの

地に 猿 つ Ｑ Ｚ と Ｑｩｾム 、 歴史的に非常に意義のめ る 地鮎である。

比 の歴史的意義のある場所を公園 ｦ 七するの に 衣の如ｾ計設が樹立されめる。 ｒｐ ちレヴルを異に

し1: 2つの庭園計変のめるテラユに分割し、上部の部分には博物館汲定地か又は歴史博物館敷地

-，.....-.唱"
とし且つ

比慮か ら

橋へのア

プローチ

を見下し

得る稜皮

の充分な

る?自5さカ;

める械に

計君主して

みる。

ふ

¥

¥

一

A

f
p

心

配

一

( A meri c8n C ity， March 1939， P.  49)  
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住 宅 難 封 策 と 仁 て の 住 宅 公 営

士

口 村 )長 夫

戦等 ｬ Ｇ と住宅問題は最早切隊し得ぬ定則として一般に認識されて居る底 ＱｾＧ が、夫も戦時 の

末期から職後にかけて珪生するのを今迄の例 とし 1: 。然るに今事鑓では意外にも早〈此時

期に逢着し7このである。

其庭で我々が此問題を保り J'. げる場合に考へ度い事 lま目下の住宅難なるものが果して1 E

常の ものか、或は特殊な因子に原因され? こかに付ての見悩を付りる 必要がある こと 1': 。

此 の意 味に於 て現布の住宅 ｾ ｈ Ｇ は 多分の特異性を持つものと自分は ｷｮｷ する。何となれば

住宅難ＩＩ叫ばれてゐる 威力［ 、 都令 、 然も工業地 、 それも 所 謂股賑産業地帯を ｾｉ Ｚｬ 心とするこ

とからして了f呼出来るのである 。

即 ち首面のi伏況は或る定まつ? こ目的を有する産業部門に生じ、それがi新弐他の産業部門

に嫌 がる ことに依って 今後本俗的 Ｑ ｊ｟住宅ｾ｛時代が Ｑ Ｑ Ｈ るもの と想、 Ａ象 Ｕ れる のである。 である

から目 下の住宅難は更に繍大の徴候を有し謂は Y 住宅難) ) 前哨時代主見る可きが至嘗であ

らう。

故にそ の針策は患なる 現況 に依るべきで な く、 更に今後を議想し7こ根本策に 向って研究

し調脊し fこ結果樹立される のでな くては ならないと 思ふ。

住宅難の姑息的釣策は不可

従来斯ふしに問題は兎角姑息的な、共事的な彪: ml 方策によって糊塗されて来? こ。

恐らくそうして輿へられ? こ一時的な解決策は慌少な効果によって満足され、然もヨ: 釦に

一般の開心から弱められ、 そのま〉ーー一首時に於ては根本的針策乃至はwnλ 策が真商闘に

論議され? こにせよ一一一そ れJ:)，J ての劉策に向って前illi し? こことのないのが仰j であっ? こ。

然し常に斯」、し?こ ft ( j 向を辿つに事も住宅地IU与自開の水質iえが然らしめにと HRふことを{井

せ考へねばならない。

何となれば ｈＺ 宅Ａｭ ｬ は共自闇己に浮動的な性質を持ってゐるからである。 Ｑ Ｇ ｩＺｾ七離は云は ｙ

景気に左右され偶護される現象である。 ｔ ご から我々は住宅 ｾｾｉＧ を考へる場合には共常時を中

心 とする景気み前後に付てのＩＧＵ究が大切となってＯｾＨるのである。則ｴ，常時の景気力［Ｚｭーして

一般的のものか或は局部的のものであるか一一ー何れは全経術部門に封して浸潤するものと

しても一一光づその所在力探究を行はす ・し てます策ｾ樹てることは隈して物を求むると何等

選ぶところはないのであ る。

此の駄現在の問題は 一方的な産業部門の好景気一一然し此 は事なる産業と云」、よりも問

家 総力的な背景を以て ゐる黙に 於て従前とは 全く異つに意味のもの Ｑ ｾ Ｇ が 一一 夫 に 基〈持カ
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の不足により産業中心に移動する貯働人口の集中に結果されにものと云は 5 るを得ない の

である。

故に事例 に徴 しでも住宅難の褒生してゐる底域が都市内部にあると思へば郊外の新興工

業地に限られてゐる彪もあると謂つ 1: 具合で、現在は それが柏ノ守護展 して職場に針する比

較的近い区域 、 謂は ｙ 通勤ｾ域のￍｪ｛Ｈｩ悶に迄櫛大しに矯めに ｩ 新〈肘介各方 ｩｾ 耳に影響を ｾｪｩｬ へる

に至つ? こと考』、可きであら う。

住宅の私的供給は行詰った

斯る事情を考へると住宅難の問題は貨に住宅問題の根本11策に依存せるものと認iふ可き

であり、叉住宅問題の解決なしにH: 宅 燃の根本針策は有り得ないと謂ふ可きである。

更 tこ又住 宅共有a の経僚の酷から謂つでも夫が我々の生活とあまりにも統娘二に結ばれてゐ

る需に衣食主問機全< Ｑ ｉｔＮ ｦ 人に 委されてゐると云ふ こ とが根本問題であるのでムる。然もｾｉＧＮ

ifi の官余裕に比例して問題が起らないと云ふことは衣食と同織の扱ひが生lニ宅 lこ輩、I して迄科目制

足し得られてゐるからであっ? こ。

祉作生活か安易な時にはそれで宜かつ? こ。然し現代のnt ! : 併に於ては衣食と同校に{ _ l : のJl'{

得に ｴ Ｚｴする安易さが失はれて ｾｱ こことは事責Ｎ， ｾＧｯ !mる際に向tt: の供給が依然として右、の向

山企業に委任されてゐると云i 、黙に問題の街 !，.r か存する のである 。

f住主宅 に主封すする公の似供t給カが: 問題化され初め? 仁このはl比a七U叫じU叫il舵l

と異り相首織烈をを? 極めて朱? にここ t は位と生I活有と の開1係系が生爪上4似! 必誕めて大なる文配的勢力をを7  

持つかちであつ? 七こことは疑」ふ、 i飴徐1地也がな い。

合衆閑に於りる P 、W、A の事業、夫に引続いての U S H Aの本俗的供給の開始、又は

禍逸の家屋菱地乃至はジードルンク 事1切言如何に華々しい 民聞を喝 し? こかを見るに付けて も

住の供給が草なる営利事業として、: t i!dモするを許すべ Z でない時代であるこ t カ;'1，リるので

ある。

我岡 iこ於ても己に同i問令の住宅供給があり叉 'Ff 公替の位宅公給があ るが後! " { " は不良{-I叶i

の改良 に さ Ｚｒｒｾ 置く特妹なものであるが鴛に ｻＺ ｉ τ 宅供・給として穴いなる力とは 成 ＱＩ 得 なかっ

? このである。

一部の識者は王子・ くか らH: 宅公給のむ務を設し、てゐる。 然しそれが少 〈と も識K- I l ¥l の則論

とならなかっ fこことは今迄叉現在に於てきへ{:I: の問題を依然として私合誌に委せ枇令問閣

として採り上げなかっ fこことに悶るのであり、叉同時に識宥夫自身もイオ の問題にやj ては傑

〈 探究し研究しなかっ ｦ こ 需でもあるのＮ，ｾ 。 謂は ｙ 輿論を ｦ 乍る此等の知識階級が ＱＱＺ 宅問題に

切貰にぶつからなかっ? こからその認識を快い? こと詐lつでも差支へない のである。

道路とか. 1 : - . 下水也、運河等は共性質上公共施設と して何等伽l人に劃する事業化の閃子が

無い矯めに早・くから公共事業として岩手されに。之 に反して {i: 宅は私生前の二1: 夜: であると

同時に事業にすすする資本がノj 、閣で州む閥{ 系から 、叉更に其者を自分の所有即私財産と筒し
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得るが矯 1こ私的企業として承認され?ここ t は詰- 然である。

7こY ぞれが今引に於てきへ依然として削: 令的管濯とは無関係に 、 そのま〉護育し? こに過

ぎなし、。

然し乍ら祉作機構 ｄｾ 民主複雑 化によって個人生活が著しく融通性を うたつに こ ｴ は現 代

生活ーの特徴である。つまり生前期I'J) 時代主なつ? このである。そ うなれば性の獲得は漸く日4

Ｚ［ｩｉ Ｑ となって来＿このにドその反商之が企業主してのｻ賃値は筏々高まって ｾ ＱＰ こ のである。斯力、

る際 lこあっては住宅が高度 :J) 企業化の下 lこ経営されることは必然である。そこで住宅問題

は何等旭乃原因なくしても営然起り得るのであって同時に共の反商には耐: 合政策的に公介

業 として の性質を著しく帯びる様になっ? こ守ことも指摘し得るのである。

fセ宅供給D 公共化炉問って来る所以は賓に此黒山にあるのである。

然も ｪ 折る場合に於て向私企業 ｬ こ共供給ｾ委せるならば股 Ｑ Ｑ｛産業に依るインフレ ー シ ヨ ン

が一般鰹摘に影響するじ及んで漸〈企業主? こる家主計町{ まはし、然る後に住宅供給が伴っ

て来る段取になるのである。 1: から段張産業 J ) 全盛期に於て要求される tt二宅供給は自つ' か

ら必要なる時期には作は子或る期間を経? こ後にfih給されると云ふこと tこなれ 結局共彪に

需恰 J ) 大きなギャッ 7. が生す' ることとなる。謂は、J 平1;; 問ムう フエ ースの相i主力; 必要なるべき

供給を遅らせること〉も考へられるのである。

持Zに犠場の錨張に針する住関係の解決ならば工業資本家が仕事と同時に住居をも併せ輿

へる事に依って-Jfi: の解決はつ く。

然し事業主は一般に斯る方面への進出を喜ばぬし資本の運用から謂つでもー肱は手控へ

るに;間違ない。そうなれば住宅供給を所謂家主附級の自F l l 企業 lこ委せる以上位宅離は解決

され得ないのである。然もインフレ { シヨンに依る物債の騰貴は延いて建築材料 lこも及」く

から夫等からしでも利潤の低: 下に基く供給の障碍は大き いのである。

住宅公営の必要と巽意義

更に従 ｾｋ とり行はれ＿こ公 Ｖ モ主としての住宅供給が例へあつ＿こにせよ先づ共れが我々の生

活に劃して満足なものであっ1: か否かを- I ! f f . . 問題にし? こい。

即 ち公企業として奥へられに住宅にせよ恐らく a の形式に些の改良をも興へてゐないこ

とは事賓として指摘し得るであらう。詞はちJ 斯かる住宅と云へどもその内容は全く通常の

貸家と何の撰ぶ所のない官官容. であり 、厨房であり 、同じ設備と材料であっ? この 1:' 。唯異る

j益法建物 }J: 新しいと云ふこと t 何年かの後 iこは自分の所有になると謂ふこと 1:' げが一一斯

んな事は全〈白首然すぎる程首然な事なのにが一一僅かに需要苛としての慰めであっ? こ。

そして居 ｴｬＺ 苛 ｴ Ｎｴ Ｑ ｬｔｲる位宅に於てきへ全〈従Ｊｾと同様 ｊＩ 乎 Ｑｭ と労力とを費して生活しなけ

ればならなかっ? こ。共躍に幾何の向上し? こ生活様式が求められにであらうか ?

此の意味 に於て従来の公営住宅と 雌も普通の住宅に比してに ymに家主の相違あ るのみ

に過ぎなかっ? こ。然し之では公営の意味は頗 る肢・昧である。
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齢くとも公営のものである以上そこ lこ何等かの指導自ら意味が附力11 さるべきであり、叉さ

れねばならぬのである。我々の禾リf更さは少くとも士街並主せらるべきであっ? こ。

暖房にせよ 、街生設備にせよ 、Il.1j 以の問題 lこせよ何等かの鮎 tこ於て巷間の貸家乃至は介

護性宅とは異つに良事設備を供ょ、可きであっ? こ。

然し此等は全〈稀有の事例を除いては公替のものにさへ係り上げられTこ事はなかっ fこし

叉それで足れりとする 筑蓮さへ児られるのは極めて遺憾であっ ?こ。

私が胃頭に於て住宅難 t 住宅問題を紡付り? こ所以も要するに経替の安首位以外tこJ ｉｾ 内本

地設の改良と云』、結 lこ於て始めて公営 tこよる意義が明確になし得られるがま完であっ 1=。

ｾｴ ｊｪ怠で結論すれば

住 宅 難の 根本劃策は最早 住宅公嘗 以外 にはな い。

政府は須らく 11: 宅供給事業を計書1. 者千すべきであって 、殊に今の場合彩、イト: 業 lこ委寸有l き

ではな いと 百円ふこと lこ結論される のである。

然も此の上住宅難を深刻化せしめれば延いては生産を低下せしめ更 ｬ こ 生爪の不安ｾ Ｍ ‘肘

深刻ならしめることも必定である。斯くなれば現下の事態 lこ判成すべき同家総力に迄J I_:!;(三

智を懸念しなげればならなくなるのでゐる。

住宅公営の院には必然的にずE来 の弊手? を 排し新1こなる生前内寄与を慌って病{-I:. に到する指

導的意義を確立せねばならない。

共底で始めて関民生活を向上せしめ肉盟と精 ￬ｬｩ ｾＱ 文化 の高揚が計り うるのであることを切

言 して止まないのである。 ( 14.5. 15)
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道路の雨側が斯くの如く風数合制されて

居るのを何故霊長認して} 音るのですか?

若し我々が道路の爾側に針し風欽の保存

に注意さへすれば斯くの主n < なし作る 。



事 愛 下 に 於 け る 住 宅 難 と 其 の 針 策

政 問 基 ラた

昭和 Ｖ 年 頃を境として 、 年々下降を続けてゐ＿こｾｾＧ［￣ＭＨ率ｻ立 、 今回の事娃に ｩｲＱｩ 過して異 ｊｉｊ ，な

唆 ｦ じ をＭｩｪｾし 、 最近 所々に住 居拶 Ｑ｜ 宮の蕗が高まって司王＿ こ。こ の住宅調 ｬ 設生の経待は既には洲

各閣が、彼の大戦によって辿つ fこ経路と甚f:: 似通つ? こ執が有って、その光轍に想、ひを致す

時、 その針策が如何に困難な問題であり 、且つ周到な計霊のも とにn きれなげればならな

い緊念重大な問題であるかがわかるであら う。

一般に住宅難η 原因 lま、 その供給が需要を櫛し得ない場合に起るものであって、 それに

は住宅供給が需要敢に比して主的に不足を来す場合し供給されてゐる物と要求される物

との質的J ) 11 l i 主による場合がある。住宅難の叫ばれるのは、後詰・に比して前手? の場合一層

深刻である事 ｴ ［ｊＺ ｩｩｾ ｪ を侠 ｦ こなし、。現伝 叫 ばれつ〉ある住宅島 ｦ ｈ ， ｴ ま量的 ｬ 二不足な 、前者に ｪ 認する

ものである。以下少しく事嵯下にある1 i : ' 1 s の需要似: 給の聞係について巧へ、之が針策に Mt.l

する l l . 見を述べゃ うと思ふ。

×  
〉く

事姥下にある住宅の需要供給附i系の推診には 3 つの時期がある。その箔 l は事受勃投'6;・

初から約 l 倍i年j [ jJの極〈平陪な時期てe あって、よ制限にお(C q 闘と呼ばう。 :;7( は現在経過し

つ〉ある初期 の 住宅難時代から事 境絡 了迄で［＿を ｾＱＲ } 切としゃう。最後の第 3 期は事皆が

一段務付い? こ時であって、この時こそ最も住宅問題が喧しい時である。この 3 つの異つに

] 切について、先づ住宅の需要と供給の開{ 系並ぴにj { . の原因について湾へて見ゃう。

日 1 j明の事鑓勃授賞似J に於ては、{ 七: 七の似: 給は何等の礎化石" . 支げなかっ Tこ。 1 ｴｩ ｩＮ剖 ｉｊｾ な

る住宅供給符は 、 物院の目指武双将米の目Ｚ宅 ｾｾｉ｜ 底を見越して、ら ｴ ｴ Ｑｾ Ｕｾ ｬ ｦｾ に建築に ｬ ｩＩ ｺ りか〉つ仁

が 、 共の数は全誼的に見て大しにものでなく 、 資金の動〈方｛酎の ｾｩ 事換による新規供給減を

文へ得る程度であっ Tこ。

然るにこの場合の需要は如何と云ふに、これは年々の増加 ｬ ネから［ｾＺに停頓の欣態に入つ

に。これには脆々な! 京悶がめら うが、先づ出征による軍人家院の tl l:帯の合側 、兵役閥係者・

の結婚刀乎控へ、肱召による農村・労働力の不足じよる郁子? 集注の一時的停煩等台数へる事

力: 出来る。従って、こ の第 l 期は反って供給過剰となり、極めて平総裡に経過し? こ。

とえに現 {f:ui ，白i してゐ る第 2 ｾ切に移つ＿こ。この時期では漸〈物資の不足が深刻化し 、物 倒
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の値上 h 地 ;震の部分的騰貨等t: よって建築費 ・紺持ー賀: ; 1 与に上昇を辿り 、而も家賃の増額

は:jJIJ 監され?こmに、iま;・然の結果として住宅の建設には困難を生じ、借家経営の利潤能力は

著しい低下を来し? こ。更に他方部分的な好景気は、借家事主替の如き相詰・多繍の資金の間〉と

を必要と し、而 も回牧 lこ長年月を要する事業よりも 、遺に回持率のよい‘ 利潤の高い事業

への放資を容易ならしめ、 こ〉に住宅の新規供給は激減する有様となっ? こ。

此の期 lこ於りる需要を見る tこ、兵役閥係者の世帯数増)111抑 ;!i l ] の事前は、第 I J明と箆化な

いが 、 時の経過と共に 、 ｾＴｾ の抑 ｩｬｩ ｬ｝ ｬ ま飽和の ｪ 状態に近つＧ弘他方時局関係産業の政賑はその

閥係手ｾｾ経情的に潤はせて、これが住居に Ｓ 討する欲求の水準を高め 、 或はより大きし、住居

を求め、或は今までの数世帯刀同居が個々に濁立して 1世帯住に l 戸を構へる事となり 、

勢ひ住宅の需要は荊澄な動きを示す事となっ? こ。更に時局闘係の産業は、主主々 繁忙を，悩め

資金力運用法調整されて絶f . t置先的にこの方閣に振り向げられ、内部的 iこは利盆金の外部

への放出を 抑 留して一路事業刀扱張へと泊進を続り＿ こ ｾに 、 工場地附近は 、 労働ＱｦのＡ肥倒

的集注を来し、職工住宅力需要は局部切に極めて崎大寸る事となっ?こ。市も此の様な場合

は占石 '1句lこ、 回J l il は型立てられて工場敷地と化し、周回一帯の荒J 也は一時に成熟して地債

の暴鳴を来す＿こめに 、 附Ａￎ ＷＩ 新築による住宅ｊＩ経営はー ｪ 晋不利な ｊｉｊｾ 態となっ＿ こ 。最近新聞

紙 k 等に報導 され る強工住宅街の寝室乃 J!I: 夜 3 部交替ilil J とか、 ].，盤首り何人の住居者がめ

る等 J ) 猛烈な住宅難; 立、ヰらこの方問J ) /:U来事: である。

この第 2 明7 ) 住宅難; ム時 D粧溢と共に主主々甚しくなり 、 それに力11へで長期戦下に於り

る一部交法 D 蹄休 軍人への住宅不足 l立、第 3 ; 珂} ) それと闘i断l して 山々しい問題の原因を作

るであら う。

ヨたに第 3 期、即ち事登t ; 一段落付い? こ時J ) 事を考へて見ゃう。この場合は、先づ従来経

験し? こ戦捷支の欣態とは、著しく事情t; 異る事に注意しなりればならな い。この時期 lこ於

げる閣内の物資は Ｑ ｦＮｊＡ ま一庖 ｲ 不足 ｾｾｩｩ し 、 同外からの資材の安債な輸入は諸種の附勢よりし

て大しで期仰をかげる事が出来す｜と云って占領地からの移入は 、 その開設に相 ｾｴｌｾＧ ・の期間 Ｑ

ｾ要する Ｑ 誌に早 ， むの間に合ひ事 ｉｴ ぃ。Ａｊｽ働力は占領地開設と時局側係産業に吸牧されて不足

を荷主し 、 持働賃銀は上昇する。然も家賃の ＮｩＲＺ ｩＲｫＱｌ ｉ ｾＮ 騰は望み英 ｉ ｉｩ＼ 、 従って借家経営の利 ｩ 問

の抜復には1. ' . 1抑常の凶難を l'ドふであらう。それに加lへて、従来灯a 長気時代に屡々経験し fこ

如〈 、一般的好況は資本力放資を毎々容易に他方 l函のより有利な、回I炊の速な方向へ築、注

せしめ、戦 捷 J ) 気分も乎停って一層住宅の如き回定的な地味なものへの投資は刷みられる

暇が無しこ' > Iこ新規の供給は続々不活躍となるであらう。

これに反して需要側は如何と云ふに、戦争による兵役閥係者- の世帯数培)JII への抑制イポ件

は解消し、蹄遣軍人の世帯鍋立の復師、延期されてゐ? こ結嬬の質現を始め、第 2 期に続〈

時局関係産業方面の住宅需要桶)JII は停止する事なしこ〉に需要と供給の不均衡は最も甚
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しい極黙に挫する。住宅問題とf ; ¥5 . とに酔JI櫛する諸障の重大なる ifLt ( : 1問題 l立、こ のl時に殻生

するのであって、株に名様の凱旋ーをし? こ蹄i本軍人へ J ) 住宅供給事lt に困る重大問題 tJ 、 こ〉

で 最悪の事態ｾ惹起するであらう。肱 ｩ 州大戦中英国では家賃 ｪ ｲ［ＡｊｐＮ民法を貰地し 、 位宅の建築

は極めて不活設と成つ＿こＱＮｾＧ｜二 、 戦争給了後 Ｕ Ｐ 寓戸とヱミふ英 ｪ くＺｪＺ 1)、位ことの不足を比るに到り

そ れが封来には多大 の犠牲 を初 Ｑ ｜ つ＿こにもＺｪＺ ｾｊ らす 、 結果 ｩ 失敗に絡つ＿こ。その舵伐について

は、後で少〈述べる事とする。

×  ×  

扱て然らば、米る可き住宅難に底する封策如何と云ｾｽＮ、 ｬ 二 、 ぞれは ｔ こＧ＾ 1 " 郡安に憾じて供

給を闘j骨ならしめる」のー誌に抜きる。問題は共の方法如何である。従取の性宅f J l . : 給の方

法には幾多の猷陥があり、事ある住に之が改菩Ｏｊ［叫ばれてＭｙ， ＼ＺＱ こ。然るに［［ｦｾｪＡｦ は依然 として

鶴怜改め守 、 不例 経の ま〉現 在 に及んでゐる。今米 空間の事鑓 にｾ過して、飛田 ｴ 的な新

事態にｲＮｬＱｦそうとする秋 、 その到来は府米永遠に施して正しいもので有ｾＩ ， Ｇｦ，ｦＮＧｉｪ七の ｾＸｾ 陥を ｦｦｬｩ

疋するものでなげればならなし、。従って平時に於げる位 ｾｕ ｪＨ肢と根本的に相反するも の で

有つてはならない。而も問題は緊急: を要する事であり 、之を泌延する時は住宅問題以外の

脆々の重大な枇合問題を起す快がある。そこでこの緊急: そ }JII へに針策としては、 その供給

を＿従 ｾ､ＱＭ り似つ＿二女日ｾイｼ司々のノ ｪ 、資本家の乎にそのま、委ねて世〈事は不可であって、是非

とも指導的な棋院今大きいものが蹴倒的にその解決に働きかけなげればならない。それに

はたっftl 二宅建築に封する fill11)J 政策、ゴP:i替利主義住宅の増設、 J営利主義住宅の指増改"o' 与がAS

へられる。以下 ＱＱ 闘を迫ってこれ等の得失ｾ説明しゃう。

建築に劃する干il 山VJ 政策は、従来天災共他、事有る j山こ屡々笠施され? こ脂である。然しこ

れは何れもその111l il)J に一定の限度ーが有り、或る特定の 11;-1こ利鏡石? 興へ、公平に多〈のパを

してその思惑に均需せしめ得なかっ Tこ嫌がある。又 それを受りる存が思惑に邸11れ、 その結

果は一般に悪影響を及ぼす様な事態にまで立到つ? こ例さへある。前に主lkべ fこ陥洲大戦後の

英樹の採つに有11助 政 策 の 如 弘 その方 法 lこ於て多〈の扶陥があっ? こ iこせよ、有| 山j 政旅のぽl

ｾ＠ f); い紙型Vi を如賞 lこl繰り 1+¥し? こものである。参考迄にそのW; I I : 片を記税しゃう。

英 露 ｼは大戦中物資及労働力不足、家賃 ［Ａｴ ｬ ｪ 限法の貰 ｩｴ ｍ 子の ＱＺ めに ｻＭｴｾ 己の建築を見合せる［，Ｎ，ー

が多くなり、入; 戦終了後名様の自JL旋軍人の蹄休と共に莫大な住宅の不足をボし? こ。之が1.[

策として 、 政府は戦時中から諸種 の 委員合を設げてます京を級ｾ ｾ＠ ，主主に 1919!<] 三7 月{- _i : : 七に制

する新法律Ｚｾ護ギ ｉｪ し＿こ。これは地方岡龍をして 、 住宅の不足に Ｓ 討する ＱＱＱＱ 充ｾ義務不 ｪ げ、そ

の代り岡家が住宅制 ｬ 交に ｾｎｊ して ｅ 額の柿ｬＱ Ｉｊ を奥へ＿こので・ある。即ち財政的俊助として 、 地

方図謹が労働者に位宅を供給する事に依って裁つ 1: 損害は 、一定の限度を越え T二部分 lこ附

しては凡て岡家の負婚 としにのである。

1i 立初政府 J ) 計聾iま1921年度迄に 50関 戸の建設を企て 、建築伎の暴騰による士官徴HII ｾ＼Ｚなし、
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部分の家賃につい て、 一週 5志の割の補助金を奥へ、50寓戸については l ヶ年の柿助額を

650高藤と算立しに。然るにその計-霊は7象想外に進行せすも、初年度の議定建築戸数10高戸

に! -:t し、僅 iこ 3，000戸 J ) 竣工を見fこのみであって 、既に質砲の初に於て 、その成果は世人

の期待を裏刃つ fこ。而もその楠功顎 i主建築費D 強想外 J ) 騰貴により 、全ii -I葺完成の暁には

年顎 2，600ι穿を越える事ド判明し、これには如河に富有な英珂でも到底その負婚に耐へ得

予として 、遂に珠江主? 変更して 176，000戸に縮少し、それでも 1f，]60年問、年々し 000高跨の

負婚を堆ふ事となっ? こ。そしてその結果は、全計壷 J ) 漸< Y a の戸数を以て打切っ? こ需に 、

住宅の供給を受ける事の出来ない者は徒に此の計霊に因って生じ f こ負婚を象り乍ら 、何等

の利益をも受けす¥ 負婚の不公平を生じ 、又一方住宅の供給を受vt1こ者は、建築費制賞ふ

に足りない家賃を支抑ひ乍ら、立派な住宅に位ょ、事を首然の構利と心得る様になっ? こ。

政府はこの議想外の負婚に耐え切れす¥之が救情旋として家屋の資却を企て 、僅に着手

して 3 年後7 ) 1921年に於て 、建築費の牛額を以て新築家屋を賀却して、共の第Ilkを? 切抜げ

様と す る様な行詰りを曝露し? こ。

この政策の失敗原因が何れに在つ＿こにせよ 、 ＱＧｲｬ｝ 助政策なるものが陥り易い紙製，ｳｾ示し ｔ こ

貴重な資料であって 、住宅供給の如き地方的に不統一な事業が、大規模の下に行はれる事

の困難さを示しに事、及び如何に強力なる財力を以てしでも 、粧 if't J 二の原則を無視しては

共の存績が困難である事を立詮し＿こもの正し て、 ｾｊＮに注目にイ ｩ 立する。

之は fこち: Ｑ つの例を示し＿こに ｪｾ ぎないが 、 全〈他力的な布 ＱＱ 助による政策は 、 他まで局部

的な 、市 も一時的な急Ｚ場ｾ凌ぐ方法とし て 用ふる以外は 、 全般的には俄に採用し占ｉｴい方法

であって 、 殊に事盤 ｊＩ 終了後と到 ｌ も財政的に柴 ｊ 闘を許さない現在の ＱＱＩ｜ 態では 、 一層之に ｾｊＴ

る事は困難である 。

次に非営利主義の住宅供給について述べゃ う。非営利主義の住宅は、公営即ち 、岡家 ・

公共圏謹、特に市営のもの 、腫主の粧替のもの、各種組合によるもの' > 3 つに大別する事

が出来る。現在我聞は勿論、世界各闘が色々な円的に向って公営住宅を建設してゐる。上

越の英閣の新住宅法に主主〈住宅政東は、補助による公営住宅の最も大規撲なものである。

従来我聞に於げる公営住宅は、その何れもが位宅供給を公共の乎に牧めゃうとするもので

は無 〈、 i仕合政策上若〈は保健政策上と云つに特殊な見地から質施してゐるものである。

従って共の一つ一つが何れも或目標に向って模範的であるにしても、 m・給を凶滑ならし

め、住宅問題を解決すると云つ? こ彪にまでは到ってゐない。そして共の多くは、経情的に

内容が整はす¥ 一般住宅供給の基準とは需し難い。今慨に公営住宅を以て 、住宅供給を公

共の乎に牧めんと企てる時は、公営の過去の経験に徴して 、又日本住宅のJj 危弱性の甚しし、

事、住宅供給は公営に泊する統一性が無〈全〈 個別的取扱を要する事等の? こめに 、その結

果は経情的に失敗に終るか、若 い!ま少〈とも現定一般に供給されてゐる営利十l:: との家賃以
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下で供給する 事は困難であら う。即ち 、公営による方法も亦特殊の場合及目的に従って緋

じられる可き政旋であって 、肢〈一般 lこ施す可きものでは無い。

非苦手ｉｪ住宅の第 Ｒ の型である雇主経営の住宅には各官艇の官会 、 ￇＺ ｾ￬ｮ 止の ｩｩＡ ｴ 宅等Ｑｊ［皐げら

れる。その全住宅教に劃する割合は僅少であるが、住宅飢緩 Fll には相官の効果を粛すーもの

である。現在Il 呼ばれてゐる第 2j 聞の初期の住宅難法 、その原因の大部分は、官脳 ・工場の

移特脆張による住宅不足に因るものであると云つでも過言でない。 この様な椋換期 iこな特

に雇主供給の住宅は重要視されなりればならないのであって 、 もしも官雌 ・工場の移特隙

ｾｬ ｾ に首って 、 共の職員の住宅供給 ｬ こ 賞事者が注意を拶 ｦ｜ って居つにならば 、現 在の住宅現 ｩ ｦｬ は

大部分綾 fl l されにであらう。然るに事賞は之に反して 、常に その持が高まってから 、慌て

〉共の封策を識す' るのであって、事前に比して其の困難は数倍に. 1....9 ，常に多大の犠牲を

忍んでゐる。欧扮! 大戦嘗時、軍需工場勢働脊へ公営位宅を提供し? こ様なのも、この例に洩

れない。現在Yr.指針|闘に於げる各者11mの住宅難も 、之と軌をーにするも のであって 、 これは

首商の問題に限らす¥ 常 に 後から講す・る代りに 、是非前以て同時に計差す可きである。道

官っ て関下の住宅難に廃する 1i 東と して は、先づよじ藩a民しなりればならない。具輯的方

策と して、例へば工場地に於げる位宅不足には 、之 lこ備へて汲め事業主にW" . J して工場百十聾

と同時に、或程度の職工住宅の計壷を勧告し、事業主をしてその利袋を納得せしめ、 一方

之が奨劫策として 、公 訴の減免 、 減償償却短期是認の特別取抜ｾ話す等も一策であらう。

この最後の建物の減償償却の特別取扱は、 その週間如何に依って 、極めて硝足な結果を粛

すもので ある。現夜間策線上に沼」、事業の他の部I"j Iこ渉ってこれが試みられつ〉あるのに

徴しでも、 その成果 D確貨である事を知る事が出来る。而も有Ii助の如き積極的負婚を他に

かけるものでなく、賞事者をして依頼心を起きしめ令に飽まで自力に依って困滑に供給を

講さしあ、向将来に向って主主々事業の竪賞味ｾ士曾すものとして極めて無 ｽｽｉｬ のな い方法であ

る。

腫主供給 iこか〉る住宅には、その反商或は束縛せられ? こる 家屋市IJ 度 (tied house  syslem)  

とか、温情主義の高 ｌｭ とか、種々の弊害が無いでもないが、之が油首なｦｊｉ ニ ｭ は共 ｾｦｬ ｴ 馳を緩

和 し、少 くと も部分的な住宅難醸成の原因を減少せしめるに役立つであらう。

非皆利住宅の今一つの型である各種組合による住宅供給l主、従来の如き住宅組合、産業

組合の手になるのでは、到底一般的な需要を制す事は出来ない。之を一歩進めて、今少し

大規模な組合を組織せしめ、 ｦｙｾ へば現下に於ける軍需工 業者の 組合の如きが成立して、之

が住宅供給を行へば効果的であるが、それには利害得失がなかなか一致 す る 事 な し そ の

賀行は困難であらう。

最後に替利住宅の指導改善がある。上に述べ fこ色々の方法が、夫々利製占と特色有るに拘

らす｜営利住宅がその数に於て ｬ 区間的に多数で有る事は、その弊害は ｾ ｊ 論認め るとして、
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何か正賞付げられる理 [1] が有る可きである。住宅難の原因が、需要に1討する供給の不足に

在るとすれば、替利主義 J ) 位宅経，詮は無下に之を排斥するわりには行かなし、。そこで共の

指導改善が住宅政東の採る可き最良の方法であると考へられる。それには 1・つの i切な椋li 終

的、模範的なものを作る事が近道でゐる。谷障の公器住宅は 、何れもそれを目標に建設さ

れてゐるに拘 ら今、 その効果が現れない、D は、低設の様につまる底経術的に蹴陥があるに

めである。佐宅 の経皆Ｈま 他 の企業に比して多大の資本と 、 その同時に多くの年月ｾ要する

ものであるに拘らす¥従来の借家企業が、個々の蒋命の短い/ ) 、資本家の手に全〈無統jl iIJに

委ねられてゐる事法ｉＱｊｪに不合図であって 、 ｾｊｾ 所ーにあらゆる弊害の ｩｊ ｦ， ｬ が千ｹＮ Ｂ ｻｴＮＺ するのである。

従って或る統制下に資本を寄せ集めて、長期間に織縦して i-t宅供給きなさ L める事力; ; . } 5へ

られる。 これには株式合祉の設立が最も合別的である。

先づ住宅供給を公営にするか、和、替に寸るかの中 ｉｉ ｜ｊとして 、 斗三官 ｦ Ｍｪ三 Ｑｾ の ｦ［ Ｇ￬Ｂ ￭ ｩｌｬの設立がゴラ

へられる。地方的な災害叉は今回の如き医| 家的な問題に彪する需には 、 この方法が最も i曲

してゐる。然し住宅経営は地方的に特3 があり 、 J  J 白方と品目ーもそれが占める土地の捌係で

統一性は極めて簿坊である。従って、此ＱＩ雑多な要求に臨じて行＼Ｑこめには、大規模な 三 ｉ ｾ

官学民の如き合枇 J n止に頼る事 l立、極々の弊容を f' ドi 、'I : T ! ーがある。即ち、之を中心に、地方

的な合祉の設立が望ましい。然し乍ら住宅政策 l立、その供拾を闘滑ならしめる Z哀を以て足

れりとするのではなく、或る 政液に 11馴ぶして、その質をも向上せしめなりればならない。

従って徐り数多〈の合枇の設立は 、j去均却2司市f J つて政足京! _卜

こ の様 ｔなよ理理 Ｎ 由から、 ｩ 民の設 ｩｅ は免許［Ｑｩ Ｑｊ とし 、 その資本金 、 並に般に或るｩｉｩ ｬｊ ｬ 立 ｾｾＩ ｊｉｉ へ 、 事訟

の内容は蹴J震なる監督下に置かなりればならなし 、。向ほ事業の性質J て、多大の資本を目1 I 定

し、利主主率も他の事業に比して 湾 Ｕ ｾ 容を望み得ない。その結果は資本の集楽を囚ｗＺ ｦｴ ならしめ

る。之を有I¥; 、? こめには 、合祉の資本金以外に政府の低利資金の交 f J e か、/Iit 伎の普通法人

以上の夜行を認める必要があり 、叉事誌を図滑に遂行せしめるにめには 、土地牧別並にm

盆に闘する或程度の憾阪を興へ、Ji it 重な監' 皆の反師 l二、 目的達成のにめには充分な保訟を

加へ る必要があるのこの搬な迎rll から、普通の合ntb法に依らす¥ 例へば銀行業 ・保険業 ・

無設業等に於りるが如き特別法の11河:，j ! が望まーしい。. 住宅合制; 法の必要は之に他ならない。

既にこの法案は、大正 JO年の議命に J-.挺され?こ事があるが、如何なる課カ叶三にその賞現を

見るに到らない。

以下住宅合祉法が ｉｉｾｊ Ｚ之され＿ことして 、 斯うし＿こ特別法下にある主 ＱＺ 宅令祉が 、 住宅政策上

如伺なる結果を粛すかを、常識的に考へて見ゃう。

先つ' 株主出資 iこか、る資本金以外の資金を特別の保謎下に集め 得る事は 、利潤能力の低

い昧 知 的1¥って 、株式の募集を容易ならしめ、その設立は至極容易であらう。扱て設立さ

れ? こ合祉の提供する住宅は、そのm肢の大きい事による利則によって、使秀な人的配置が

可能である。事務的に、技術的に優秀な組織下に生れる住宅は、その質に於て、叉; 忠則に
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於て 、在来の伽l人的なものと比べて優れてゐる事は論: t 倹 fこない。供給者の良質は 、供給

される住宅そしてあらゆる公主主的な政策に 111員総せしめる事が容易であり 、斯うして生れに

住 宅粧J蒼がその質に於て 、又jJj); fHの合理的な事に於て 、在米一般に供給されてゐるものへ

の範ぞ示すであら う事は容易に漁かれる。 I! fJち 、公営住宅の有する利黙は 、殆ど之を? 渦す

事力 f可能である。

又全般的な正確な 前 途への見通しは 、 その需要供給の閥係 ｾＱｾ 長女 ｜｜ せしめ 、 之 ｬ こ針漉せし

める事が出司句。少 くと も現在味ひっ' > 1' ' I る様な 、職工住宅の不足は 、之を徒に箇々の企

業家へ補幼する如き煩を? とら す¥ 又工場主の全〈白夜i ' J"J iま授手/1東にのみ頼る事な し 事前J

に供給の図 ｪ 骨全期する事が出来る。而も雇主提供にか〉る住宅の ｊ 決結ｾである束縛は除かれ

住宅供給に闘する限り に於ては、充分効果的であり得る。

又諸種の組合出¥J l1t に於ける住宅供給は 、之を? 全〈包含して遂行せしめる事が出来る。

即 ち、現在行はれてゐる非営利主義住宅の利払は 、 その大部分を之によって 、設姉せし

める事が出来る。

最後に現ｻ主供恰されてゐる営利主義住宅との闘係について ｪｾ へて見ゃう。この合批の供

給 にか〉るものと 、在来のものとは 、共の何れもが営・平りを目的とする経情的立脚駄 に立; っ

てゐる。従って在来の公営 ・非営利主義のものに封する M討! 系とは異り 、閉すのf 1 i 立は何勾:

支障を来すものではない。宅事ろ屡々述べ＿二女日〈 、 住宅令 ｩ｜ ￍＮ上姥 ｦｾｴ のものは 、 その質に於て 、

叉経営の合ｬｉｕ Ｎ 的な黙に於て 、 一般的に基純を垂れる事となり 、 貸借関係の闘滑 、 利 ｭｾ ｊＩ 安

定は一般企業家を利し 、)1国5たその方針にならはしめ、こ〉にどEぅ! ( の住宅経営による弊害 lま

除々 に改められるであらう。これは現在竪賓な土地建物制止力 Z一般経畿の中に混じて 、住

宅の経替をして 、相官の効果を挙げてゐる事に徴しでも明である。

扱て、 住宅合祉によって供給される家は 、以上の様な 利潤の正賞化、経営の合; 型化によ

れ勢ひ家賃の低舗を可能ならしめ 、 その結果: ま在来の住宅供給を座迫し、従ってその供

給を減少せしめ、反って家賃の騰貴を促す事となると云ふ懸念があるであらう。英闘の新

住宅法による住宅政策さへ、之を調占的に供給する事が出来なかっ?このであるから 、合 I¥)l

が住宅供給を一手 に 牧める事は ｬ 北京子 、 その併立法詰Ｍ然 ｊＩｾＺ で‘あって 、 従って ｦ｛ｲＮ Ｉ 人供給を

腿迫すれば、需要l曾に封する供給不足を来? こし、如ト. の結果を J思す事は-D広告ftかれる。然

し正確な経;埋の下に質織される家賃は、現行のものに比して 、首然低額とはなるが、共の

在耳石襟準 D ものとの差は 、一般に想像される程 1) 1 ; : しいものではない。叉令i¥ii: 供給の住宅が

在来のものそのま〉を踏襲するを以て足れりとするので無し保健・街生 ・防火等山積す

る諸問題の改善を 、 1つからでも賀行に移寸ならば、花来の家賃より安i貨な住宅の提i J I ，:は

それ程容易な業でない事がわかる。即ち 、家賃はより安〈 、質のより普いと云ふ 2 見は 、

同時に求める事は困難である。原則 として粧が'i 的に成立する事を必要4条件色してゐるので

あるから 、 もしも之を ｾ ［ ｫ め得 ｦ こ とするならば 、 誠に宰な事でーあって 、 その一般住宅 ｉｩ 相互に
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及ぼす影響は極めて良好であらう 。

合枇供給にか〉る もの t 、在来のものとの存在の附係は 、1合も金融界に於ける銀行 と、

個 人 経 営 の そ れの 様 に、 合枇は一つの指導的立場に在って 、互 に そ の 足 ら ぎ る 践 を 制 ひ 、

住 宅 問 題 の 改 善 に 資 す る 虞 が 大 きい ものと考へ られる。

×  ×  

以 上 事 鐙 下 に 現 れ る 住 宅 維 の諸 i刊に つ い て 附 設 し 、j乙が制策として 、一部 に は 雇 主 供 給

にか〉る非営 利 住 宅 供 給 の 必 要 を 述 べ 、 根 本 的 樹 液 と し て は、住 宅 合 枇 法 の 11i1J 定をイ尖って

特定の替利合百止の 設 立 の 必要 を述 べ fこ。然し住宅は土地を肉11. れて存在する物でなく 、tt 宅

政策を論争るには、土地に闘する所得権J l i IJ 度 ・ 金 融 制 度 を 始 め 之 に纏 は る 諸 師 の問 題 を 究

明しなければならない。本稿では 徒 に 断漠なものになる事 ｾｴ ｊＭｬれて 、こ れ等の重要な事項

に一 切閥 ti ない事 にし? こ。 読者の御諒承を得れば幸である。

本稿ｾ草するに蛍って、 英閣の戦後の住宅政策 、 及び住宅供給方法の分類に闘しでは 、

故 法 墜 博 士 閥一氏 の 名著 「 住 宅 問 題 土 都rti 計主主」に負ふ l引が多かつに。記して感謝の7dE7

表 す る 次 第 で あ る 。 ( 昭 和 14年 5 月14 日〉

後 言己

本稿校正中 5 月20 日の大阪朝日新聞紙;ま、厚生 別資金の融illi0はかる由でめる。

省の聖書策o報じ7こ。 RPち現在の敬服産業地神の伎 J' ! I l ち本文で漣ベ7二針策と極めて似遁っす: 功力: 百十

宅難は、生産カ披充割程昔話E行支障となり 、深刻な 衛されてゐるが、営局が焦眉の問題に彪するに泡;

社合問題を毅生せ しめてゐるが、之が角ヰ決には、 なる; 矯 l入手1，後押IJ 主義の第 2型にカ b 主事¥或 (l

小住宅20前戸、 200人i枝容のアパ ート1 . 500械を' 要 公後 ・稲iりJ を目標に進む誌は室長箆・りないとして 、

すと し、差蛍り本 14年度では、金図 lこ小住宅 4 前 線本針策でみる轡別合拡散" ) ( 指導に封寸る考慮全

戸、アパート ( 約200名牧容) 300棟建設の計宮古を 遜らせるならば、? 苫前の住宅難は一線総和される

報じてゐる。 又住宅建築の資際機測として、中央 としてい将司王に向って叉種々の弊害の源 o作る

に同 i悶舎を 中心にしれ大国策合社設立の計笛がめ でめらう。旦ｉｬち之等 Ａｩ 史 ｬ 仮産省主力 ｾ ｊＡ 矧ミ営然巡 Ｑ 慢する

り、戒は 2. 3有力合祉と地方自治図憾の共同出資 でめらう洗i併J ti Jには、1旗揚と共に住居o失ム多く

になる住宅曾 社設立の ｾｂ 宅Ｉｬ �［ 報ぜられてゐる ｯ 向 の労働者 fflHし、こ〉に又重大なる置土台r問題の授

営局は生産買史師自の鍛張に 主主しでは、労務者住宅の 生する司王は火 o見るより切でめる。叉公潜 ・柿j切

併置ーを勧奨し、自治憾と協力して住宅総解決に常 の政策l工、全般的に徹底せしめる: { j i - は困難でゐり

らしめ、接合によっては、総動員法自?をまi WJ して、 カへって Ｍｈ 生後利ＨＧｴ宅 ｦｦ 医迫して 、再 び住宅員 Ｈ ｾを

伎宅併置を強制する方針でめると報じてゐる o 1[  ｾ主成せしめる快がめる。この際少くとも 同 時に倍

に自治怪の主主僚におしては、家屋杭の減免、扱失 別合iitl の設立につき 、根本的な方策の樹立を? 望ん

稀i賞等を考慮し、住宅建築に要 する i I ( 用は極力f民 で止まぬ次第でめる。〈昭利 ＱＴ ｾ ｆＭ 5  )j 21 8  )  
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第 一 回 防 護 室 寅 験 報 告

大 阪 市 建 築 科 令

/青 原

目古 原

原

大

潔

郎

郎大 菩 j 1、

ま へ が き

大阪市役所の建築技術者を総括する大阪市建築科舎は、合員相互の技術的向上と市民への建築知

識の普及 ｈｾＧ 目的として 、 今日まで建築に関係める各種の研究、質検等に開奥してＪＢＺが 、 この

賞験もその中の l つでめる。

内務省では金図の重要都市に補助金を交附して、防議室の寄生徒を' 焚働しつつあ 1) 、大阪市に於

ても者キその3配地合念; ぎつつめるが、新しい設備でめる潟 lこ、設計の基礎となるべき資料に乏し

い多〈の疑駄を持つれ倹設計ぞ主主めなげればならな い賀状である。

この賞験が防議室百十設のー資料 ともなり得れば幸でめる 。( 新名種夫〉

I  賓駿の目的及賓駿方法の概要

本賓 ｌｾｦｾ は 、 防謎常設計に必要なる参考資ｾＢｩを雄んが需に大阪市役所建ｾｾ利併が計 ・ 翻せる

ｊ ｬＧ￭Ｚ 質 蛾 Ｊ の ｾ ￧ 一 間賞験にして 、 昭和十四年三月十七日、￯ｉｔ立高等ｾムＭ皐校 ｊ 血附従事前議 ｓ 誌

を供試安として行lまれにものである。

質E合計哲f に依れば、此間賞験は 、昭和十四年度中更に数回に五って宜行される筈である

が 、共目的とする所は 、主として防護室の祭給i状態、諸積街生保件等に閲する訓脊で・ある。

本質験の賓験方法の原玉虫は、通常の銭筋コンクリ { ト浩地下宣伝開 口部周閣の間隙に 、簡

単なる目貼りをなす程度ーの装備下に 、或は全〈自然の他のRk態下に 、i芸風機に依って持続

的に宮内に或る設の空気を導入し 、此t . t に上J Iーする 室内気墜に f: i-;: つて宗監各1m隙より外部

に向ってF質問する宰策が、宣告. を取巻〈護煙筒 の白煙の室内侵入を 、 どの程度まで防止し得

るものなるかを験し 、 叉 ｩ 芸風ｾ中止し＿こる場合の自慢 ｪ の浸入 ｩｬＩｾ 態金制ち ｩ そして、無数備鍋筋

コンク リー ト隔壁の策特i程度、及びJt の間隙の最もぜ1" り勝な位置及共性質の一端を覗はん

とするものである。

従って本質験は 、 今後本俗的に改装 Ｓ れ＿こる防護 主 主の防護機能を、現時装備 ｩｬＩｾ 態の場合に

比較する際の一法準を興へることとなり 、同時に今後行はるべき貰臓の賀行口十剤、測定方

法の j1: 案共他の需の参均質脆でもある。

E  供試室・賓騒幾置及測定器具

供試室は床間積］ 約 ｉｏｏｭ ｾ 集 積 = 約 300m丹
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共7f三面及四方の壁

i百は第一闘乃至第

三岡の通りである

第一間平高岡に

於て

A : 送 風 接 置

〈第四闘参照〉

% 馬力選風機及弛

馬力選風機よりの

j芸風を 、各分枝筒

を通じ長ｾ約 Ｒｭ

僅29cmの車鉛蝕鍛

板製風筒に合流せ

しめ、風筒端ｾ供

試安に導い ?こ。 単

位時間に つ いての

⑤ 

亮 i 圃 i穴i l t 平面図

「了÷ ア寸

。れ

忌昌Z 主= 冨= た- 五

平均答集導入量 Qは、端部に近き風筒内部悶筒中心軸上に取付 けに ピラム風速計による数

回の風速測定値の平均よれ次式に従って概算し約 8. 8m
3
/ mi n. を得1: 。

Q  =  0.93π r
2
y  

こ で訟に

r  = 風 筒 牛 僅 = O. 145m 

y  = 閥 筒 中 心 軸 上 の 平 均 風 速 = 144m/min.  

0. 93 =  Heati ng.  Venti lating &  Air Condi ti oni ng by Harding  &  Wi l l ard に依る係数

B  :  7K椛 U期間管i放路計

笹口 口 の一端を宗外安気に 、他 端を ＿宇 内 ＵＡＺＮ 策に接せしめ 、 雨管ｾ水平商に ｾｴ し ＴＵ
Ｐ に削げ

にる平曲 ｩＮｉ て ｬ こ置い＿こ場合の ￯ｩｬｾ 骨内水筒の南 ｩ 差 ｮ 市 ｭＮｾ 、 この千両のスケー ;t.に 依って読

み、次式に依ってこれを水銀粧の高さ Hm.m. に換算し? こ。

m. m.  m・m・ 1 1  !  

ｾ＠ - - _ .‘ 一 一 一 一 一

一 一 一 八 十 一日 H パ〆 2 13.6 . . . .  19 

C. D. L  ｾ＠ G. H. K  :  ｾｩ 熱ｊ［ｪＨ怨目安計

げ : アネロイド の自記策医計

1. J  :  張煙筒

使用殻壇筒は、第一問、第三国賞験共夫々、眼光枇製白色護煙筒甲 l 披 l 本、叩 2蹴 4

V I 2 2  



本 、甲 3競 4 本 、総色護母H市巾 2蹴 3本である。雨間共時芸I j 到 来 U 司時に I 思liに白巾 l 蹴

l 本 、 1  !駄に白巾 2 披 2 -1.:を Eh11火、.J ｾ￭ 支は質 検 Ｇ ｉｪ 随時時郊の珪開問に貼火しつ 〉外 ｴ ，｜ よ

りこれを エリヤ 中に投入し fこ。 第 2 園 供 試 室 展 開 園

級色護 煙 筒は 煙の護 色 ｾ ((t'(: 明

なら しめる需の趣 向である 。納

エ リヤ 中になるべ〈 長 時1m煙を

停 滞せ しめる様、 エ リヤのJ -. 令11

はヅツ ク製天幕を以て iほ』、 Tこ。

この被援は同時に戸外よりの山;

援の風廊を綬不11 することにもな

る。

納 円貼り には昭和l化 工株式令

市 ＱＺ 製 ｾＩｪ 益問 貼ｮｊ 昭和テ ー プ乙糊

付 を使用 しに。 日貼は川入 口及

内外窓周百の窓枠と窓建具、窓

サ ッ シ と 板 ガ ラ ス ，H.'，入 口_1-.ー下

杭 、 Ａ ｩ 吾作とた ｾ 具 、 及建只ーの召し

合せ等の隙1:日を選ぐ程度ーに J I: め

に。 fn.し天井換気孔 、共他 'f. f，t

にイf. k す る!日 j全 トーの開孔はあら

かじめ問ョ;宅しである。

面 責駿の進行順序

友諸測定値

ｨ郊 ￭ ｾ Ｍ

了f後灸 Ｇ ｛ Ｚパ Ｚ￭ 後 ｴ麦交ｾ Ｍ .[1時寺JI五H任: 十3五五河壬:介

j送之芸釘:訂!風氏問k始f台i ，三時イ. ] 1: 介

護側 ￭［ｾｪＧＡＩＮ 点火、二時三 ー ト

ｆ 分 ｪ 芸風作 ＱＱ Ｚ ， ご Ｑｉ• Ｇ ｦ Ｎ :: 

・ Ｑ Ｍ｝ＱＮ 分総了。 ｊｾｬｩ ｜ｬ Ｓ 分

ｬｩＺＱ 目的の恥純金介 ｬｩ 品 ｬ に ｾ

内外既速のれ矧i( こ於て

筑 ｉｱＧｾ JAit;; t度ーを iJ[l l'心、ｕｾ＠

- Ｎ ＺＱえＩ ｾ 'JI!:i¥竺 主主の如き

ｾｎ Ｍ ，以 ーを件 ＱＺ Ｐ 1i向質験n:l

J[ 

d

H

1
』

a.

n
口N

円

u
M

苛

l

 

ｾ会主 主 ｾ Ｎ

困 問

史

註主主主: : : 1. . 0

;.(; 3 悶
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始後の在室者は測定者 をカ11へ、瓦斯マス クを 第 l 表 質験中の外気泡主号、皮及卒均風速

被1) ｲ こる者Ｎ然らｾるもの 合 計 ＴＰ 名 であっ＿こ 。

第三国賓験は目貼引徐去後、午後 3 時進 風

開始、 3 時 4 分喪煙筒黙火、 3 時 10分 j芸風を

停止しに。貰験中の在室者は 19名で あ る。此

回は第四表の如き測定を行つに。

P. M.  

1.55  

2. 05 

2. !5 

2. 25 

2. 35 

卒均

第 2 表 質験中/ 室内各所 ノ泡汲皮

D. B. T.  
。c

W. B. T.  
。c

H  G  F  E  D  H  G  F  E  D  

し25 13. 0 13. 2  12.5 13.2 14.0 10. 8 IU.6 10.2 10.7 11. 0  

f主主風開始つ
-・・・・ー.

_. ..... ..ー司・ 4・・... ..... ....... ー......
-・・・・・ー ーー -・・・ー・. .. . ..... ー

55 13. 8 13. 2  13.2 13.2  14. 2  11. 4  10. 5  11. 0  10.5 11. 6  

58114.0 
J〆'  

13. 3  13.5 
会

11.5 10. 6 11.2 11. 0  

"  

2. 01  14.1 
?  

14. 4  11. 6  
多

J〆'  ?  ?  

0. 4 14.2 13. 0 
? ふ ?  

11. 7  
多

11.3 
4会

11.7 

0. 7 ?  ?  
13. 5114.0  14.3 11. 5  

?  
11.2 

?  
!  1. 8  

10114.3 13.2 
多

13.8 14. 2  
4多

10. 8  ?
 ?  

11. 6  

( 後燈〉 13114.2 

"  

d忌

14.0 
4与 4与

10. 9 
4与 多

I I.5 

16114.3  
?  ?  4与 4与

11. 4  
会 ?  4与 ?  

19114.2 
d与 ?  ?  

14. 3  11.5 
?  ?  4会

11. 6  

22 14.3 13. 3  ?
 4会 4各

11. 8  
多 4与 4与

11.5 

(話主風停止)25 14. 0  13. 5  ?
 d与

14.2 
多

11. 0:  11. 3  
4各

11. 6  

28 14.1 
d忌

13.7 
?  ?  11.5 

?  多 会 4会

31114:2 13. 6 13. 8  
?  

14. 3  11. 4  10.9 
d与 4与 ?  

34114.3  
4与

13.9 
4会 多

11. 7  11. 0:11. 4  
?  多

D. B. T.  W. B. T R. H. 風速

Oc  。c
ぅ4

9. 5 5. 0 50 西風卒均

10. 0 7. 0 65 

8.3m/sec. 1  

10. 3 7. 2 63 

10. 3 7. 0 60 

気懸

10. 0 6. 0 53 
762m.m.  

10. 0 6. 3 58 
- 763m.m.  

R. H.  Y. 卒 均

H  

57L011工73 

止|旦
D. B.T .  W.B.T.  R. H.  

74  711  67 13.2 10.7 71 

...ーー ー...ー .ー.. ー...- .....- .. .. .. ‘ ・. ーーー・. .. . .. . ，・ー・ー・ーー

7- 3  70 74 70 71 13.5 11. 0  71 

多 "
る る

。 13.6 11. 2  4ι  

? I  ?  
?  1  69 。 13. 8 ?  

"  

721  72  761  ?  701 ?  ?  多

71/ "  
?1 67 731 ?  ?  4会

701  73 741  69 
多 4忌 4β  

4会

4忌

"  

?  
67 71 

4会

4与 ?  

-- -- ..  -・・ー...

ｾ ｬ＠ ?  多 多

70 
4与 ?  多

71/ ?  " 多 71 
?  多 4与

75 721  "  
?  

70 13.9 11. 3  4会

76 
?  

72 13.8 ?  72 

70 ρ  731  ?  711 13.9 多 70 

?I ?  多 ?

?  I  14. 1  11.2 
4会

?I ?  4与 4与 ?  I  14.0 ?  多

第 3表 質験中ノ室内 ( 平均〉室外 C I・ライエクヤ 〉ノ泡S感度比較及微盤言十ノ 示セ，r.. A乱堅議

室 内 M . r!l 室 外 M . 淑 室内外 室 内 外 / 泉 1M差

D. B.T ."c  W.B.T .cc  R. H.Y. D.B.T.  Oc  W. B. T. oc  R. H.Y. 況度義 測 定 値 勢 水銀柱 =換 算

P. M.  1.25  13. 2  10. 7  71 9. 6 7. 0 69  3.6  十 3. 0 +  0. 158 

〈送風開始〉
_._.- ー・4・ー・. -・ー・・・・・ ー・ . ..・・.......

- ・ーー ・. ・a ・.....‘ .. .. ..ー ー・・ ， 

1.55  13. 5  11. 0  71 9. 8  7. 0  68 3. 7  - 3.0 - 0. 158 

58 13. 6  11. 2  会 ?  ?  67  3.8 - 4. 0 - 0. 213 

2.01 13. 8  ?  ?  9.9  7.1 68 3.9 - 5. 0 - 0. 263 

02 4忌 4与 ?  ?  4与 ?  4島 - 5. 0 - 0. 263  

07 d与 ?  多 10. 0 4与 (; 6  3.8 - 5. 0  - 0. 263 

10 4易 4会 4島 ?  7. 2  67 ?  - 5. 0 - 0. 263 

， 

( 習を燈〉 13 4与 4与 ?  多 7. 5 70 多 - 5. 6  - 0.292  
.... 

16 

"  

?  4与 12. 6 8. 0 52  1. 2  - 6.0 - 0. 316 

19 
4島 ?  4与 12. 8 9. 0  60 1. 0  - 6. 4 - 0. 347 

22 13.9 11. 3  
4与

12. 0  
〆， 

65 1. 9  - 7. 0  - 0. 369 

( 君主風停止) 25 13.8  多 72 11. 0  8. 3 69  2. 8  - 7. 0  - 0. 369 

28 13. Cj d易 70 4多 8. 1 71 2.9  十 0. 5 +  0. 263 

31 14. 1  11.2 ?  

"  

8. 0 63 3.0 +  0. 5 ト 0. 263

34 14.0 

"  

4与 10.6 7. 8 65 3.4  十 1. 0  1  +  0. 526 

一 一 一 一
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挙測 定 値 : Ｗ｝Ｈ 柱 ｕ 字 ｐｊＧ ＮＺＮ Ｔｓ Ｐ Ｏ 傾斜ヲアタへ室内外泉 ｾ差 ］ヨ ル 丙 Ｇ｛ＺＧＨＧＯＷ｝Ｈ柱 応義 ヲ ＿ 側首 ｚ セ リ

但 シ+ ノ、室 内糸! 墜く京外主主座、 ー ハ室 内糸怒 >室 外 泉時

第 4 表 質 験 中 ノ 室 内 外 混 汲 皮

一

一

〆

-

-

一

則

一

民

日

目

引

一

E

l
d
l
i

l

i

-

-
-

一

混

一

T

一

リ

パ

一

一

n

D

一

z

d

r

E

一
手

十l

l

一

一

T

一

ρ

J

一

外

一

B

一

一

一

D

一

一

組

o
c

一

一

外

一

J

G

O

一

内

装

一

2

3

2

0

0

l

一

室

皮

一

一

〉

一

メ

一

一

ん

一

リ

一

比

一

“

“

ト

日M

m

A

…

ω
ω

エ

τ

f

l

i

-

-ト

|

l

i

r

i

-

-

一

刊

一F

一
2

1
l

u

G

7

7

J

一

r

一

B

一

7

7

7

7

9

8

一

工

一

W

一

一
例

弓

引

川

口九

げ

一

室

一

山

一

I

l

l

l

一

一

%

一

一

的

一

礼

一

日

ω

-
ω
ω

-
U

U

一
件

一中

T

i

-

-

一

色

一

工

一

5

0

n

J

0

0

0

一

、
y

一
R
u

-

O

J

n

U

O

J

n

u

H

n

u

n

u

一

糸

一

以

一

J

I

l

l

-

内

一
1

・

一

5

7

.

8

一

O

室

一

丘

一

ロ

ロ

ロ

ロ

一

ロ

リ

-

D

一

所

一
)

∞

白

川

町

的

ロ

日

第

¥

一

関
3

〉

祉

¥

間

一
風

児

踊

曜

日間

γ

一
途

刊

崎

郡

皿 賓 駿 経 過 及 考 察

(  1  )  表示の如〈、質l般の全経過を通じ 、 B 駄に於げる i殺rn計の示すj芸風前の常内筑肢

は宝 外 気監 に比し て 相ｻ 尽 く、 ［ Ｒ Ｓ 風後は ｦｩＧ ｩ ｲＺ Ｇ Ｚ￯ かつ ＿ こ ｯｩ 主内 気践が 或値までＧ ＭＧ ｾ 日Ｎ し 、 ｓｻ ｋｉ ， ｴｈｮＡ 掠

よ り逸出す る杢気主力 2導入空気ー世に等- し くなっ?こ際 には需I " J気聞は一定 となる 。測 定値に

依 れば、供試宝はj芸風後30分即j芸風停ll: ｬｬｬ ｪ ｊｦ ｪ に於ても 、 未 ＱＭＧ ｪ 析 の 如き手作 Ａￎｉ こ注し ＿ こ Ｚ［ ｊｾ を示

さないが、共完王座上昇は最ノたで水銀柱 0. 4m，m. に主主してはゐな い。賓際は不平均 に分布 さ

るべき宝内各部の策医平均 を、 B 鈷の如き特殊ー-ケ所の測 定イ抗告? 以て律するこ とは不可 能

であ る。 然 しこれ らの訓IJ 定他から推測IJ ts れる平術後の安内気回5千均 上昇も 、恐 ら 〈水銀位

l m. m. を越えな いで あら う。叉例へ完王座_I -.f l- 1  m. m. に達し 7ことしても 、ボイル ・ゲー ルサ

ッ クの定律Ｚ及此度の質 臆 測 屯 伯 より計算される ｾ ｉ ［ 際の宅内主 主 ｴ の 檎 ｦ ｩＺＺ は 、 Ｅ ユ ｊｾ 方米に出し

てゐなし、。指し宅壁が完 全 ｬ こ 策 特である なら ば 、 最初 の 等［内外 の気 慨を共に 一 気 ｬｬｖｾ 、 ｩ 全 ｲｬＧ

のあらゆる温度捷化及

jさ) 武能率の手伝内魅 力 k

丹による ｩ 成 少を 力 ｜ ｾ ｩｦｊ ￳ し

?こ場合、此| 司のj芸風4i: :

に依 る一分1111の利用 ". ・

芥iili 度は

第 4 j;Jj 

8. 8  

一一一 ｸ ＷＶ つ ｾ 22.  3m. m 

300  

である 。然しよ主宰に依

つで も ｾｽ ， ｬｬ ｴ 制 ＱＱ 燃 の ヂメ

ン シ ヨ ン ｊ ｾ 他 を ｬ ｬ ｸ ｾ よし

得 なりれば、fibia式'-'(その

ｒＺ 隙を定 ｾ Ｚ［［Ｚ fl "j にぷ める
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ことはIH司Eないであらう。

然し乍ら l比度の測 定値は 、今後此粧賞般を根付ゃ うとす る場合、測 定計昔( _卜_i! t -r : 有意義

な 目 安ｾ得 ＿こ こ ｴ となり 、 叉 今 後 此 釜 石 ＿ 防 説室 と し て 完全 に 改援 しに 場合 ｢ こ於げる 同 ｎｬ 笠

!時ifil J定値 と 比較 するに、 興味 ある基準となし得 るもので あ る。

禍第二回宜験の際即目貼除去後の送風に1k る室内策底上昇は 、第ー ・問の場合 に比し明 ら

か に少いことが認め られ、 これに依つで も目貼効果の有効性の程度が推定 される。然 しJlt

回の微睦計 測 定値 は、多少正確を歓 〈故公表 を避 t1-rこ。

(  2  )  上 症の如 〈、 j芸風に依るき長内気1 mの上昇は極めて微少なものであり 、叉ドライエ

リヤ中 の白煙 は mに述べ ?こ様 に通常の煙幕等の場合 に比 し側めて濃厚なるものでゐつ Tこに

闘ら 今、j金風中 ;立 目撃 し 得 る程度の白煙じり安内浸入は全くな い。新し: 叫お宝が吏に筑符限

度の高志場合ならば 、 更 に ノ ｪ 、 ｾ ｲｦｴ の治風に ｈ くってもさ室 内 気回旦 Ｑ Ｍ ｟ ｦｉＭは願寺ぎなるべく 、 此ブ ｊ 法に

依 る自由 浸入の防止は 、極め て容易なこ とが推 測 される。

今此方法を採用せんとする場合、若し' - # . 外安気が東京市 に於げる j f験 結 果 lこ見る如〈 、

高所ーまで又腕純固 に瓦 j切に( f ( って汚染されるものと見倣すべきであるならば、保内部入決

筑の接取及洗縦方法力;重要なる 問題となり得る。 [井し新し上記の古川 、気密程度高き d辛の

必要導入 Ｒ Ｕ 熱量が極めてノ ｪ 、量で足るものならば 、 腔 ｵ 君主ｾｪｪＺ ｴ の利用の如き 、 簡単なる方法も

考慮される答と思ょ 、 。例へば内容ー立方米のボンベ に 時搾せる Ｑ Ｕ Ｐ 叙 ｬ｡ｾ のｾ策 ｬ 立 、 一分 間

2m
3

の
j
芸風を必要と す る防謎告に於ては 、

1時 間 15分 の間白煙のi愛入 を防止 し得る智:

である。 但 し此場合防護室周悶 l立東京i l'i の

質検討; 果より見るも直接外部の風間5に捜せ

しめない椋砂くとも此賓給I早! 立の防風設備

を必要と寸るであらう。

( 3 )  ill 風[ タi 1:e 同時に 、白聞は忽% 強

間以 卜. 多) l i : に引内に浸入して司(1: 。投入間

) i れま窓作とコンク リート 日，-t: ｊＩ ｬｬ ｩＱＮ Ｑ ・ ｪＢけ ￭ ［ｲ ｾ ｪ￭ 庁 、

計四日。J?) 腰羽 I;J ｉ ｖ ，ｪ ｾｊ［ が著しかつに。Ｈ第五Ｚ

ｬｩＧＭｾ ｉ 参ＡＧの ｦ 支持 ｬ 主主として窓、議 下 部Ｑｊ ｾｾＱ ，止の ｊｲ ｬｴ

十 ｪ 部分の ｉ ｴ ｜ｬ ｩ 滋より浸入する白慨が 、 股ｾｾ目

とその謀 Ａ 街の ｉｊ 制止とのＡ，ｾ川に泊」、て四方に

11汚散し、ダくし、で 1I要初日のI i ¥! 隙から辿れるも

のと枇iWJ される。第二1j:1! 向の質験の|僚には

ｾｴ Ａ￞ ｩＩ ｗ 以外 に口 貼りを除去しに向Ｉｩ Ｉｹ よりも

持しし、白煙の・浸入力 Z認められに。 ;:;f j奈の 1m

VI 2 6  
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〈、i芸風停止後は室内は室外に比して平iIj 低駆であるから、この現象は営然とも見られるが

宜際の場合風 ｊｾ 等に依って此程度Ｍ以上の室内外肱力 差を生す・べきは明かである。叉若しき伝

内外の無鹿差が全〈無い場合でも 、斯の如き間隙の存在する以上、白陸自身の摘散のみに

依つでも充分室内に浸入し得る筈である。

此度の経験より見て、完成防謎室に存在する意外な間際護見の濡 lこ、宣伝内気肱低下手段

に依る白煙導入法を採用し得ると考へん

( 4 )  室内以外の訳温t%度差は、在き訳者40名前後であっ Tこの lこ、賞肱開始前後及貰胃金量f:

行中に於て著しき鑓化を認めなかっ? こ。これは本質験中の送風換気 iこ因る所もあるであら

つ。

( 5 )  本宜 Ｍｅ 金 は既 速 の如〈今後の防護室貫一騎 ＷＩ ｬｧｾ 備貰臓である。従っ て定性的に強想し

得られる現象も量的には共数値のオ ーダーを推与とすることは革l旬、しい。従って測定準備等

にも完全を期し得られないであらうことは漁期しに所であっ ? こ。例へば宣言: 中火・に設置しに

アネロイド型無ｾ計は感度低きに過ぎて宜験中始んど 完了 ｴｾ の鎚 化を示さす ＧＱ ＱＺＱＺＮ和賞験には不

適首なるを知り、至急; ーケ所丈に徴底討を設り? こ如きである。

叉比較的容易と考へられる設煙筒よりの白煙の性質ーを或る程度迄究明して置き、貰験 :η

白煙を封策とせる時の結果ーから、民の諸種毒五斯の場合の結果を更に明確に推定すること

が出来れば、一層有意義であらうと思ふ。
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底 相

何 んの無も な〈行事 づり に過ぎてゆ く美

しい筒の委にも、内からのぞげば、ナミナ

ミならぬ苦労の影が、い?こるところ に見ら

れよう。

無浩作に投げ出し?二、 一つの花を? とりあ

げて も、人工の におひは、深々 と! @; せ' られ

ょ う。

そうしに都合の街頭に 、その耐mll に'ffiーや

かに操 りひろげられに 、TJ: i々々の裂にも 、

モチロン例外はあり得ょ うもないのに。

この庖々々の諸相を 、街頭建築家の一人

としてこ〉で とり あげ、W(，岩崎をならさ' る製

阿宅の机上で分析してみせることは 、は?こ

して「筒頭を語る」よすがになる ＱｾＧ らうか

×  ×  

ポクはし、 つも 、庖を 12の方向に直別 して

い る。こ れは応の前の アキグワイ一一 開放

l変色 、 それぞれの商 I品の資れグワイ 一一級

資家からわりてみにの1: が、今日はアツサ

リ、 12の方向の 12の応を 、丁度あの『エ ト』

ーー ド ウ シ ・ト ラーーの 12の動物と なら

べてみよ うではな いか。

VI 2 8  

十 支

川 喜 田 煉 七 郎

1. パ ー - 一 一子〈ネグミなき〉

2. 時 計 九月. . ・ … 丑 t つの的主時計の削主り〉

3 洋 品 府ぃ… - 寅恨の皮は毛皮活で〉

4 小 1m物 応 ・ 卯 ＨＲＲＵｴｦ 、間紘 ､｜ｾ ¥)  

5 呉 服 ! 苫 辰( 聖堂員三三; T- IL タ 'j .，，)

6. クス リ m ・・・・己〈へピはク ?- 9 になるぞヨ〉

7.  ｾ｜ｉｾ 人了似はＱＱＮ ｽｾ ｟ ｩ Ｂ Ｇ Ｍ ｾ ｉ コく子 供正馬だ〉

8. 本 ｲＮ ｾｩ＠ -.. . . . オミ ( ヒツジは絞をた d る〉

9. パ ン 菓 子 応 ・ ・ ・ 一 巾 げ 川 j ) ｾはっきもの〉

10. 茶 j白- 一 酉 〈お茶の木ピ ニワトリ〉

11 サ カ ナ ヤ j克( i ?21カナヲク ワエ 〕

12 ステ ーシ ヨ ン の 賀 山 亥 (51i?44r 〉

2認

撚

。)1 ｾイ‘クＢシイ〉

ｾ＠
bハ

撚



|  一| 物 ば っ て 山 の 加 、 その場で気分とイツ

子 型 ・ バ ー|

|  シヨに消費してしまう。 Tごから消費を助長するよう

な刺戟や安楽さが 、い? こるところで必要。原則としてオモテをしめて 、落ちつくこと tこな

れ ユ ツク リかげられる椅子、やわらかし、( どの顔も美人に見せる〉照明 、っき首りにチ

ョ ， ロ チヨロ 音 ｾ Ｑ こてる泉水・ Ｍ ーなども必要になる。方々へ ｩ 主つ ＱＺ 気分のクサ手、ラ営つくる

椅子とテ ー フ勺レの配置 、 カウング ｾ ( パ ー〉の位置、間入口の位置、 それから外問。それ

から( これは設備ではないが) サ ーピス。 ・… - こういつにものは商品( その味、1i t'l頃、選

擦〉 と同 じ くらいに大切である。

1 ・ ノ ず

ココニ照明。名節

⑤

 

ン
」

'

寸

I

l

l

i

1

1

1

1

1

1

1

1

J
叶

1

1

1

l

l

什

ι

マ，、
J

勺

I

'

LE

1

 

.
，
 ・

ヶ

弓

t

a
『

E

-

l品|の jぷではパ ーの

カウンタ ーを? わさ' と

前 にもってき 、 こ〉

lこおのさい ?こ パ ーテ

ン弘、マダム j); ｾ、て 、

( すぐ前のわきにあ

る) 出入 口をにえす'

うか Y い、庇全髄に

祭主:;> <ばる。1- 11入 口

からチラ リと見える

パ{ の前のと ころに

スパラシイ J! 夜明装飾i

なぞしでもよろしい

出入口からの動線(

ー〉をわき' とU11げ

にところ。出入口か

らは勿論、パ ーの荷台

。

あ? こりからも 2何年( の

ま?こ気分の主主つに場

所) へフト*t をかえ

てフラリと行きやす

い こと . . ーなぞ注目

すぺし。. ... . この極

の底は( 物品販買業

でない〉辺容応、映

古舘なぞ にま ?こ似Tこ

性質をもってゐ る。
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|  一五i 商 問 合 高 〈 、 買 う 締 吋 門 叫 山 : 大

丑 型 ・ 時

一 l 部分。いりもポツポツな代り商品の選擦l二時聞をか

げ、それには特別な限もいるので、ともかくサ { ビスが特殊になる。( でこの庖のケ ース

は、客と庖員が、さしむかいでまるで料理屋のテ ープルのようで、それもわまと雌してお

いである。〉こうしに庖はまに商品の貯識も保管も陳列も特別な注意力 Zいる。

商品は陳列棚、陳列蓋は勿論、先十ウインドに代表的なものを充分に陳列して、外ｾ歩

〈津山の 人の眼をひくよう

にし、棚や華ゃまにウイン

ドから一々とり出してテイ

ネイにごらんにいれるとこ

ろに味がある。

( この庖 D ウインドはごら

んのように賓に特別の形を

してゐる。上下をつりにウ

インドの左の方に大ものを

かき' れそれからつき出し

に上のない方にユピワなぞ

をズラリとカ ーブさせて、

しかもーぱいにかさ. 9  ¥ 巧

みに矢印のように客を歩か

せる。向って右側の応頭に

は安いクサリ、パンドの類

をこれはわき' とハグカでか

き' る。 ・・・・・この極の型のう

ちに眼鏡応、寝耳材料応、

美術j苫などがはし 、る。 庖内

におちつき を輿え? こり 、サ

ーピスが特殊fごつ fこりする

鮎で前のグル ープとも多少

は共通するところあり。

V I 3 0  

2 ・時 計 庖

⑧ 

L  



|寅 丑 型 よ り 前 同 僚が安 〈 川 、一向 枇 な る o

型. 洋 品 庖 i 川 川 谷 糾力が 此2

とは限らないし、出品ときしむかいで一々ツ ベコベ買物をする省: ばカ ・り ff k もいえね。

ヒヤカ シ気分で陶Ａ日 ｊＩ 前 ［ こ立つ者もい ｾＱｾ ろうし 、 グイイチ ｲｾＧ れでも勝手に品物を ＨＱＱｾ

員にかまわす' に) いじって見? こくなる。

『ウ インド のガラスごしによ〈見ておいて 、改めて 中に はし 、る 』のが丑型の! 占煩Tごつ? こが

この出頭はそんなにカンタンではない。

商品はむしろその一部を脳内から j占頭にはみ IHす。 ・ー ・見ぜいじらせる一 .  ' f : i 与えで乎を

出させる… ー出頭で既に客と商品 lま仲よくなり、ウカウカと l占内にはいりこむ。ウインド

3 ・i半
c l  

日日 応

ジ

ゲ
7

4

J

 

4  

'-

F

E

-

-

a

L

 

聞

仁

k，

』

もこのハグカの陶品と

一緒 』こなって与与を誘ひ

こむHt 目をはTこす・

この 1)3では左側に山内

からつき/ 1 1. しfこハグカ

Ji取引j があ b右測に少し

凹んでウインドがあり

まん中に移動ウインド

( 応型ウイニィド) カ4ヒ

ヨイと立っている。容

はこの lifl に自然はし、っ

てきて見ているうちに

山内にソノマにひきこ

まれる。 fム: 内のケ戸ス

の配叫もこの誘導: f t ' r. 

手に Tこすりる。大きな

カ' ラスヵ: ウインド の装

から! ム: 頭: f t ' ゑヰめによぎ

って少しづ〉ひき州さ

れる。( 戸じまりまに

は風より〉

この型に向柴捺 ｦｾ Ｚ ［ (  

謡音機的〉電気器具lJ;

や洋服応、や高級菓子

I古なぞはいる。開放度

は 少 〈 も 泊 以 じ も の

によ ってはウ インドが

もっと 小 さ〈てよい場

合がある。

3 1  vl  



寅型で説明し? ここ とがもっとはげし〈庖頭から j苫

l  pp  mI g 小 間 物 旦 i
内へ繰返えされる。商品ももっと乎恒なものになる

ウインドもこ ち活1b:T) ほんの一郎となり 、間口三間位fごとむしろ縦型にして応刀 口を大

き〈あげ 、 こ の気 分 を 山内まで随 ｪ 骨につｾｾずる様 ［ こ努力する。

聞は小Ａ百 ｈ 勿 、 三 ドえ れ 化粧品応。回刀「ノ ｪ 、 」が小間物 、 ｲｾｾｊ が牛えれ「化」カ ｚ 化粧品

その組合せと位置に注宣されにい。出頭は右に縦型ウインドその前がｾｾえりの特憤品選。

左に化粧品の応頭資場があり 、 中央tこ雑貨のナグ出し陳列。庖内のグルリが夕 、ミとス

'

l

 

p

r

v

一

『
，
〈

J

間 物 庖4 ・4、

ノコでつなが

りグタをはか

張

。

戸

占

A

1

サ

こ

で

ど

れ

に

わ

十

ま

モ ノ J占、金 物

この他ガラス

応などにこの

器 具 応、セト

ピスできる。

る。開放度は

% 以上〈もの

ヮケン

L  

によっては l

に近い〉

tr 

1年

開抜安

直コ

VI 3 2  



出j 口がよほど険ーげ れば、ウインドで充分商『日を見

ｾｾ＠型 ・失|辰
せる事も必要亡が、 31:¥J か 41悶のJ6ーでは丑型の様に

大きくウインドをとるべきではない。山内が陪 〈イタツ テ詳のつき tこ〈い庖に必す' なる。

新興商品がさかんに 出 るようになっ? こ今日向、そうである。開放/J[ は必十% 以上( こ主に中

央のウ イ ンドはよ 〈ない)

商品はできるだけイチイチひろげて見る様な手聞をはぶいててきるた・け数多くできるだ

け短時間で見せるようにする。

それには陳

の

1

1

1

J

1

1

1

1

4

u
け

つ

1

7

1

'

フ

/

ム

ハH

H

V

問主免疫

仁麗

ろか辻
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庖服5 ・英

列蓋の陳列と

その上の盟官

なカケ陳列を

一緒 iこして縦

{I 

l白| の様な設計

に縦にとヰギを

よし、。従って

JJ j 内にいれる

がHi きあがる

ようにすると

i:? 

1た



型 ・ク ス ク 底 l
クスリ の特殊な性質がj占内には し、って から午型の

やり方をチヨット歪めに形。即ち、 ｪ 占頭 ｬ まシゴクｾ｜

担るにはいれて、安い商品がすぐ乎にふれることが必要ピが、商品を買うのに? ことえ安い

ものでもがJ 員の特別 なサ{ ピスが必要である。丑型の時計l古あ? こりと似ているがまに非な

るところもある。乎恒な f，i i品が杭んで ある ! 古頭の一文字カウング { で 、容と J占員が肱答す

るとゅう のがクス リ応の古い型fごが、こ の気分は仲々ぬげないよう j.=。

こんな応ではカウンタ{ の内側の抜張り に商品が山と積んであり、対んど整理も ゆ きと

Y いていない。この

頃の傾向主して闘の

様に接客 ｴＩｾ C客のつ

く紘) をできる 7ごり

長 〈し、 接客紋に沿

うて 商品を分難して

ならぺ 陳列査も

そのー郁 と考え る・・

・・コノやり方がとり

あげられてる。中に

は難局までその一部

と見なし難局を J占:の

先きにもって〈ると

ころもある。. .. .襲

応にはウインドは原

則! としていりJ : I j でな

し、。

交 { : !

"'(:( "'(:( 

VJ  3 4  

6 ・ク ス リ 庖

⑤

 

了ケノ

れ

ヒ

4

2

1

1

t

E

l

n

H

U

 

的

]

付



!  こ の 型 晴 人 子 供 帆 既 製 洋 帆 雑 貨 臥 オ

午型・婦人子供服庖| モ 向 、 家 具 応 な ぞ に 向 く o

要はー居開放的になっ Tこjム: 頭をできるにげにぎや

かに 、続々誘導. 的にする一方、その代表的な商品を一方の壁に応: の奥までか き' って、選擦

の効果をあげるやり方で 、 その陳列の応頭の部分がウイン ドの様になっている〈オモチヤ

なぞは雨側の壁商をこうっかつに方がよい。

卯型のセトモノ 、金物なぞも物によってはこの形式をとることもあるし、辰型の呉服! 苫

にも利用されることあり。

下の家具庖の設計岡では、左のウインドがモデルル{ ムの様につかわれている。庖頭を

あげはなってムキグシ＿こ ｬｾｪ 品に客Ｚを引きつりることもＭＧ - - の知人子供服! むと同様である。只

中央のw頭に季節向の1)、物陳列基があり 、そのうしろに帳場があって出iい商品の陳列を造

7 ・婦人子供服庖

って全底を見はっ

てるところがチヨ

ット遣って いる 。

婦 人子供服出で

は左の腕ヲ1) が年齢

別のモデノレ陳列に

なっている。こう

しに出で奈の上や

ハンガ{ に? こちょ漫

然と商品

をおく原

い 始的な方

3二 法をやっ

てること

〆・千

が相官め

るカヘこ

の手控る

な陳列主

主す! ! ?して

モデル| 旅

列や容が

安心、して

よってこ

られるケ

ー ス ( カ

ウ ン グ ー

) の部分

がやはり

し、るよう

である。

開放度は

う ｉｾ fft
o  

]!I 

U) ところ

が例のモ

デル陳列

Tごと忠へ

lまよし、。
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本型未

出

本屋になると、山内の通路は全〈道路の延長と見

なせる。本屋何でとなりからとなりへ本をあさって

歩〈と I]I Jつにむをグノレグ J レと泊ってゆく気持がする。

lfui lの! おでは "i.iL-:i をわ き' とうしろむきにして J，U頭の カウ ンタ { においている。出品は J M).. ]

にはいってはグ J レグルとでてゆ〈符をこ〉で見張っている。 wnの後( つまり出頭の中央〉

には世きウインドと均一本をあ司き、表から Ｇ［ｾｩ 員のＪｾアラワに見せす・、山内にはいる符は

Ａ白員の後から見られるから、しごくはいりよい。Ｈ表から応員が見手ても後向 ＱｾＧ から紙粧な

もの ＱｾＩ (J 在日のせなかの均一

本は五銭、十銭の安もの fごから

とられでもいに〈はない)

この型に文孔応なぞはいらぬ

こともない。間定し? こウインド

は玲んど不用。開放度 l 。

8 ・本
ド

口 ⑧ 

しジ

。p

・9

ヨナ

" 勺

'x 

*  

*  

が一

5

f

v

l

ι

l

1を

おJ - 窓

(掃r : 本塁メ時り h 叶 +J.... ち

打 一 ‘ J 鶏故市1 i IV関当
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喰いものになる t 四時は勿論早〈なる。パンなぞ

殊に洋品の様に陳列もむ十かしくな し 手間 も k ら

す¥ま? こ呉服、雑 貨、既製服なぞの様に乎にとって

色々とひやかしてみ? これ 長 いことアレコ レとょっ? こりして買うこと も少い。容は次次へ

き七チヨット見てすヤアレコ レ とナ旨きして 買ってはかえる。ポケットもの( キ ャ ラメ) J . . や

チヨコレ ート やグ リコを菓 子j占では こう I呼ぶ) のように紙の箱や袋にし、れてつんであれば

向便利である。ケ戸スはカウンタ戸を かねて15聞の近くにあり 、菓子なぞも奥にどンにつ

んでお〈より、 ｊ ｾ 頭にパンジュ ーにし、 れてならべ＿こ方が、はるかに賢れるＨ聞のＱＮ｛，Ｉ

間口がごく 11、さな パン庖なら 下闘の様にする とよい。ケ ースをウイン ドの様に高 〈して

左右にならぺ、横と 官庁に低

ン菓子底|ノ型申

いところをつくってカウン

ターの役をさせ後から附 し

てあげる ο せま いとこ ろに

降j 品が搾山はいって段' ，ir Iこ

見え割合にとり/ 1 ' ，しやすく

効果的である。

これは開放世がゆ〈なつ

にと見なされぬ。せ力 Z手:j く

なってもケ戸スはどこ迄も

⑨ 菓 子 広ン
ノず

9 ・

ケ戸ス Ｑｾ 。 その 下の ｬＺｩｬｩｬ はこ

れがてっていしTニタパコ) 山

である。道路に沿うて人々

の流れ lこ沿うて 卜. までガラ

ス張りのカウング戸力 Zあり

汗 目 」ま、チヨット! 巨{
' 勺主旬、i: つ1-

って }.v ｾ＠ 11'，す。

ｂ ｾ 誌とさまつ＿ン ξ ツトを Ｗ

rt げろと ゅう 人もあるまい

Ｈグパ コ ｉ［Ｇ ｾ を国型の茶 ｉ ， ｴ ［ 、

同l九i) グJレ戸プにいれるこ

ともできるが、

グパコは :t，;

茶 お 酒 J ) ょうじ「奥から一

々とり Hlす 」のよりも「ガ

ラスのケースじはし、ってひ

貰

〉

で

う

頭

思

し

い

』

川

、

y
』

，e

、
、

'
し

u

・

な

近

も

に

要

ン

N

w

p

ハ

す

」

か

る

や

え

，
庵

1

l

-

枝

一

一

了

閉

」
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|酉 型・ 茶

ば ｉｾ ｊ が足りる のである。

厄|

茶 J，!i .  11岡山なぞは。・・原則として存はもう RZj 品を

えらぶ必要な し 只 名前 、1日! 賀、形 、主などをいへ

この則iパン 、t( J，なぞ とまに チヨッ ト切って いる。で隙ダIJ も・・・原則として前! 日! を奥 i二、

棚や然物ゃあるいは ｦｲ の ｉ ｉ ｾ なぞにオ ｊ いて 、 それをよそっ Ｗ こり、ＯＱ JJ し? こりしてくる・ー こと

になる 0 ・少く も71i い}，ii は枠こうであっ? こ。しかし 、接待糾は ¥}，ii 頭に ー・文字」と (.t 限

らぬし 、 商品によ っては特の ｲ ｬｬｾ の 前に川 して選搾させ＿こ方カｾｊＺｾれるものもな い ではな い 。

茶自につきも ののノ リは勿論にが、オゴ31きに して も、附答品として包装するか、 カン入り

とすれば首然パン や食料品の様に とりあっかえる。

まに商品のス トツクと媛特: 京( カウ ング ー、 又はケ ース〉とは必要に肱じてもっと接近

しでもよい場 合があるし 、 Ｏじオ ｉ ・の明石 ｲ 合凡 ｜ＨＭＡＢ ｊ に手 ｉ ｊ 川する Ｓ Ｔ もｾえられる。・ ー・ 要はず Ｑ ・ Ｎ Ｊの

購買の習性をＮｾＺにこわすことなしにか〉る ｽｾｩ［ｾＱ Ｑ￬ ¥t' .1-_乎にfjE本化してゆ〈ことは不可能では

ない。 . .ーとゅうのである。 li .. :;I はや〉新味を 加えに茶 }，ij の設計。

10 ・茶 応

V I 3 8  

⑤ 

ｾちを ｪ 蓄

に i



カンヅメなぞはパ魚、果物、八百屋物、臨千類、

型 ・ サ カ ナ ャ ||成
もっとも

ンや生がしや肉と遣ってハダカであ・りる。

それでも 山主つんで翠ーやかでイ セイ ド
この頃魚、なぞガラスの中におく様に命ぜられ? こが、

Ｍ・果物も カ ン ヅメ も同じこと。 ｦ ごか ら ｪ 占の設計もパン ｉ ｾ ;と は叉
よいことに かわりなし。

ことに 央の雨端にゆく程商 〈Eとりあがる様に陳列す
違って* る。前から見ると !占の雨端、

るとヒキグツ。 ある いは一歩前内 にはいつに存の顔を左右に 向かせ、七んにんと容を奥に

⑨ 

や る や り方 なぞ工夫できるのである。・ … ・ ｼ尚 ｉ ｾ 参ｊＡＨｾ。

い

「

|

|

」

-

e

司

/

1

1

H

?宅
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|亥型 ・スア ージ ョ ン の 知 |

的なものが工夫でき 、 これにりで一

つの専門 となる 程である。

全〈解放されに ｾｉ 吉 、 ステ ー シ ヨ ンの資自等 に き ｪ

してはその全謹の構造、形式においですこぶる飛鴎

12・スア ーシヨンの寅府

ここでは単に、開放度の順序をさ

める J-.でf績を見せる にと Y めよう。

又移動する l吊綿一一( もの賀り 、

よぴ資り) 一一ーについても同様なこ

とがし、 えるであらう。

千持 頭

美観審査委員曾一一今度大阪に美制審夜

委日合なるものが誕生すること〉なつに。

都市の美槻地底内におりる建築物や1St 告物

その他のものの美的慣値を蒋芥する機闘で

ある。委員長には知事、委員には府の瞥袋

総 務、土木の各部長始めエキスパ ート とし

て建築家、美術家などを以って組織すると

いふ。これは誠に結構なこと〉いふより は

卒ろ' ; T ; 然のことでもっと前から存置される

べきものであっ? こ。しかしおそがりながら

もこの障のもの、，ＧＺｉｾ >1<: ることは良いこと? ご

?こY こ〉 に一言しておき度いのはエキスパ

ート の中の建築家の数を多〈することであ

Vf  4 0  

o  ｉ ｚ Ｇ ｾ ＴＮ ＡＺ ［｢ フ己
ー」ーーー」ー一一j

雑

中 尾

開

話

保

る。即ち委fl の大多数は建築家であってほ

しい。而も知事や部長 lこ顕のみがらぬ建築

家やアナクロニスムの建築家ではい〈ら肢

を培じても訟義をな 3 ぬ。日本M'ijill¥1: >股き

ちがへてゐるこれまで の野前募集 の審:，if.L4

では駄目? ごとい」、のである。 j目、ふことを j主

殿な〈正直に去 、 へる茅 ｩｾ 建築宗ｾ選んでも

らひ度ーい。政策的でなく賞質的な入選こそ

望まほしい。

何にしても建築家がもの〉恒機に参興111

来る第 一歩を占め? こ意味に於て大いに l侃節目

してよからう。外岡( 除米〉の建築家は都

市去|誌を始め極々なもの 〉計輩 に詰って最



初から相談に7買ってゐる。 r先づ建築家の

意見を聞かねばならぬ」といよ、ことが祉合

一般の通性ではあるが日本では建築家の存

在すら認められてゐなかっTこ。日本の建築

家は皐なるドラフトマン lこ過ぎなかっ? この

である。これは枇千? のD] 1 か建築家の無自'覧

か一一ー それは今問ふところではない一一こ

の際建築家の自草と努力とその ｊｾＮ r勉強す

ること J { f 切望してやまね。その中 lこは外

岡に劣らぬ立派なア { キテクトカ Z ドシドシ

現れて〈るであらう。

文字の構害右左一一看板や蹴昔、ピ J L の

名前その他いろいろの場合に於ける 1賞者ーの

文字を右から/ 王へ菩ーくことに統一せよとい

ふ論有ーがもよいらよい現れる。某新聞の投

帯開 にも之れが汁' ， 1こ。 それに釘して賛成三

通、反安H- } L )邑あっ? こ。右から書〈ことに

統一せよといよ、論の多〈は漢字の性質に11:

! 附してゐる。左l1! i訟・11首は「質問ート. 便宜Jr 自

然の法則J r欧文混nJ の関係」等によるも

のですべては革新的論擦である。今こ〉に

Ａｾｾ見を Ｗ 述べて識 ｸＮ の参考に似し＿こい。

ー骨豊l英字: ま*-I : t にのみ「行J { f 持つもので

械の「行」といよ、ものはない。献に右- か左

へ五字選: けばそれは慌の一行ではなく五行

である。 NIl ち各行の字教は一字兆の場合で

ある。横行主認めて三行、三行と書いて行

くことは既に漢文の性質を JJjt してゐること

に先づ気づ〈べきである。町l ち漢文には右ー

からも左からも捕に害ーいて3 ' J < 法がないの

である。 f: i . ' i i : 蓄をすることはまfi めから漢文の

法則を破つ? こ便宜上からの問題である。日

る捺トnな際IJ是である。むづかしい漢字から

殻音を現はすn夏名文字を祭出しにのも日本

人である。今日電報を打つのに何ｾＱＮ ｲ ＧＺＧｒ便利

か知れない。漢文の法則は何うあらうと一

闘の文化を向上せしめるにはで[ い法則を同

守する必要はな L、。便利で自然でめれば大

に改良して行〈べきである。そこで慌警に

するなら 左から箸 〈方が商然でありまに便

利である。第一文字の一字一字は左か京に

筈〈ではないか 、ーとといふ字{ f 右から左

へ引っ張る人はない。これは右手で響くか

らである。アラピヤ詩やトルコ詩は右ーから

le . へ引張 b行教はこれこそ本官; の方議; 横行

である。ぞれが? こめ何れ程不便で不自然か

知れない。近代文化に遅れTこのもその fこめ

fごといよ、。

第三 、 隣接的見地から人間の ｭｾ￞［ 疋から

右に動〈方が疲 ｴ 努力主少 いとい」、。 そのｾＮｲ ｬｬ

は良< ｾＮＺｵ らぬが、 Ｑ ｩＮ 光線がよいとされてゐ

る。接投の事えをド: 等も le . 光紘{ f 斑想、主してゐ

る。これは方乎でごまニを警〈附係も確かにそ

のJ:.IJl H，のーであらう。第三、述〈字{ f 箸い

て行く場合に1 i . . から醤: < と手が胸らないか

ら汚れる心配はないが右からにと汚れる可

能性が多い。部四、銀行簿記を始め簿記、

その 他 金践を ＡＩＡＮ�Ｚｾ ｾ て ､ 現す際或は電話 ｲ ｬｲｬｩ や 荻

( Table) の数字 lま1. 2. 3. 4目 5 ・一等の横文

字を川ふることの便利さはいふまでもない

百八拾六闘三拾八銭は￥ 186. 38、本局の八

千五百二十: J L呑は、本局85291 . : 。これを右

から響けばえらいこ主になる。

銭83附681 呑9258局本

本 人は文字を右からでも左からでも J 二から 部五、a. b. c. ・ー・ (A.B.C. •• .. . ) 等の椛文

でもま ?こ漢文を下から上に読み上げ? こりす こ子を混刑することが多い。敢接、物理、化

4 1  VI  



腰 、|専物等の萩科 はle横書・であるが?こめに

成 り立 つ。

※ ム A B C ニ於 テ L B ハ直角ナル時ハb:.? =

2 ...L ...2 
a →-c 

※ tan
2
A - sin

2
A = ian二:A sin

2
，ヘナル コト ヲ詮

日ifj セヨ。

※ a
2
- b

2
=  ( a+ b)  ( a- b)  

これをまさ か右防署ーに 統一せよ とい ふ勇

気は恐らく 何 人に もなから う。

第 六、 理屈は抜 きにしても右横警は何れ

程讃み惜し、 かお 自にかけてみやう。次の文

を讃め ば角平る。

と別勝の大阜で Ｔ ｾ 討 ａＵ は戦回一第ｾ早

慶で戦接大の 3 主主 A 4! まで椴回二第りな

勝決りょ に定規グ ーリが 1: つ成辱雲の熔

。? こつな、とこぬ l立行は戟

早度第一回戦は 5 A お4 で早大の勝刺と

なり第二回戦では 4 A 封 3 の大接戦で慶

憾の雪辱成つれがリ ーグ規定により決勝

戦は行l立山こと、なつれ。

庚告物の大さ 一一正[ 似のili :の中 とは云ひ

ながら 近 時康告物が急激に檎 )111 して者間J の

美i慨を少なから十傷つりてゐる。少さいと

利き 悶が部いと あってか矢? こらに大きさを

さFって ゐ るが、何 主馬鹿げにことではな い

か。 小さく ても 人目を惹き易 〈すれば効巣

があ れ ぞれが却って美し 〈見える場合が

多い。 現髪応や煙草屋が何んな にIJ、さい看

板 で も速 くか らよく わかる こ とに一般が抗

づ くべ きで あ る。成告がめまりに過ぎると

支那町のや うに なっ て しまふ。

国防色とは何か一一近頃「岡防色」と し、

」、言葉を よく 聞 〈が まさか色 で図防を青|る

k いふ意味でないこ u ごりは確かである 。

想像 するにこれ は陸軍が 日露戦守末期か ら

V I 4 2  

支者 ｬ￬ の土色を採って軍ｾｊ［ｽ， ｾＱ 米 ｩｴ 色化せしめ

に;カーキ{ 色を意味する のでめら う。 しか

らば図i防色はカ ーキ{ 白でなければならぬ

しかるに近頃岡防色と栴寸るもの にーっと

して一定の色な く、 総色 l二近いの もあれば

コゲ茶色もある。一世何んな色を指 して 閥

防色と名づりるのかといひ?こ〈なる 。間防

色といふ言葉を生かすなら1 t f 服の色全部を

示すべきである。さうなると海軍の紺、白

も問防色＿ごとせねばならぬ。 ｬｦ￭ｾ 肢の色も 正

に医|防色である。何となれば陸戦ばかりが

悶防 に ｾ ｊ ｾ つ＿こわけではないからである。

パーマネントウェイフ ｴ ｾ｟ ｟ 日本 人 は髪の

モにコテかけて「パ ーマネント」とは向事か

二週間か三週間をパ ーマネントと 11昌へるな

ら世の中の大て いなことはパ ーマネン トと

云へる。 ｾＨￇ 一名 ｭ から既にギマンである。

西洋人の毛の| 節商(.il 府民l形で而も納!い が、

日本人の毛の断而は闘 I1ヨにちか くて太い。

人Nr的根本からちがってゐるのも 9: 11 らす¥

ヲサフザとし? こ援のモに電熱をかりでチヂ

ラして西洋人の真似を? してよろこんでゐる

のが現代非常時局下の日本知人のヨき とは情

げない。日本はこれ12. まで臨iili してゐるの

も会11ら今未fごに外同行村長の思想、は除れな い

の?ごから限|る。 l!i，，'i 人の|時局に到する認識不

足も) ! 去にしい。ウソ 1': と思へば女撃校で常

識試験をして凡ればよくわかる。篤政手守や

叡育者ーの一考営問はし? こ い。

日本の夏BI1- 知 人 は ア ッ パ ツ パ にパン

ドをしめて靴ｾ履げば洋装＿ごとされるが 、

下駄を履くとアッパツパ になる。アッパツ

パが岡策?ごと云って提出U1される時代が来?こ

物資節約からの問題?ごとすれば慨になれば



一層徹底する。こ〉が考へものに。下駄を

奨励する前lこ午ft e 靴下とバンドについて 考

へる必要がある。一方婦 人の月服R装とい』ふ、の

は着物の数がめまり に も多i過l品Eぎ』はましなし 、ゆカか
〉

今あるものをを? 岩つ〈すま. でC新調をを?ιηJ止l

イ何可う ｦか ｊρ 〉、。婚 ｾ￭ｾ 咲 ［ＲυＡ リ ｊ心ｉＩ ｪ探Ａ反長有袖 ｬｩｾ を＿何うして ｊ止められぬ

か。こんなところで何倍、図といふ金と物資

が節約出来るのを忘れてアッパツパ の問 題

でもあるま L、。われわれがアッパツパの改

良を呼ぶのは日本の夏をしのぐに治してゐ

るからであり 、如何にすれば無作法でなく

なるかといふ問題に花る。男子の服装でも

同様である「ノータィ」は近年流行し州し

て来? こがやすうも無作法に見える。日本の特

異な夏( まネクタイを外した位で涼〈ならな

い、 それよりネクグイはつげでも上靖を脱

い ｲｾ 方が涼し〈て誼裁がよいロ ｲ J  ｾタイ」

よりも ｲ ノーコート」の方が士脅し ｲｾｯ 一躍

西洋諸問と全然気候の趣が異ってゐる日本

で西洋と会〈同ーの服装をするのがそもそ

もの|十¥J 遼ひで 、 日本の夏服として便利な軽

快なもの〉築!11カ; ) ) - 1' 要である。

Ｈつまらぬことど￬，ｾ脅さ主主べ ＱＺ がこの植の

ことを盟主へ上げるときりがないがおt駄に限 1)

があるのでこれで俸を? 止める〉

御 堂 筋

ま へ お き

M る有名な人の随筆に「舗道を往< J と云ふ

テ ー 7 で、著者がめてどもなく一人歩道を没歩

して居る内に 、往来する人々 、自に関れる様々

な事物等を? と ι へて巧・1j . る筆致で、濁侍の人312-

概念ものきれれl . ，のを嘗・て議八 7ごことがあるが

今 J払底で所相「御主筋STZ吾る」と去ふl l K 闘で街

ｾｒｾ ｩｬＧ吾ちんとするのは 、 自 ￭ｲＺ 者とは凡そ総の泣い

もので、結局建築家の見 T: i 街頭の感J H、っ

1: 一つの紫屋総でじかないのである。

。

都市の美を構成する要素を極〈簡況に分

類 し て み ま す と ( 1  ) 道 路 ( 2  ) 両側に立

ち 並 ぶ 建 築 物 ( 3  ) 及 その聞に泊設に配置

されてる 安地と 云ふ ことになるが、 之れを

更に和n分してみるとい〈らでも細〈詮索す

ナ

ど

三五

ロロ
む

錨 井 幸 ヲ た 郎

ることカ; / i 1，来る。が然し此庇ではそんな4 !f

の必要は毛頭もない搬な; $ ( ; I) q- る。只本の

jtl: < ま、に御堂筋を北から硝iへ下って行り

ばそれでよいのである。そこで 、 さてと居

直って御堂筋なんであるが、大| 波市道路wA(

に ｈｦｾ 令のあり具延長約四粁 Ｔ 三 ＨＲ 、 ＴＶＲＱＱ Ｍ ｜ ＱＩ 、 幅

員四十四米の大動IJ 民的幹線道そ組T . 費三千

三百高原lを以っ て完成し Tこと 云ふのである

から米首約九 ＰＰＰ 民 ｬ の総費が力＾ｾって居る

認で( 但し此のなかに土地買牧費が含まれ

るものや否や? ) 地下には、日本ーを誇る

Jli! 下鋭が此の 11[ J を八分で突走って腐り、市

も米首りの粧] J ( は彼の丹那隆道より多〈の

費 ｭ を要して居ると ｉｾ 日 〈 から篤か ｆ るを得

ない。 所〈の虫f I < 英大な粧貨を要して完成

せしめに大阪市の貰力主云ふものに顕が下

4 3  VI  



るのであるが。一方練って、算盤にかけて

は東洋ーの栴ある大阪市が何故に此の道路

の債値を全般的働かせないのか、それを 一

概の不思議ときへ思って居る。ゴニー升金一

升の栴ある大阪中心部の土地をば、あらゆ

る無理と間紘を克服して、遂に交通機関丈

を通過せしめる大道路を完成しにと 云ふ鰐

であるが、さてそれ ＱＺＺ け あのグランプ ｾ ｊ レ

パ{ の機能は瀦きれにと云へるであらうか

此庭らに御堂筋将来へのゴ? で割に闘する問題

が存するのであらう。

此の大道路を貰現せし めに経費の一制l と

してあの大道路の雨側の地主に所謂受従者

負婚税と云ふものを賦課してし居るが、之

は恐ら〈は道路の開設によって相官の利家

主? 之等の地主力: 受け得るであらうと云ふ見

込から、徴J炊して居るに相違なし、。然らば

利主H は一睡どんなものをさすかと云ふこ

主が話題になるのであるが、今日迄で嘗路

の責任者が口にして 予 ＱｾＱ このは只単に交通 の

利便と「地慣が騰る」と云ふこ u ごりに ili lJ

約されて居つにのは、年てはれない事責であ

っ? こ。果して之れTごり の利奈のi ¥t め に、 長

い年月色 莫大な経費舎かけて此の膨大な道

路を開設しにものであらうか。此の製占劇る

疑問とせき' るを得ない。即ち者11市金鰭から

みて 、土地の経術的利用と云ふことは、都

市ｾ構 成する建築敷地Ｈ所謂街直Ｉの合 ｬ［ｭ

的分配と之等をつなぐj草路網の泊切なる配

合の上に懸って居るのは言を侠つまでもな

い。にも拘ら十御堂筋の場合は、都市道ー路

開設に就て最も痛切なる要求である。土地

の粧情的利用主云ふ重大な事柄が殆んど等

閑に附せられて居るのではあるまいか。此

V I 4 4  

の受得者負捲による 誤ｾ耽の兵 Ｎ 世 的根擦も、

この道路に商する各土地の記: 術的利用水準

が高められてから始めて成立し得るもので

此の問題を基礎にせi 3 ，nば地僚が揚ると云

ふことは考へ得られないことなのである。

( 悪質な投機者の立値以外は〉

。

ところがです。御堂筋を北から南へ、叉

南から北へ歩いてごらんなさい。建物と云

ふ建物は殆んど此の道路 lこ接して正商に玄

関を有して居らなし、。若しあっ?ことし ても

lrl!か十指を数へるに過ぎない。而も cb らゆ

る工商をして此の道路に出入口を岡せしめ

に大ピルは土地獲得の鴛め に散々な目に避

はされて来? このである。そして之等はいづ

れも 、法外な要求にも持] らす¥ビゾL 建築の

必 要から ｊｩＭＮむ を得今 、 その Ｑｲｲｾ Ｚ￧Ａ ｮ ff 抑切って

高層ピ J l / ff 建設し得る賀力者のみであっ? こ

のである。その詩擦には 、道路 それ自簡と

しては、大阪市が誇 b得る大並木道が完成

され、今頃( 五月〉は街路樹 の兼業が繁 り

地下餓の/+'， 入口の fl l l ' 成は近代的感覚を備へ

て居り 、路ー1-. 工作物から府桁の配置に到る

まで 、ど う見ても立11氏な現代文化の索囲気

を間aノ11'，して昂るところの現代都市の大道

路には相迷ないのであるが、その雨側には

建物がし、づれもその( 1 111泊iをみせ? これ或は

此の道路に商して 出入口を持つ、家屋と去

っTこら之叉お話にならぬ程、時代離れのし

Tこ) 1J i "謂時代錯誤の陳列場み? こいな ものばか

りである。即ち此の立祇な大道路の雨側に

は、建物の代りに丈徐に及ぶ板塀が建ち並

んで居るばかりでなしその敏三百以上 lこ

昇る蹴告板が、様々な表現と色彩ｾ以って



雨側に建設されてあるのである。なんのこ

とはない、隣告展覧合の街頭進出といつに

ところである。か、る珍現象ｾ鈷 ｪ 品じて居

る大阪市首・局としては「大阪市民は仕事の

I i j 日係から汽車に乗って膝行する機合が齢な

いから、せめて市民に居ながらにして政行

気分を極 く安直に味はせるべく、 膨大な経

費を以って完成しに、此の御堂筋の雨側に

大きな蹟告看板を陳列させて北の il 坂急;J

から南の「灘披」まで市営ノ〈スに乗って通

過して行〈内に 、その気分が満喫出来ると

云ふ趣向なのかも剣lれない。そして今、岡

家が盛ん に提唱して居る 厚生〈リクリエ ー

シヨン〉運動に貢献せんとするのかも狗lれ

ない」なとと云つに皮肉な批評を呈されで

も仕方のない現欣なのである。

此底で、我々が一考を必要とするものが

ある。何故なれば御堂筋力: 斯る型腫を以っ

て出現し? こ原因を詮索するならば共虚には

ili 区改正と都市計霊が、必然的に鑓って来

なげればならぬものがあることを窺知する

からである。即ち市匡改正と云ふものは我

閣の場合ではその昔より Ci ty i mprovcment  

にあらす・して只単なる道路開設計韮ーに過ぎ

なかっ? こので 、それは都市の街部整: J f - Mじで

あるとか、或は匙築敷地の浩成と云つに 、

都市金盟1 ) 構成計霊とは全然無側係に土地

の私有植をば必要以J 二tこ認め過ぎに 、所211

自由民樺思想に災ひされに 、買収による道

路敷獲得による道路開設事業に外ならなか

っ?このである。で 、現代の我問の都市計誌

と云ふものがその時外lこ出 て居らない様な

策がする。此の所謂市匡改正事業として開

設さ れに御堂筋は 、以上の快陥を如質に恭

露して居る見本の様なものであると私は思

って居る。と云ｾｾ、のは、御堂筋の開設に嘗

って、都市計主主上最も必要を痛感 されて居

る、超過I炊刑による都市の再設計査一都市

計霊ーを行ふことなしに 、唯草に道路敷の

買牧のみで別地を獲得し、之れに道路とし

ての工事が施され? このであるから、此の道

路の雨側には、建築用地とならさ' る過小の

土地や、極端に不整形な洩地となって切り

取られに土地が到る所に散在して居る k 云

つに龍なので、此の潟大阪は日々何千寓闘

の損失を敢へて絞りて居ると去っ? こ始末な

のである。市も此の悪欣態に拍車ぞかげで

居るのは、土地仲買人に此の奥行一間前後

間口十1m内外と 云つ に、制は Y 猫制大の敷

地をば、市が桃ひ下げて居ると云ふ貰献で

ある。然らば之等の土地ｾ挑ひ下げを受り

7こ仲買人は之等の土地を如何に利用して居

るかと云へば、それは此の幹線辺ー路に直接

しにくもか〉る浅i也の駕めに直接し得さ' る

後背地の地主の足もとを見透かして 、需要

供給の閥係からそれらを法外な阜債を以っ

て賀り i度さんとするか或は又此の過小町踏

の上にアドピルの謎化し に、大ldt 告板建) j j

地として各所から大償告を取って来て、御

覧の通りの大阪告板過を出現せしめ、そこ

から我々の想像以卜. の牧主待Hを? あげて居ると

云 」ふ、質質'1悩l

をを? してその子水1ド〈吋オ米4のf使史命をを?主賀f現せしめんとす

るz鴻3には 、うt づ此の刻l闘を突破す ることの

必要が第一裂件となる詩である。

日f J ち此の問題の線本的解決に市首; 局ヵ: 乗

り出すにあらす・んば、市の中福地区として

「大阪の将来の設展の必要からとかなん と
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か云って」其廃に美.!I型地匿を指定し fこれ

建築物 J ) 最低限度の itilJ 限を設け fこりして土

地の粧桝的利用を助成せんとしても 、或は

防火地匿にして火災による都市災害の担減

に助力せんとしても、それはー砲の地問上

の空想でしかない事になる恐れが多分に離

されて居るのである。故に此の問題の闘満

なる解決と、大阪市将来への経情的護展性

に備へて、都市計査事業による宅地浩成設

計の必要から、超過牧刷又は地帯牧用によ

る此の道路に沼」、背後地の牧用をもなして

建築敷地の再設計霊をなして、敷地の再分

割をなし前の敷地所有者に優先的に之を桝

下げる の方法を採用することが専ら急: 務で .

ある様に思へる。幸ひに市は此の問題に就

ては、大阪騨前の区割整理に於て質験i尚み

なのであって、市首事者のなかに、大阪市

を挺身愛するの愛都心への心構さへ出来て

居るならば、必す・しも不可能ではないと思

ふのである。

。

然らば、此の御堂筋を中心として、地帯

牧用が行はれるものと云ふことを前提とし

て、先づ第一に如阿なる問題が考慮さるべ

きものであるか。と云へば、此の大道路に

面接して建ち並ぶ建築物の形態の問題であ

ると思ふ。即ち如斯路幅を有す御堂筋の雨

側に建ち並. k ¥に桐臨しい建築物は如何なる

容相を必要とするかの問題である。然るに

此の問題は、此の附泉に直接して建物を建

築する建築主個々の考へ方に任しておくこ

とは到底出来ないのであって、撃覚するに

之等個々の要求をば統合指導し得る強力な

る組織が必要 k なって来るのは首然なので

ある。而して此の強力なる機闘の! 皆降下で

綜合的御堂筋の全臨計輩或は設計築Tよりが

作成され、→貨市民の現鮮と授助に費すぺ
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きであると思ふ。此の意味に於いて昭和十

四年一月九日、内務省令第一蹴を以って殻

羽i になっ Tこ「市街地建築物法脇行規則」 の

改正中 、第百三十九僚中「主務大臣ノ認可

ヲ受クヘシ」を「美w弘容奈合ノ意見 ヲ微ス

ぺシ」に改め同僚に「美11迅審菟合ニ闘ス J レ

規程ハ地方長宵之ヲ〉if ム j と改められ? こ、

官; 局の意闘のなかには、相賞味ひ得る内察

のあるのを説会11するが放に、 此の美槻審j ! f .

委員合の運営こそは将来の御堂筋の建設的

動向に有力なる役答IJ を演今るであらうこと

が想像され、同時に地方長官の権限に委ね

られて居る此の組織に建築家は重大な閥心

を持Tこねばならないばかりでなく 、我が建

築! 窃合が都市制作へ乗り出すべき絶好の機

合であると f言す・る。

今日まで、大| 仮騨前の整理にその改造築

< t ' 得るべくジウツクセンタ戸の懸J t 募集を

行つ? こりなどして、此の問題に閥する枇合

的感家運動に艶力して来ましに本協合 t し

ては、今こそより積極的に所謂「建築と祉

合」の名に相雌〈枇命的に働きかり得る好

機合が到来し? このであると思ふ。私は此の

意味で 、本協合の理事級が、本協本来の使

命に立ち戻って毘の活臨を開始するである

乙とを剖目して居る次第である ρ で布、は此

の意味で今日の建築協舎に期待もし且希望

するところ超大なものがあるのである。

( 14. 5. 7)  
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亀井一一長らくお待1: せ 致 しまし 7入手L かち 一 一生涯を左右すると 云ム我々の住宅に は、今 日の

寸御挨拶中上ます今夕は常務の新名君がH1 る筈で 進歩しれ建築技術が容易 にF ツチ出来な い事情に

めりましれが主主文へ/ J ; <t> 1 ; 主すの で私が潜って、 ゐるのでありま す。ところが時代がilli むと共にj事

代用品ばやりの昨今でゐ b ますか ら矧は v 新名君 生の 問題、或は色々の角度から比の住宅に附 する

の代用品 として関舎の挨拶金申上げます。協舎は こと柄が問題減されまして今ではどんな人身でも

「述築と社合」の原稿の潟めに今円温色々 の催し 住宅に関する問題は都市生I古をも毒む人身の直按の

物ｾ行っ て 衆ましＧＱＺげれど 、 今月は待に毛色の塁塁 間短でめるといふ司r i " 非常に認識されて米まし' 1 :

つれ飽と致しまして$ IJ の方商から 建築z > 見て項か のは、我# の株に欣快とするところでありますが

うといふ考で「婦人より見7二る述築に就て J U、 殊に婦人に就て比の問題 lま焔切な問題でゐりまし

ム主題目をｾｾびまして 、 皆機の ｭ 築基金に住 宅 への て、 締人と{ 土宅( ; t 恐らく婦人と着物以上に不可分

御要求なれ御注文なりを? 色々御頭ひしに様な揮 の除j係にめるのではな L 、かと思ふのであります。

なので御座いますが、 その前 に大穂詮築協舎と云 今日の進歩し' 1 : 知識階級の婦人主主は御自身日常の

ふものが ど H 、ム事をやってゐるかどうかと いふ 経験から今日非常に認識を深めて参つれのでごさ「

事を ｦ 概略申Ｚヒげて弘の閲合の齢 ｕＦ しＧｉＺｾ、と忠ひ います o され、ふ際に営 h まして、今夕少なく共

ますo そして今夕の座談の司合は棚橋工主義博士に 関西のさういふカ面の指導的位置を保れれてゐる

司令を御願ひすると L 、ふ、斯ふいふ順序に致しれ 人々に此践に作11集まり願って、建築協舎の 仕事の

いと思ひます o 片線全指ひで ｬｴ ムと い ふ 心組 で今日免の ｾｾｊＱ 舎を他

主主築協舎と申しますの は大正八年 に市街地塗築 しれのだと 奔rl1Jして居ります c 何故なれば我々が

物 法、並に 都市計創法とし、ふ二つの大きな法律が 如何 程建物を技術的 iこ、建築接的に主主築致しまし

祉令に出ますのに非常な努力を? なし' 1 : のでめりま でも 、 それをうまく別用し 、且つそれを生かせて

して、殊に本協舎の片岡合長lま故後藤f白金動かし 活用主kしますの l主、住宅の場合に於きましでは、

て奥輸の指導に献 身的に東奔西走しましれもので 家の中で ｉ Ｍ ｕ 古し 、 その中で 色々枇舎生活ｾ潜む御

聞はい是等の法律の生の親と去っても過言ではな 婦人にその大部分がか、って居るからでゐ b ます

いのであり ますo ところで、本協合[ ま比の二大法 と申しますのは、身地は兎角2誌を他にしで外惚で

符! i " 総合i " 5 i ! i 過ぜしめる必要か ι 創立され1: 様 1J. 活動し、彼等の社合生活l主主として外にめり勝ち

ものでゐりま すから 、創立紋初から今日に到るま でみりますから 、従際問題としては住宅の持つ苦

で都市金昔Eの刑j 苦在、都市金値の保陸、保安ヒから 悩といふものは、我 斗l立貨は知らないのでめりま

の災答防止 と云 つれ 色キの都市 及それ に 闘ｾする す。寧ろ締人の聞から tHる要求に本蛍に痛切なも

建築物集困の改善に闘し 、ffi 築協令は常に努力を のがめると思ふのでめりま す。今晩の話題になっ

傾注して* ' 1 : のでめりますo 且I l ち過去二十年間と て居りますー住宅に就ての 、 ｾｦ 折 、 子供紡入室 、

云ふものはか〉る方面から機合ゐる毎に皆様の閥 家庭防綴室といふものにしましてい貨は今後初

心を727めるべ ( 01- びかげ 、我々の都市人の生活と 人が本官に挺剣に考へる可き問題なのでめりまし

その環続 攻普へ の貫燃の Ｑ 電機 ａ をな工夫を＿繍りて＿＾ｉｾ て、之を? 捉へで皆様の御意見を奔耳忠します司王(1、

' 1: ので ごさ' います o . ! $ t が我# 建築家として自らを 今後我々が住宅を段Z十しズ( : J : . 住宅悩皮計算します

顧みますのに我キの象ぴ取つれ建築皐の基礎の上 時 に非常に有力な資料となるのでごさ' い ます o さ

に立つ今日 までの詮築技術の服用純国ば待機御承 うし、 ふ; 患でめ b ますから今晩はどうぞ主主つに時! 日1

9司lの知〈 、都市念館からみれば侮めで、少数で し を; 直包・な時間迄一人一人自主すことなく 、各人の持

かな いとこ ろの 、織とコンク日ー トで治 b ましに 時聞を然るべくアジャス トして邸きまして御出席

火原 高様、JWち今夕弘主主の居 ります朝日ピルと云 の皆様一人浅さす'御意見含聞かして項き 7こL 、と忠

つれ叙ひから市総会戒( : J : . 公合主' とか云つれ積績の ひます。今夕 i : J : 京都大皐かむ主走路御出席を煩し' 1 :

ｴ 査ｾ物建築の場合のみ に｛ 浪 Ｗ とされて ｪ 苦つにと申上 Ａｩｪ ｩｬ 橋工芸持 ｴ ｬｦｦＮ士にｩｬｬＺ［ ｱｪ 係 、 或ＨＺｊＺＮ司令本 ［ ＭｩＧ ￭ｾｐ Ｉｊ ｈ ひしま

げでも過言ではな いのでみりまし ・て、我キ人間生 して比の[ $ . 談命令進め? こL 、と忠ひます。以上院H干

活 とは絶望号的に附係 i " 持つ生活の容器、 そし て我 の僻にかへて若干の感惣を述べれのでみります 0

4 はそのなかで生れ育ちはぐくまれ、且 つ我キの 捌僑一一指導といふ4 i も誠に不適任でめります
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し遂行係も依り上手でありませんげれど 、役目を 足乙なかっ1: のでめります。それから英国、例磁j

致しま すから一つうま〈進行さして項 き?こL 、です 西、濁逸、伊大別、 オースト リー 、イルジュ ーム

御案内に惑いて置きまし 1: 様に綴隣幹事の方でおー といふ風に歩いてアメ リカi " 最後にして一年五ケ

決め になっーにらしいですが、皆機に一寸主な司王は 月も廻って蹄へって米ましれが、結局アメ リカで

住宅の事になりま すので最近建築家におす る注文 も英闘でもさうでごさ' いま すが、 アメ リカに行つ

とい ム様な事堂 して頂げれば幸ひ今夕住宅の方の で始めて忠ひましにのは住宅の吹支はどうしでも

専門をやってゐ ι っしゃる岡田君と小林君が居ら プライバシ ーを家鋸に入れる事でめると気付きま

れますから恰皮結構? ごと忠ひ主す o それぢや初め して蹄へってからラヂオ等で欽主主致して居る桜な

て頂 き1 Ｚ ｾ、 と忠ひ主す。 協なんです。砿 lま世界ーの人間になるといム意味

先つ' 住宅金盟、生活全伐といふものか L 越智さ はこつめると，思ひます。それは肉骨量的と精紳的雨

んお話E買えませんか、住宅改善といひますか、 さ カめってこつ乍ら 立添な 、云ひ替へれば紳の御心

ういふ事について にめつに子供を産むといふ事が理想的ですが、 そ

越智一ー さうで す 字、 まめおー i士舞に廻してZ頁き れには先つrn台数にめると思ふのでごさe います。胎

ましれら誠にめりが? こし、ですが 教に住宅に側係してゐると、かう忠ひまし 7も そ

棚裾一一又おー仕舞にもやって項きます。 れはどう L、ム司王から分るかと申しますと 、臥米の

越 智 一 - 'j!(は忍横着でしてネ 、皆様の御意見守 住宅は ｾ ｉ ｊ 室とし、ひますかプライパシ ー 即ち秘特性

奔滋しようと思って、' J l ( は出て参つれのでゐりま と申しませうか、 そこではどんな事を主主しまして

す 。一向勉強致さないでｴｉｾて参つ ＱＺ 様 Ｑ ｪＮ事で皮切 も手えが天ドでめる。そして誌かもも覗かれな い と

りは誠に困りますのですがなは大 それれ考へかも し、ム部屋が出来て居ります。そ川、ふ事から子供

知れませんが、 日本人穏と申しますか、 日本人を がお腹に居る ￟ｾ から物に屈托をしない 、 子供が渡

世界ーのものに迩Ｑ［ Ｑ こいといふ希ｾ｜ｴＧ十年も再 ￭ｲ か に居る時に一番人間の基礎が ｉｉｈｉｾ るんぢゃな い で

心持ち出し? 二ので御座いまして、 それは決して不 せうかo "t れてからでなくしてこの時が一帯母親

可能な事ではな L 、、 必す・出来ると信じて居る陣な の精紳状態伝子供が受付る時ぢゃなし 、かと忠ふの

んでごさ' い ます。衣食住その他育児、 いろいろの です。一生の基礎はこの l尽に築かれるのでゐる。

方面がご F い ませうが、住居の方 L され、ふ意1泳 それから後は色 4 民i I & によって多少は鎚りませう

に於て日本が世界ーのものを港出して行〈 、而し げれ共、大方 1d ' . B 古秋だと思ふのです。具骨量的に申

てそこから育ちまし 7二子供がV ) ; 世界ーになる 、 こ せば心に屈托しな い伸びやかで正しい、清らかな

れは決して日本も威汲乙うといふのではめりませ 精紳が子供の時に出来ゃしないか、 それが住宅に

ぬ 、 さういふものをｾｾって世界にあー手本営示す。 闘係i " 持っと 1d1，、つれのでめります。 ロλ アンぜん

今までは外図からいろいろい、ことを項きましに 兄、 サンアランシ λ コ等で育ちましれ日本の第こ

から 、 今皮は ｪｾｰ 恩返しをしなげればならぬ 、 資つ 世 が、座敷合やめれ ば、且¥l ち座る式をやめれば畝

てばっかり 、金〈乞食のやうな絢子ですから一つ 米人以上の惚絡になり f斗るといふ事を或る博士が

御恩返しをするといふことで今こそそのl時期が到 研究後五位な さっ て居ります。犯はそれは座敷Tごげ

' * してゐる t 忠ふんです。これを松共生活する上 ぢゃないと忠ふ、組絡はそうかも知れんげれ共精

の回擦としてゐますので、 その主主せられる日のー 紳方面については住宅のプライバシ ー純飛11が入つ

日も早からんことを念顕してゐる次第でごさ' いま で居ると云ム JJ'; が原因ぢゃないか、外図の赤ちや

す。 それで、何でも彼でも 、世 界ーになるにはど んは設かコトツと営をさせても安心して妓て居る

うし7こらい、かと考へることが念頭から離れない りれ共、 日本のみちゃんは非常に紳経質で一人で

認なんです。され 、ム潟で ー惚日本の佐宅金どう 簸て居らぬ、 それで日本の住宅lま開b主的で、 それ

いふ様にし 1: らい〉かと L、ふことから 、す，っと海 は風土の陶係もありますりれ共どうしでも住宅に

外を凡 て廻りましれのでごさ' います。訟は、 z イ l立、此のフ・ライバシーの部屋i " 諮らなげればなら

ユの家が一容に日本に遡賞してゐると聞きまし 7こ ぬ。そうして_-!Li 仮な子供を造らなげればならぬと

ので、伊' H 包が日本に可いの7ご心うかと思って闘を? いふ事i " 弘はラヂオで政迭しましれが、随分誤解

皿 の桜にして見てｾ りまし 1: のですカヘ どうも飽 合受付て攻般の手間企，:(買いてなは喜八でゐるんで
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ゐりま すがかう L、ム風な主主は言葉が少な い と非常 努力［ｾ らへる、二男三男が髄らへる、といム風に

に誤解を受げるのでございます o 今日も究室な時 して生活は一緒川主家でして絞る時は別 h に簸る

聞で言ー業が足りませんが必す・し も夫織の;潟めに或 といふ風に結婚迄は男も女も半棒して一部屋出来

る官官屋を新築するい、ふものではない在来のも るだげの金を貯めると いふ事にし 1: 乙松はそれは

のを用ゆ るな らば、戒る 言史的を致レまして容易に ｾｦｴ かしい事ぢゃないと思ひます。立添なものを遺

そういふ音I1屋が出来 lませぬかと忠』、のでごさ' いま i ると難かしいですが。

す ｯ 抵は総れｾ一つ Ｎ ｾらへて裁る銀さんｾ結婚さ 捌矯一一宮さへ段 h 結婚年齢が遮れてゐるのに

せれ事 もゐるのでありますo 抵は 日: 本の男子のカ 又結婚する者が少な〈なってt今度は人間の歎がi威

が結婚 する前に 幾分かの貯ｾｾして結婚する時に って来る事になりはしませんか。

一部屋で もお嫁さんの自由の部屋を造る、そうし 亀井一一質は夏〈なるにらうが。

てまEでは足を伸して一日働ら い7こ勢れを休める様 越智一一量が滅つでも困ります字。

にするか、或は又安心して緩られる 、 といふ l]l:に 捌湾ーーも 一つ勤めて居る者11一定の蕗に 11-. ま

しれならば仕事の能率も上り子供も伸身しれ正し りませんから半 、見に角夫婦向合ひになればL 、、

い明るい子供が l H* るんぢゃなしゆると考へます。 んで すがね。

子供部屋凶るよかいふ様な事も無論結構であり 亀 井 ーですから 、家族制度 U 、ひますか、皆

ま すが、私 は外国から錆へりましてその枕ｾ 三ＡＺＮ ｩｊＮ長 様堂前に就いで，失績ですが、御締人の方が、殊に

致して居りますが、ど んな L のでせう 、比の駄に お嫁さんが来るとお嫁さんの行動を段級するやう

付て主0・教へ{ ! > 願ひ7こいと思ひます。 な行部 Ｑｾ と ι れるのが本能の様に忠 ｻ まれますが 、

棚留一一つまり家族夫婦と年寄っ? こ夫婦を }; IJ k 之は白分主主力 t 討てやられれのでと L、J 、認でもない

に入れ機 u 、ふ際ですネo んでせうが 、なる べく ｩｾ ｐｬｩｩ ＱＮＺ Ｉ｜Ｎの心の休るｎｩＱＮ Ｐ 呉へ

越智一一つまりお嫁さんが一緒に 働らいで帰り れば 、 必然的休蝕時 ｉｬｾｬ も俳られるんぢゃな ｌ 、かと

ますと勢れますから自分の部屋に入って休む様に 思 J 、のです o 家の割程 t のイミテ ーシヨ: Y i : 云ム

して身 、 姑に心配することなく Ｚ ｊｾ Ｑ￲ 包で安心して綴 ことも我々としては政支すべきところなきにしも

る、之れがどんなに右がJ であるか知れな い と思ム あらす，と足、ひますが、 それは寧ろ今の我々の長い

のでめります。 聞の得統を持って今日の日本の文化生活を支配し

槻熔一一外国の様lこノックすると し、 ふ部屋を泣 て居るモーラル 生活の態度に 、比のプライバシ ー

るといふ事になりますかo をl i. に客室すると云ふことを智子取り入れて差・支

越智一一つま b こちらから 一寸a 関刀、ない桜にす ないのぢゃな L、かと尽ふので 、 その勤今の日本の

ればい、 ｩ 認です 、 まあお隣りにｾ Ｂ ｦＨ場合にノック 家のt誌で出来るんぢゃな L 、かと忠、ひま すo 側橋允

して入るといふ式で、 主ｼ二の ｩｾｖ 意見は比のおに自寄れて居るのではな ｌ 、 かと

捌縫一一家族制度のい〉慮でもみり 必¥L 、鬼でも J Sひます o

めります字 、ノ ックし 7・ら何か水臭い i j ] : になりま 越智一一読りそれなんですね。 ;却まさう云ふ風

せう。 にしなげれば ｉＧ ｉＧＺＪｾＢ｜と云ふのではしれって ｦｈＪ や

越智ー一一他人が入りますからネ。ぉ嫁さん k い しませぬ、締紳がなかっ1: らね。

ふものはさういふｾに非常に静 ｉ Ｇ 経営ｻ定ひますから 捌得一一一向性れがあるとか、二階がめるとか云ふ

捌結一一風遁しがし、ヵん様に忠ひますネ 、部屋 やうになりますね。

の中 に叉
* が出来る 、お] . [ にプライパシ ーを尊敬 越智一一みんな心の中にお嫁さんに同情合持ち

しゃうといムのは必要なんでせうネ。 自分の子供に援するやうな心持で、 さうして是は

越智一一 それです 、勝手にしないでその精榊念 日本人種改叉の湾どから 、皆その綿布申をおー持ちな

入れ、ば。 さいと云ムこ主に決定すれば、 それで L、L 、得です

棚橋一一 そう思ひま すネ、西洋の様な部屋を lli ね。

らねばいかんといム意味ぢゃないですネ、そうな 捌健一一次はR羽田さん、佐宅に付て、是はl i I f う

ると 又 問題になりたせうりれ共字。 し?こし、 と云 J 、やうなことを何か。

越智一一同舎で li = t . 家に夫婦が居って、出;Ii{!>長 岡田ーーなは皆さんの御意見 を伺」、磁 1) で差是 1)
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ましれが、 もう一つ舎がありますので、失過さし 手含号 Iｾ、で 行〈様に工夫する 、 かれ 、 ムａｴに家庭

て裁きまして、 一寸御先 きに・・・訟な んか申上げ に於げる婦人の研究すべきドメスチックサイエン

る程のことはごさ' い ませぬりれども 、 どうも日本 λ がゐるんぢゃな L 、かと思ひま す。拡が多生時代

人の家庭は自分本位でなくお客様本位でみんな主主 に居りまし 1: 或る 家庭の奥様でしれが、殆んどー

してゐらっしゃるんぢゃなし、かと思ひます。オ0・答 遁間毎に室の袋飾を鎚へ1: ｾ 、ピ アノの位置を後

様ぎ する、 一番普段自分が使はな い部屋に、一番 へ 1: ｾ 、 或 ｬ 主カ ー テンなども鎚へ＿こりして 、 家庭

お金をかりで明い所にして、 自分主主は一番暗い板 の気分をフレツシユにする様に工夫して居りま す

の問の汚ない部屋で仕事をして居ると云ふやうな のを凡て居りましれが、訟は成程かうすれば家庭

ことでありますが、弘共自分の生活を 、オf 客様も のおえさんが家に蹄つでも い、紙持になれるし、

大事ですげれども 、総て部屋を自分の趣味に合は 叉鋳宅すると常に自分の家に照つれと云ふ糸祭な

して、 さうしてそれを系持頁〈使ふ主云J 、やうな 泉持にするか ら、斯〈も* 庭が闘慌で、而も品を

風にして居りますので、是は中身理想遁りに差是 1) 失ふことなく 、和やかな安図泉になるのTごと思ひ

ませぬげれども 、寧ろm: 築をなさるっち h なんかも まし 1: 。さういム意味で今の岡聞きんの申されれ

客間に御金をかげなりればL 、げな L 、、こ こは斯う ことは全〈防l星なん で、相常うがつにお話Tごと思

でなげればL 、りないと云ムやうに、全然日本人の ひますね。

お客様本位で、 さう云ム所はm: る方でも 2震を建て 谷口 一一おお除 なんかも夫紡蹴って趣味を持1:

て下さる方でも繭ひして居るんぢゃないかと忠ひ れませんとね。

ま す 。段々此の頃ｾ所も吹頁されて な 滋に ｭＪ る 亀井一一 それはま立築家に御相談になればうま〈

やうになって居りますりれども 、大抵玄所と吉つ 行く八ぢゃないかと思ひます。

? 二ら暗い じめじめし? こ所で、お客様の吉日屋 lま燦# 谷口一一建築屋さん自 身が 分ら すe にやって居ら

t して居る。第一みんなが生活する所守系持主主く れる :ちもめりますね。

して行つ? 花 、 もう少し頁〈なるんぢゃないかと 捌億一一本宮の専門家はそんなことはないでせ

思ひま す。それで日本の家庭では、みんな家は立 うりれども。

滋なのi > お建てになって、廷で? 二時は御金制定つ 谷口一一手入念しますのに1[0布巾で拭くF J ， i> 7]1; 

て袋飾なんか 、 給ｾになさいますげれども 、 その でふいて駄目になさる様な j j もありますが、 さう

時Tごりで、段4 と色々時代も書きり叉自分の部屋を いムこともよ〈 専門家 に伺って、f J 磨きになれば

どう云ム風に袋飾するかと云ふやうな気持がない 折角立添に建で、て員. いれ ものを' 怒 くするといふや

憾で簡は v 住宅に重苦して徹底し 1: ! t がないのぢや うなこともめりますまいにね。

ないかと思ひます。建て 1: 営座は立証Eですが、後 tIDl ti憲一一昔lま洋聞とし、ひましれげれども 、 この

は依って居られます。皆なもう少しいつまで L 住 窓は日本風の洋聞が多 くなりましれから 仕よくな

宅金明る〈朗らかにするとい つれ泉分をおー持ちに つ 1: でせう。

なり ＱＺｾ 、 と存じます。づまりお座敷の花 ｊ｟ＫＮ にして 亀弁一一皆様t : 洋間と思ってゐる所に l時代鈴設

も皆その人身の趣味から ｈｾ て来ることで 、 只お 金 がめるんぢ ゃな いでせうか。自らf r : . って働〈部屋

舎かげにと L、ふ丈でな< :本t古の遺物をa ] : て〉こそ を? ともはれるところな〈現代の日本の趣味 に合は

自分の住宅fごと思ひます。 して行げばそれでよい誇で、隅から隅迄向うの形

捌健一一手入の仕方自r知らんですね。 1こなつでゐな L士、糸が務まない主云ふやうなこ

岡田一ー も少し自 分の毎 nの主t 汚し てゐる民主を? とは寧ろ今日の日本の現代生活には不通営なので

ェヰ. かして行つれ ι 家庭が明〈なるんぢゃないかと はないでせうかo p陸自分に便利なやうにして行げ

忠ひま す。 ばそれがー務L、L 、んぢゃないでせうか。

谷口一一手 入 を な れ 、ますのも建築屋さんにお・ 岡田一一西洋人{ 主日本の家主' 借つでも自分等の

君事ねになって、本営の手入を知って頂くことです 住ひにぴっ1: りするやうにしますね。

ね。又ｾて ＱＺ 方もそこまで秋へで ｉ 震かなし 、 と 、 結 棚栂ー一一勝手なことをして居 h ますね。 日本の

局自分で研究しなりればいり ないですり れどもね 郎屋でも日本人の勝手のい、やうに巡るこ t を考

亀井一一撲はその反封で寧ろ奥僚が日那さんの ヘ1: らL 、、でせうね。
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亀井一一 例へば入帖、 六帖、四帖牟の家を西洋 谷口 一一建築 の改支はそこ に行く八で すね。

人が借り まして、直ぐ入帖と 六帖の換 を外 して し 古; 畢一一時代 に合ふや うに自主り出過 ぎないやう

まひ まし て、白 分で八番の針金を 買って来て、 そ にね。

こへ カーテンを吊 して入帖と 六帖の部屋が何時で 槻信一一着物に挽ム注意の半分を扮へばlドa来る

も一部屋 になるやうに工夫する のです。それで十 んぢゃな いですか。

四帖 lニ使へ る穆合 もあり ます し、彼等Tごげの時に 廃瀕一一今まではさ うでごれ、まし? こが、 これ

は入帖 にし て使ふ、 と云つれやう にして居 b まし かも段 々目唱をめっ、める時でごさ、、 ますから 、叉

7こo 教育も随分出来て居りますか C、今の内お母さん

超智一一訟 の家をアメ リカ 人に 貸 しれことがめ にはさう L 、ふことがごぎL 、ますげれども 、先務お

りま すが、小さ い物 は自分で慨を吊 るとか、砲を 話のお客傑本位と L、ム様なこといお客様は毎日

塗ると か、 一切 自分でしま し1: 。日本人に貸 しま い ι っしゃることも御座いますげれども全部同じ

す と 、 さめ ｍ ｾ し て 下さ ｾ " かにをして下さいと ぢやごさ、、ませんのですから 、倒 にしかお出にな

云って何で も家主にやらせま すが、西洋人は自分 らな L、方の矯 lこL、、室を康〈とりまして、玄闘か

でこつこつ務人ま すね、お護所でも棚をどっきり 乙立添なも、のにして、 その卒商自分注の終日家に

澄 b、 カーテンを吊すと云ふやうなことで、す つ 居るものが、一番図量産する民主がどちらかと申しま

かり自分のもの にしてしまひます。これは詰り日 すと 、等閑になって居ります。さういふことは締

本の方 4 は家主? 自分で支飢なさらないで、家に使 人の領分として建築全考へる 、専門家に委せ切り

はれて居 ると云ム結果Tごと思ひます。それではい で主人のものといふ気持を拾てる必要がとき、、ま

げませぬ、自分の使ふものは、 自分の着物同様に すねエ 、貨はなの家のことを' 申ヒげて恐縮ですげ

長かつれも 切 つれらい、し、短かつれ ι 足しれら れども 、訟の家は先生のやうに外国には行って屠

ぃ 、、 さう云ム考で行つ7二らい〉ぢゃないかと忠 りませんげれども 、矢張り家伝法てます時に 、 ど

ひま す。さう する と随分住み夏〈なります。建て んなス 9 イノレがよろしいかと本や潟浜などで少し

7二時に民直ぐに置いれものも、自分の便利が恐つ 調べましにです。私は λ ペイン風のが大事きい、と

れら 、 どっちに置いても い 〉ものTごと思って居 h 思ひまし 7二。さうして建てます時に主人といろい

ます し、今仰 しゃるやうに非常に日本に同化して う意見が迷ひまして、結局況も主人に服従しまし

霊長つれのは洋間 百ゃな〈て、 やはり日本の聞です れ討も深山ごさ' い ますげれども 、盟主年経って見ま

ね。 すと矢張り弘の思つれ方がよかっれといムやうな

古濠一一 日本の女の方は建築 H 、ふことについ s i ，出て参りまし 1: 。例へば繊筋コンクリ ー トlこ

で、建 築l主主人の ものだ といふE買がまだ係強ご F してしまひましに後で、 それを取除くことが出来

い ますねヱ、も う少し 外に 出1: 時でも着物とか髪 ません。隣の部屋も十っと致し 1 Ｚｾ 、 と，官、ひましれ

とかには随分気をつりられま すが、家具などにつ りれども矢汲り= t 人の意見に従ひましれが、数年

いては量産りお総ひな い といふやうな気分がめるん 佐んで凡て矢強り直さなげればな心ぬ様になりま

ぢゃないで せ うか、も少 し家具 についても訟はよ し1: 。悠の大さにしても潟況で専門家も賛成なさ

〈ヂパ「トでも少し幾 つれものが出てゐると 、底 つ仁ものですから 、 しましれが、 それも後で鑓つ

員の方に何で すか、 どうして使ふんですかと いっ て衆まし 1: 。さういム風で花共1Jj. 門の智識はゐり

て聞き ますが、 そんな頭で員長について も研究心を ませんげれども 、終日家に居って一番多く使用欽

お持 ちに なつに もと忠ひま す。 して居 る先 に比絞的出勝ちのま人よ りも 勝手の よ

湖沼一一着物は随 分趣味を もって、い ろいろお い こと が分って居りま すので、叉般の折には L、ろ

考へになりま すが、 家のことなんか別に朱になさ いろのものを凡で研究も致しまして、家会主主てま

らぬ様ですね。 す時 には専門家のい らっしゃらない時は本営に主

古濠一一ー従 ってい つでも同 じや うなも のでうち 人 よりも : t . 織の方が司らなりればな b ませ八 。叉

の洋聞とい って理事まし て しまふん でせ うね。 監替 も専門家の後についていろいろ 申上げなげれ

軍配弁一一生活状態が さ うさせる ん ぢゃないでせ ばL 、げな い と忠ひまし 1: 。

うか、外国主主主ひます から 。 縮源一一結局主織の智識 とし、 ふ ことに な ります
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ね、犯は家i ; 持ちませんので、 家を建てられる稜 ひして いろいろ研究 もしてごさ' い ますが、 主各党す

の人は御主人なり主婦の趣味で詮築家 にも相談な るに御線人の方々が自 分の媒 'より息子なりの健友

さって充 分立証N;': もりもm: てられま すり れども 、 i ; 1 f 際に主右し将来の日本の国民を養成する責任

家 V 借りて生活しな付ればならぬものは、 ぞれ G '!e持ってゐるのでめりますから 、 その効について

の者の; 尽に矢張り家舎建てる j j 御自身 、 借家{ c も の一つ撃が畿がつでもよい答と忠ひます。回: 来が

少し ょくして項ば と思ひま すo い ろいろ 家族本位 厚生省ｾ作つでも ｊＰ ・ 聖書者 ー さん丈のことをＧやってゐ
に し ＱＺｾ 、と 忠つで も、 つい人のもので す から出来 るのでは~お聖書者は病気にか、ってからの事でめ

? 二主、を使って居りますが、建築家、資本をも っ ちま すカt。故防及 ;:f iぽ来の健安宿遂に関すること

で家を建てられる人々が さう いふ風に 仕向 げて行 lまなんと申しましでも住宅に主主ふところ甚大な の

げば、 接客本位が家族本位に もなる 八 ぢゃないか でゐります。然るに力、、る重要な建築に闘するー

と思ひます。それも一つの吹頁方法t ; ゃない力、と 般的な安、i旬に砂ないと云ム状態なのでみります

忠ひます。そういふ大きな間短 li 待に家を建てる から 、政府としても川何とも仕縫いのではな L、力、

方で j直営な皇友会主主て、項き 7こL 、と思ひます o ｾう といふ風に忍 lこl ; t 見へるのでめりま す。勿jへば生

すれば自然にー般によ; なると忽ひま す。 今の慮

ではそんな家全探しでもないのですから。

倒縄一一借家建築の一番慈い慮はどうせ安 く立

て〉家貨を高〈とらうといふのですから。

l祐源一- 3 f 1 . の家は方位とか iこは無頓着で、鬼門

がどっちにｾるといふやうなことない本賞に白

活改善同人舎と去っｾ［ : 額ひの隠鐙がか、る問題に

隙] して御熔人のインテリ j育の喜子栄運動全やる方法

として、矢3長り政府の費用ケ借りて模範住宅制下

って凡て、これ丈安い質問でこれ丈のものが出 来

ると云つにヂモンストレーシヨンをやるのも 一つ

の手でゐり土して、経営など L ｬｾｐ 知人の平にょ っ

分の佐よ いやうにやって居ます。さを冬〈て夏退い てやって見るといふやうに住宅経営にも衆tHして

慮でも一生懸命辛抱して居られる方がめりますが 少い費用でよりよい健康ケそこから生出すといふ

私 lま さ れ 、ふことに捉れな いで、矢張り い 、家を やうな慮が婦人がよ い人間: t ' 創迭すると云ふ天賦

建て '> T きればい、と思ひます。 の使命力、 ι 去っても 、，僕は御締人がもう すこ し磁

t羽億一一借家 l 主向も何もなしに述て主すか ι ね 伍的に JI七の間短に乗り出しでもよし、のではない か

ヱ。 とも思ふ 6りでゐりま す。官に主人の財ばかり嘗て

亀井一一家の集自国土 L 、ふものは矢張り道路或[ ま にしないで、針様の納め 1: 税金金問家的に活用す

プロックといひますか~そのプロックの向を例へ ると云ム意氷におきましでも 、御婦人主主が底核的

借家でもエントランユ又は窓が南に向〈やうに光 に此の問題に顔 ｾｾｈ しで も、 Ｚ ｈ 過 ｆ ると云｟Ｇ、こと

線 が よく 入 るや うに と主張しまして長屋住宅を取 はない様 iこ思ひま すo

西に長くと いふことを' 原則として大阪でこの方面 西弘一-'AJ.. は建築のカはよく分りませんが、践

に震カしてゐる人身がゐりまして、 我# も賛意を 村のことを研究してくi L とれのまれ止して悶 って

表して一生懸命にさうし 、ふ僚にやってl吾 りますが 居りま す。理怨的改善方法もな いので 、建 築事門

兎 L 角その問題は重要な而も現代では頗る痛切な 家のカがし、 、具合にお建てドさると L 、ふ位に考へ

ので、大阪市民三百前の内家全H ¥: ち得る人はその て居りま すが、 先つ'第一に借家なんか主主るに は本

内何% ですか ら、大部分は不本意乍 ら比 の 貸家に 常に 兆命の本 l主筆所ですから 、 みれの吹叉1J 法と

入乙な{ 寸ればならぬと云ム賀情なのであります。

が、然し此のおに付ては常に借り る人々か もそう

いム建が大 き く出なげれば闘家もそれを? 仰とかし

て呉れまいと忠ひます。東京では震災直後間 i関手?

といム L のぞ作りまして、各借家人の人々からど

ういふやうなおが不便で、どういム鈷を? 攻頁 して

欲しいといムやうなもの会カキから要求を? 集めて

線務課長の乾 さんが之れを? 笠理して注目 すべき研

究を習を表して居られます。倫各大事教授にもお願

い ふものを考へで Ｑ 貫 主 ＱＺｾ 、と忠ひ主 す 。殊に ｬｦｾｊｩﾭ

は光線の遁る日耳 L 、惑がL 、、ゃうですね。今まで殊

に農村の変所といふものは械 ｌ 、、時いｾで訟もな

いりが多数ゐりますが、 めれば建築法なんかで翠

戸; I i ' はかうしなげればならぬといふやうな江介にし

て項〈認に行さませんのです力、ね。

亀井一ー さう いふ獲の !Hるのを待ってゐる八で

す。貨 はこの間 L ]_X; ことの潟に枚方といふとこ ろ

に調査に行きまして、二 百戸ばかりの農村住宅の
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問どりを? とって見て驚いれんですが、お話のやう あつれか v 質際的誇明される務合が多 いのでめり

に蓬所は皆暗いです。外の明るい慮から其昆に入 ます。 HPち自分の家! 立坪二百回かげれか ι 、或は

ると一寸何慮に何がめるか分もぬ程で、恰度目央官量 百五十回かげ? こから 、 t 云ふや「なものも 、吾 h

官官に入りますと外と内との明るさの差が甚t:' しい

ので周閣の丸分げがイすかな いのと問機な状態の暗

い所に漬 物が置 いでめっ ＱＺ り、或は 塁ｊＭ ｾＴＺ かなどを

か、るところで事hつれのを食膳にのせると 云ふ際

ですか ι 、姻& の絡へ得ない L 営然と思へる ので

あります。 空紙のよ い白然の健康的の{ 康件の官補つ

れ中 に居て農村の人々は何故如斯不健康なの かそ

の原因があの11所にめる八ぢゃないかと思つれん

ですが。問弁高工の吉田といふ先主主l主F; 8 本農村

住宅の改善に乗出して蓋所の標準を? 作 らしれりし

てゐま すが、税常 iこL、、ことどと思って居ります

誠源一一市轡住宅のブロックなどを' 見ると総 位

改革されてゐるゃうですが、一般の大工さんにも

相f誌の2震を建てる時はかう L 、ム風 にしろといふ 一

つの案をお示しになつれらい、と尽ひますが。

が行って壊はれ1: 佐宅の屋根裏に入って調べて見

ますしどうしてもそ八なにかげれ物とは考へら

れないやうな物となって{ 士舞ムのでめります。で

すから少し位の災害に遭渇しで も奔易に嘆はれな

いこ とは勿論ながら 、風水害から先づ安全にしな

げればな らぬ ことも大し、 に考ーへねばならないと思

ひます。

西脇一Ｍ Ｚｭｾ係令に合はな いと ｌ 、 ムやうな慮Ａ土

矢張1 ) ｾ ， Ｎ 調べにならな いのです か ｣

亀弁一一建築{ 様令と いふも のは建物の状態の樋

〈最低の場合の係イ牛 舎訴し 1: 1. ，ので、之11以 1.. .:i E;

ｌ 、 と許さ ｾｊ と云ム限界を決めれもので 、本来 はこ

れよりす，っと上のものをｾてなげればな 乙 ぬ答の

ものでめ b ます。例へ I f {1康令では床と天停の問[ 土

七尺めればい、とい ってゐ 1) ま す げ れ ど し 天j ト

亀井一一祇共の見てゐますと建築家 に.1!1ff.相談 七 尺高の家 に入って ［ｾｰ 賢なさ ｌ 、 、 とても上がつか

し7こといム{ 主宅は大阪市騎し主 錐も、作IJ Y. で しか へて仕様がないものでめりまして、手干しそれを' 入

ないのでありまして、大部分は在来の大工さんに 尺にして御資なさ L、、先程越智さ八のお話ぢゃな

やってもらつれ慮が多い様に思ふのです。その意 いが、|止界的日本人を作るに相惣lまし い感 じにな

ｉｉ ｾ 、に於て今日ｊｬＭ ｛［慮に御出席を 照乙みましれ棚橋先生 るのでゐります。 叉比の限界を示し 制限内で階段

など 、工教育資際的に 1: づさはって ゐる人身にヨド を造りますと六十皮位の念傾斜なものになりまし

常な責任がめる んぢゃな いかと思」、ので ib 1) 主す て子供に lよ低くて仕様がないのでみります。三十

小林さんなど 率先してきう云 ム恩に町大工ｾ放育 皮位が生迎的の附係から申上ましでも傾斜がゆる

して行かなｾれば先 程岡 田さんの話のやうにエン くありますから危 くな いですりれども、市街地主主

トラ y ; えがめまりに立浪な吉田は v 見せる空事めの玄 築物法通りでは換して理想的なものは質3 J L i I "来 な

闘なので家の御主人主主は御自分の邸宅であ h なが いのであります から 、遡法でゐるからと去って安

ら、勝 手 口出 入すると云ふ笑へない矛盾を我々は 心して {士舞ふ終には行きません。ゐの土、 Tごつれ

繰返して居りますので、 これなどは普惑の大工さ ら大阪全世監は非衛生的になるんぢゃな L 、かと思ひ

んの殺到 しれ家が火税 それですねエ。 ます。これ以上L、げないぞといふtt を示 してゐる

結源一一一大工さ んが相常知 識がなげれば、 どう んですから 、役所に出願して、 これでい、といム

しでもそれに準じてやりますか ι 、幾ら生活を向 からこれでやらして下さ いとい ふて出来1: 様子力;

上させようとしてもお金のゐる者はおｾてになる とても念なもので、住んで見てどうも 家 に相膿し

げれども 、 ない者は借家にす，っと休ま ってゐなり くないか らや り直しすこといふやうなことが屡々め

ればならぬので、さう云ふ境涯から抜げることが りま す。 ー館建築家に十二 分に御相献なすってや

出家主せぬ t 云ムことになりますねヱ。 られれら い 》ぢゃな いかと思ひま すo

亀井一一建築屋さんがそれTごり大工さんの指導 古濠一一同じ大阪でも市内のつ飢よ検査をなさ L、

の責任を執ることもなら緊要なことのーっと思ひ ますし 、市外のっちはどうも等閑にされて居ります

ますが、又一般の素人のつむ -'< 1立大工さんに任かせ しねヱ。私のカは出来1: ばっかりに入つ1: んです

ぱ言宣言十料が不要 ｦ どから 、 それ ｦ ごり安〈家がｾっと が、い きぬきが ちっ ともないので欄間もめりませ

思はれ勝ちでめりますが、 此 の聞のやうに、 大 き ぬし 、 めっちにあっても 、 こっちにご ｾｮ 、ませぬ

な災害に準ひますと 、 それが如何に高債なもので から 、何 もなりませ向。それからそになりまして
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L 廊下が何? ごか汲って居りますので、おかしいと 度瀬一一洋風の家はうまく出来るやうに思ひま

思ひまして、 どうしてみんなになるかと毎日思っ すカヘ日本家(1時 h さういふことがめりますね、

て居りまし t: 。お隣に伺ひまし t: 慮~私の方はー・ 雨戸を閉め 、座数の路子を閉めますと廊下の息、tlA

棟二軒になって居ります。ー寸際いですから ~蕗 きがない t いムやうなのが:たが品 、、m築にもあり

がお隣のっちは私 の家 よりもっとひどいです。す・つ ますね。

と湯気がにつ1: やうになって居るのであります。 槻僚ーー さ川、ふ治意の足らぬ場合もめるんで

依 b滋めるのでおかしいと云ひながら金をめげて せうねヱ。

よかっ7こんですが~入月頃でごさ、、 ますo - オ0・隣 古還一一回舎の建築はどうも危かしくて。

の先生がゑい、こと 打、ゑち し、ことだと 云ひ3 . す 棚程一一周心力 Z慈し、ですね 、iJM容にお令ひにな

ので、行って} もますと床の底かもちゃ ぷんちゃぷ つれ経験がめりま すか。

んと云ふ音がします。気持が悪くて、 それから 私 古濠ー-"AJ .、はありませ 1，が、近所にありま す、

は懐中電燈台あげませうと云って調べて凡寸; ら、 私が入るまでは危かし〈て l士j j がな L 、、数居でも

野井戸ぞ英の儀にしてゐるんです。それでお隣の 浅いのですぐ戸がはづれ主すし 、松もしっかりし

般の底はぷか」くかになって居りまし1: 。ぞれから でなし ¥ それを? きちんとさしましれが、駁して入

家主主? 呼んで ー惚こんな飢暴なことを して野井戸 るのは仕方がめりませんが、少々のことでは入れ

をその僚 にして床析を1絞めるなんかと叱りまし? 二 ないやうにして置きます。モれをその主、にして

カ: 。そんな筈はないです、私lま知りませぬ、大工 極きま すと 入ります、どういふ由主力、 E，入るか cい

がしまし 1: 。斯う云ム認です。驚いてしまひまし ふ k 、板の聞にー聞の精子力: 入って賠ります o JiJ.、

1: 。ど うも検査をなすつにゃうですげれども 、め はそれを恐L、か ι 精子を半分にして総子を入れさ

、去ム のでは検査は市の検査 と幾らか惑がふんで しましれが、皆それをしてな L吐 、 ぞれから入り

す力、。 主す o 殊に ti J ; 口とか、敷居など外れぬやうにして

亀弁一一市街地建築物法主云ふのを; 盗用するの 置きませんと外されますねヱ。

に同じ大阪府ドでも適用して居る所ししてゐな 谷口 一一砿! ま皆様のや誌を伺って将〈感じまし

い所があり ます。先程 小林 さんから食事中にお話 1: ことをケお時間を拝借しまして符さしてI民主 1: ，、

がめつ 1: ゃいこ 、大阪市全穏 に建築取締規則と云 と忠ひます。結局は符様のあー2吉を'承りまして、女

ふものがめりますが、制 白 由 民 統 思 想 が 入 っ て が 酬 の 勉 強 を も っ と も っ と し t 、 自分の希望r

;51(て個人の liJ 尚ー械なんか喧しく言って居 りますの 建築にも申出てi ] : 築墜さんが正直にやってJ.H力、な

で、市街地建築物法も民慨を? 極度に市も必要以ヒ げれば結局満足なもの、 自分の趣 l 司、に令ふものが

l二 時 しまして、中身 そ こ 凱lまな いですo liJi't; tl' ， ; 51( んぢゃな L、川 思 ひ けo 蹴 毘 さ ん に 大 工

今のやうに軍人さんなんか、段々紅rのi沼位が低 を Ｇｾ￮ 脅して貰って 、 自分の趣 向 ｊ Ｈｉこ令つてゐるやう

下して来 るし、鉄ってゐられな い と云って厚生省 にして頂いてゐるかどうかを見て頂くといムこと

も:H来ま すし、健康のっち函にもキ目常の注意が扮l土 を始終しなげればならぬ主思ひます。私自身，卜さ

れて来まし 1: が、 きて肝腎かなめな 、簡は v 人間 い家を迷てまして、 白分もいろいろ十号機の家ケ符

の健康の創作所と も云ふべき住宅となりま す し 凡しれりお話予マi司つ1: りしまし 1:が、欠張り自分

偶人の経替にまかされてありまして、問家の附心 でもつ t 勉3昆をしなげればな らぬと思ひまし7み

があまり此の方面に向げられてないのでめります 室内fの設計も白分の設計で、光線のよく入る明る

古還ーー なl立大工を叱付げまして、 どうしても い糸持の い 、彪をとればどん な小さし、彪でも主主ぬ

これぢゃい かんと いふ認で、: 規則があるからその よく利用 ｈｾＪ ると思ひま す ｯ 方々で随分便利な主主
湿りしなさいといって投を数かせなかっ7こですが 月lr も奔凡しましれげれども、' i '1，( H在所{ ま入役以ヒ

それでやっと 風遁口もこしらへきしまして、 さう の菌検を? とりまして、 さうして取付の戸川、料丹.

すると関 つ政しぢや人間なんか入る力、らと いひま 霊といふやうなものを出来る丈大き〈しまし7、

しれが、何でもい、 か ( ，直しな さいと きしまし 1: いろいろのものを? 昔I らぱらん市議にして浪 1れをなる

が、息抜きをこし らへさ せるに 餓松長〈か、りま べ( J 資くして、片付り 1: ら全部のものがきちんと

し1: 。 納ってしまふと云ふ様にすれば粉麓な牽Fげになる

5 5  V I  



し、心安いお客様1:' つに もm所でもお誌を' し乍 ら くイ也J ifr " 0 んで! : l . 嫁はどうして居る Tごもうかと云よ、

何でも tlH! きるといふやうにカー テンでもかげて気 風に思lまれはしないかと思、ひますが、私共は線、て

持ょくするやうにしすこL、と忠ひ主す p よく片付〈 舟 に は院 ｪｾＺ ｣ ｮ 主で食料品 でも何で も母ー に煩 ん で置

と掃除にも祭ですし 、着目物の汚れ るやうなことも いて開 欣主義なもので すから 、 それで今迄伊j の非ま

ありませね。生活の能奈 L ヒると思ひます n な自 持恐い ことも な〈過して参つ.. ，: ｾＩのでごさ Ｑ 、 ま す

身きうい ｊ 、やうにして居りますので、働きｾ， ￲ 、機 から 、 1l .7. j ，: の家主笑古IJ皮 ではど うしても雨親を もつ

です。結局 自 分のも ので すから、池張もして往祭 とい、別に本官に自由に住まはして 、 ぉ・ｾＨさんは

屋さんにもよく相談して、 自分に勝手のい、校に : mって居つでも 、亦姑さんになつれら 、 そのお. J i 5<

{史ひ易〈 、気持にぴっ 1: り令つ1: L のにし 1:o、も さんが自由な位従になるんぢゃな L 、かと最前から

のですねヱ。 考へて居ーち土す。それで家を造るにも 、 やはり老

河 島一一弘は谷口さ んと正反針で す 。 ｅ 糾 Ｇ ｬｲＡ 立 ｾｮ 人の部屋を中心に考へて行き 7ょL、。それから設計

来る Tごげ狭いのを希望して居りましてー寸後 .t 同il を致し主す際に主主ji}j .にはで: まどうか主人b: t J : 文台

い ＱＺ ら何で も簡単に出来ると云 ふゃう ［ｾｾｬ 史い ｊｩＩｦ に 出して下さらねばゐゐせぬといカヅ」、新うせぬ止

し1: いと，思ひま す。それか乙 一 つの希怒とし Z し いけない と去って係りi i ' H ，八の お指EL: が過ぎると

て、重所の外に流し7 / < が どんどん洛ちるやう 、11'， 云ふ微な こと を' しな いで、7 ，> : 常に主将? として任 ぅ、

来る ＱＺＧ ＧＱ Ｗｫｦ･ 内に涜さないやうにと云ふことＧＮＡＮＮ ｾ 何 して主主き 1:o、、 さ う云ム ーつの淀女合夜、 ;主持つの

問も考へさせ ι れます。それから先程m湖さんの でごさ' います。

奥さんがお話のやうにやはり主富市の考と寸ー人の:考 越 智一 一 河らさんの ｩｾ ｐ 諮ｻ幻 ｦ 、の考ケ説明して放

が怠築の時に主主って参り主すが、1¥! l : る純度 !i ::lで 締 き土しれと去ム際 でごさ o、ます。今仰しゃっ1: こ

の言ふことに従って然 き1:o、と 忠ひ土すo 事常只 と! t . ーから十迄御主主成申 t げ土す。布、の申します

今も 一 寸設 計を致して居 ｨ まして 、 そのＩｾに中ＮｴｉＺ のは老人全粗末にするんぢゃなくて 、家中の主人

して居りま すo ;E A! ま斯うヨミム風にやれと申しま にしてみけＧる ＱＱ でとき Ｑ 、主す 。 どか ら 大きなｾＮＮＮＺＡヱ

すし、 ぞれに反劃して居りますうちに段々物が応 最後迄-t.人のも のです、 それ' ど ノトさい所に押込め

くなって来るし 、大丈の手. ( ，ないやうなことにな てしまム ι 云ふやうなことは不都合で、老人は最

りましれので 、 結局時間ｾＢこ来上げて中止して舟る 後迄自分の家の司 l 心であります 。 さう云ふ積りで

やうなことでご ｾＧ￲ 、 主す。それから越問先 ＡＭ ｴ のお とさ o、まして、決して布、l主ド人本位ぢゃないので

話で すげれども d、! : l . 家族主義にし 1:o、Ji でご 5 い ごさ'い ます。

ます。老人の居る部屋で普泊でよ L 、のぢゃな L 、力、 函脇一一庭園読がか、るとか去ふこ k ですが、

と思ひます。もう一つはあー葬式の時なんかのこと そんな こ とになる八で すか。

をァ考へるのです。年金取りますとゑ( ， o、不吉のお 捌猪ーー まにかかると決って居らぬと忠ひま す

話のゃうでござL、ますが、やはり入十ーもの母ーを 西脇一一みんな健康的によくしようとして舟る

抱 へ て 居 り ま す し 本 営 に 色 々 考 へ ま す 。 そ の 時 ので田舎の府 L、所なんか税金 を納めれら い 、と忠

に廊下 とかｾ口 、 内 玄聞の総 Ｑｉ｜ ｉ ｊ などにｴｊ Ｑｊ さなげ ｊｬ ひますが、狭い庭固なんかには、そんなことは忠

ばならぬと云ふやうな不健裁はしれ〈な o" ど う はなくて L ぃ 、ぢゃな L 、かと忠ひます ο 又庭園の

も出来るな ｃＮ 玄関からス ー ツと出し ｾ ［ :t， 、と 忠ひま 命 ること は隣近所の字:AAが真くなる ことで L ｾ、、

す。さう至k しま すと 家の 間取りな八か餓 健考へぬ と思ひま すo ＺＮｉｾ来る ＱＺＧ り税金なんかかりないゃう

とlH来割以 、やうな i潔で す。それでどうしでも只今 にして欲しいと忠ひます。

日吉隙に* ヒげて居りまして進み L溢きも 質 ｬ 立 ｭｾ ミ 亀井 一一 ー今の ｩｾｐ 提案に劃して ＿ｴＧｪｚ に保健 ｴ から

ないで 困って辰りま すo {p)i1.事!n;僚先生にl ，. : b' 智怒 丸て、 さう考へられない事もめりませんが、只 -

fe奔借し? こし、と忠、ひますりれどいそれか C先現 個人のn: f ，宅'が:必要以上に居者いl怠闘を持ち 、而 L そ

の夫締慰安 所 の ことでご さ' い ます。それよりも 、 の問固には城建の械な ＱＹｾｦ･ めぐらして 、 築 Ｑｉ Ｑ 、 Ｑ Ｑ Ｑ

なは御隠居さんの慰安所を傍へてめげ7こいと，官、ひ 7kを' 緩んで舟る械な庭園には、今 H の場合税金を

ます。さ うしてお嫁 さんはお母さん と一緒にゐら 官製しでもよい様 iこ忠ひま すねェ 。が然 し火ーカか

っしゃらなくて い、 〉ぢゃないかと考へます。よ ら考へ止すし例へば大きな民主! f 持って居りま す
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と空軍基なんかの18 合を考へま し て い それを別周 一角を救つれれ、ふやうなことで、矢張り 今度出

して出現主るだげ股〈空地を取らせると云ム風なこ 旅ま 1.... 1: 警訪閥、家庭防空組合と し、ふやうなもの

とで すから 、今 度の新 しく出来沢市街地連築物法 も 、 木透の廷 後皮ｻｴＧ遅延さす主云ム所官官防火 ｾＱ Ｑ惨

でも空地を取らなげればいり.11
よL、桜になって居り の効果とが組み合さって防火上の効果が期待出来

ますし、住宅の最小限度として住宅地戚では空地 る筈のもので すから 、 その 内のどちもか足りなく

が四割なげればな らぬ t 云ふことになって居 b ま でもいげないのでめりますo そこに狙民主がめる ;g.;

す。場所によっては住宅専用地区liilJ ＡＺ去ふ のが Ｚｩｾ で、 それは現在の図家経溶力で充分滞し得 る自信

来ま して、建築面積と敷地の割合で四割で六割以 がもてるんら・ゃな L、かと思って舟 b ますがねc

t の空地{ t ' 留保する毒I . { t ' 要求してゐるのでゐりま 慶瀕一一今日は地下織と防空とのお話を禦みに

す。l ! il ち空地を六制にしろと 云ムやうな規則 も出 して参りましれが、お話願へませんでせうか。

れのでとれ、ますので、町ミとしましでも 色々 考 槻概一一J1T. ド伐の仁l' に入るといふ ことです か。

へで居る際ですから 、 どう 1: かなると恩ひます。 亀弁一一地下繊はき干絞選難所として利用 する と

それから防火のことについては、大阪の夜来の塗 いふ考: ま棄て〉項き 'T: l 、、 空襲の時には路面の交

家と いふ ものが めりますが、 めれを比の間防火的 認は杜絶します。市畏の足がなくなる揮で、 そこ

に再検討しましれ のでめりま すが、元来大限の家 で地下織が唯一の足とい i 、ことになる鰐です。 そ

が制令 に燃えないといふ のは、昔の人が古くから れで軍事 t の N的の;尽に或はさういふ場合の交遜

考へ1: 比の塗t ;<:i 立り がめる 力、らで ib りまして、失 のおに空襲時の地 ド般の機能と いふものは盆 h 聖堂

火し 7こ場合消防が来るまでに 、 叉家庭訪認閣の手 揮させる必要がめるんぢゃないかと思ひま す。め

で容易に消し得るか叉は延焼{ t ' 遅延ぜしむる 73に そ こを泣罰Ｈｾとする概念ｻ主先づ棄て、頂き＿こ ｌ 、 、 或

ｬｩｾ 七の塗家を若干工 夫 すれ ば可能でめると云ム織 は食料，弘、7)( などを' 運ぶ こともみりませう 、 中防

校舎件7このであります o )1-[-，の質検しまし 1: 結果今 でもめれば空襲時でも止めないと いふ方針らしい

皮十五 日に は十六 ミリ の活動潟挺で建築穆合の遁 です っ大勢入って行き主寸左大総なことになり主

俗講演含に於て中湾建築課長が認すことになって す。今度は防謎笠のことを申 t げ主すが、 その太

后 ります。 防空上のお策として只今考へられて居 さは )1七皮の防空建築法によると菅平方会長以下とな

るのは、防空空地の留保と防火の二つに全力が法 って居りますが。一平方米に一人先入るとして、

がれて居る のでめります t :、今の庖果してどうな 百人入れます。そこが直盤強で燥怒され ると 百人

るか見、透 しがつきません。大阪市で L 百伎の防空 死ぬる 、二百入居れば二百人や られま すから 、 ド

核地帯を作るといふやうなことで、千坪乃至六千 イツ返りでは五十人以上一室に牧容しでは L、げな

坪の慮を総化して近隣公園といふ やうな名をつげ い といふやうになって庖ります。欠汲りーケ所に

そのな かで大 きい のは何前坪のもゐるといふ揮で 大勢集ることは考へ物で す。地下級の話は これ位

いき' といふ時には高射砲陣地 にもなるとい ふやう にして置きます。

にしてゐるので、今の虚空地に税金舎かげ るとす 給源一一家族の入れる 丈 の小さ し、地下家を こし

れば、骨鷲式必要以上 にぜいに 〈のものに枕がか らへればい、んですね。

、る意味ぢゃないかと思ひます。 棚 信 一一爆1艇が非常に近惑に落ればj ! J j; 闘ですげ

捌栂一一市民全惚の庭 U 、ふ やうな ものがめつ れども 、破片位なら l坊せげます。

1: らし、 、んぢゃないですか。 竹内一一私は、防: 議室の事がとても泉になって

越智一一大阪の電車の交叉黙の肢い彪が背〈な 舟りま す。新聞なんか見ま す し 地 F室と云J も

りましてい、気持ですね、 海外に はあ、 いふ慮が のが111て居りますげれども 、棚橋先生がちょっと

多 うごさ' い ます。 仰 つれのではな いかと思ひ ます付れども 、何か燦

亀弁一一 日本では木が盤宮にめり ますか ら木を 滋 ｬ 立 ｆ のカに行〈程 、 カカＺｾＱｩｩ ｬ 、と申し ま すが っ

使 ι のが自然でせうね、地震でもな げれば何千年 棚援一一燥1単li 下のブJ で、爆を費する事もめる ん

も保つ可能性がめりま すし、 それから大火になる ですから 、地下に居つれからと云って必子しも安

の も最初の五分間 を気をつげれ ば、例へば東京の 金とも限りませんですね。

震災の時でも町内舎が一致協力して、佐久間町の 竹内一一今のところそう云ふ ものを設備しゃう
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と忠、へば何plt がよろしう御座 い ませ うか、{PJ にも J 、ことは決定的かもしれ; l : -lt ん。地十三nz行って

しな いでい、ですか3 爆をま する ｾ｜￮ｬ も ゐ るんです から 、 総狩に安 心と云 ム

槻混一ーなるべく 空演を |物け' る7こめ lこ、家が立た 探 lこL 、かんかも知れません 、が !I かのは: 合、今 の

れれ時に磁'片なんかでや ι れぬ やうに工夫するよ 焼夷弧に到しての 事です。

り仕j J がないでせう ね。 捌億一一新し し、戦争には如何な る新しい武総力;

竹内一 一 それを何彪にもって行き ますかo Hj るかも知れな L 、。果してどんな L のが出るか解

棚憾一一 自分の米の近没にでも遣しらへ土すか りませんが、併し人間が特集して居 る状態lれ、げ

亀井一一一般防護室は地下が幸子いとし、 ふlli にな なし、o 1t 際 i; f らまかれ1: 状態で居るカヵ:同Ul 、は攻

って居ります。; ! t ・の理由は今の日本の場ー合ですと 怒し難， 、。? を殺の効果1: 1 本位にめ りませんでい

ヵ・ λ 空襲と云ふ事は之は非常に 向うが後牲を扮l主 宰ろ心' 1J 1t的に浪弱l をせしめ ると云 ふ ことが多いの

なげれば出来ぬ ことで、ヵＧ［［＼Ｎ 空襲は 、 ｾろ ｩ 敬 と 敵

と双方に果合をする場合に効力を? を:t l.セするのです

白然の防空壌に等しい H本海と大卒洋を越えて H

ですから 、質際の惨舎はめつれとしても 、 それは

閤家の抜書から去へ(ii 革か ' nのです。

竹内一一一私共主義校に勤めて屠りますのでよ〈聞

Ｒ本 Ａド ￧ｾ を「空 ｅ襲星せんとするとき ｌ 、 F円l 本のE設E物の性t質'1: 1はまつ木k カか、れますし 、家庭悶l防均怒E家I主i カが; めつ?: ゴ， い 、と云へぱ

と紙ですから是はスパイが入ると入 らな いに L 拘 こし らへ る 主絞犠 ｅ努 Ｍ ｦ合子附 Ｑ｜Ｑ 引 Ｑ引 ｬにこ予伊何 Ｑ可 ｪｾ 礎盆へ紺め ｬば玄 一干 脊昏よろ ｬしノ ｌ 、

らす

的 なz空主華襲星と云へば火災sを「起すz事長が一替郊効Jよ呆i込L的で、 亀井一一弘共協舎の力にでも御申込になればお

ヵ・刈躍は三+J : ] 歪四千 Q 上空から務 して凡て L 大 Ilt 話を致しますし 、簡単なも のなら説れで b ｴｾ ，ｾＨ＠

しれ効果のめるものではなし 、又近 い慮からなら ます。先づ防空域と云 J 、やつを・先づお こし らへに

兎も角詰! 日飽*京間は約千百三十キロ、大阪も阿 じ な るんで すね 。叉南京をま電所の空襲に備へて、 モ

位の距 維で一週 に入十 ｾの ｌ のが来るとし て も 大 - ' 7ー の爪l図に擁護墜を殺げであるの を? 見?こが、

部 分は応射砲などの後牲 にな る と し て い 仮 り に 非常に有効なる IJ]: が解つれと I有京凡感閣の一人の

Ｍｾ 置が大阪の 上 空に主主しれとして 、 松載誌なども 報告にめり土しれが、)iX; fJ.¥モータ ーの附近に燥弧

考へて一番効を?をま探しれトるものが選燥されなげれ が落ちても1 V . U片は底抜モ- ' 7 ー まで に飛散しない

ばなりません。そう すれば何んと云つでも 、焼夷 放運純金中 止しないで線被 /1¥* る; 惑でめると思ひ

wによる空襲と云ふことになるでせう。 まし 1: 。かう云ふやうな本は「建築と社合 」に L

槻裕一一咋はさうい ふ設になってゐる 、焼 却li'l 1- 1¥て居ります ので、調べて御遜知 申上ます。専門

といふことに。 的には ｭＺ築雑誌の五 月 誠 にい 防空ｬ＿ｾ門 委員舎の

西脇一一コン クリ ート が一審L 、〉とし、 ふ ことで 報告を殺せてめります。それには防空壌とか、 l坊

すね、防護室に便所なんかも必要ださうですねエ 議 室、簡易防議室、色荷なるも のがのせ てゐりま

捌矯一一ー必要でせうね、長時間となると 、 す。之は最近のものでまとまつれ 而も解り易い報

亀弁一 一防護室に何時間止るかとし、 ふ こと を、 告のやうに思って居ります。 Ｑｾ［ 協舎にも備付て帰

ドイツ の文献を見7こ丈ですが、飛行機による 空襲 りますからおl駁の時にはお，- 'ift F さし 、。筒、大阪府

と云ふものの性質上、 そん な長いI則前でないおば の防空謀に吉岡と云ム技師が照ります。その人に

事'c( なんです。ですから 、見に flJ 一時問か二時!日1 照めばいつでも説明 する やうな意糸を もって居 h

i? 限度とすると考へもれて居ります。併しさうい ますから御芹IJmなすってドさ L、。大阪IHでは、名

って安心し切る却にも行きません。一腹直接その 前を申せ ません げれ E い 沼寺 l入 賞 際 住 宅 に 治

述物に落ち 7二務合はL 、げませんげれども 、先住棚 ってをられ る方がめ りま す。吉 岡君に講演 E もし

椅先生の 申 され7二主主 h  、破片とか爆風駆とかいろ でJ l : へば、 そのおI l H e撤つ7この L めりま すか ら御

いろの衛艇によ る彩響は、 さう いふものがめると 覧をいれ ｶ き Ｑ Ｚ ｾ 、と 忠ひま す。向 、 東 京で閥 ツ 、

Ｍ ＱＡｉｦ｜救はれる ｪｾ ですから 、 ｩ｢ つに方がし、川こ主主ひ 五ツやつれ秘航も御座ひますが、之は符吉田沼の

ないと忠ひ ます。只家の開園にでも いろいろ防護 所に集って帰りま す。内務省の捻) 腐 してゐる 、内

するものが若しめれば幾らでもめつにカカ%、い と 務省家主云ふilfi 寝室又は防空潔 とい っ1: 様な むの

忠ひます。比の意味で防殻室が地ド室 にめると云 もごさ Ｎ ｾ、 ます。吉岡さんは 、 棚橋さんの後 ＧＱｬｉ で本
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協令の役員ぞし て居られます。 いやうな 闘を 引きますし、 自身工夫することもー

西随一一私は大阪の地下餓の使月I i " { ! > 何故もっと 力法かと寄じます。

紡涯にして置かないかと思ひます。折 角い、便所 論源一一・女主任校教育で筒荷台 引かせるおば' i l ( 際

が出来てゐ るんですから 、 ゐれはこしらへてから 出来ませう 五、。

掃除をしにもん- ;-ゃないでせう。 似縫一一無理ぢゃないかと思ひます。

亀弁一一 地下俄のみなら子大隊に街頭便所の少 続源一一ー女皐校のせJ 走は本常に引りなくて L 、

いのには驚 きまし 1: 。かういふことに封する，婦人 塊想的なものを凡てそのタl断念する Tごげの智識が

の繋は東京なんかでは非常に喧しい市長にも申 あつれらい、と思ひますが、 自分の家を脅かせて

込んで、市合がカを添へで使所が紡蕊ーになっ7こと もそれきへ完全に ，;!.t げません。

いふこともゐりますが、大阪も矢張りされ 、ムや 捌椅一一それは男でもよう替きません。

うにや っ て 項 か ん し 矢 援 り ル ーズになり勝ちで 竹 内一一住宅 のお話 でめりますが 、 允も私 Ｈｈｾ

す。 門拳校を数へてゐますげれども 、女撃校を教へ1:

捌健一一こ の際女子の教室主の同組ですが、鷲弁 事もごさ1 、ます。兎に角女ばかりでない男の方

さ/1 か竹内さんから 、女畢生の住居に事せする興味 もそうだと忠ひますげれども住宅に非常に 1興味を

があるかないかといふやうな問題についてお話顎 完まかれる時がめるやうに忠ひます。そこで私遜最

ひれ いですが。 L 考へなげればならぬのは、 その時を外さや、イt

鷲井一一 私主主の主義校では割合研究してゐるやう 居と去 J 、も のに狩して本常の考へをも 1: せ なげれ

に，思ひますが、女祭校では家事科がめりますが、 ばならないと思ふ八です。それを泌がしてしまっ

衣食住の内住居に関することは割 合に穂く 見て暦 7こら駄目で、めまり又女が寅際こしらへるやうな

るやうな傾向ぢゃな L 、かと思ひます 。 事になりますると主人主喧時にもなりまするし 、

亀井一一 ーそれは確かですね 、 女ｾ， ｴ にエルアに 広共のホ努力、 C考へますと本常に 1ま糸f也のない事

関する観念がない機に思ひますねェ、少くとも 物 ですげれども、その出来上つにものが 、 ｾ築家が

球全服用して計算をさすといふやうなこと t t 、L 、 ｩｾ 阿 佐 にな って こんなものはなってゐなし、 、 本館に

と思ひま すが。 馬鹿らしいといムキ111なものかも知れま ぜん。 イ井し

西脇一一 そこになると越智先生の方 lこ、女事校 それで L か土はないと思ふんです。と にかくもつ

の先生に建築の智識がないんぢゃないです か。 と阿呆乙し〈ないものが tH来るとそれにこしに司王

越智一一先生に興味がないから生徒が興味を持 はないた' らうげれどいともかく 、伎と云ふもの

にぬのかも知れませ肉、犯は自分の家ば自分で: I ' l t に華社して本蛍 に心か ら慈かされ る時がゐると足、ひ

てるものfごといムモッ トー にしてゐるんです 。さ ま寸。そこでよく指導すると云ふ事にしなげれば

うしま す と自然興味も出てくるんですがねo さう な ι ぬと忠ひます。

いふ風にして忍は生徒i " 導いて居ります o 1( 際 l主 河島一一四年生位、二十そこそ こで気ど慈かれ

段々建てる人が多くなって居ります。 ますりれども 、皆日本の家と いふものは玄関、座

亀井一一矢張 h 自分の生活に如何にしてうま〈 数とし、ふものに訟にきちんと はまってゐます o ib 

合はせるか とい ふ ことか ι でな い t 、 リアルの |止 れは人によって形はどうなっても L、L 、といふもの

界全凡て ゐな L 、か ι 、 まるで彼女主主がよき花嫁き ち・ゃなし、か知らんと忠ひま すが、 日本の家といふ

んになっ7こ時のその家庭の綬百年生f舌が天文接的に ものは人聞が営がはれてゐるやうな泉がしますが

歎 字 的にｾｾ でめる場合のみ砂考へてゐる様に思へ 中に住む人の趣味 によってどんなにでも考へてよ

ます。 とこ ろが我# の考へとしては、女皐校の ド、 い ものTごといふやうな謀叛心も起しますが一一、

メスチックサイエン λ がす ぐそのま』刻用出来る 谷口一一広は女皐校の生徒に悶百を 引かす とい

と云ふ数育を施してもらひ ＱＺｾ 、 と思ムのです。 ムことよりも 、 自分の館総かも申しま す と矢張り

古濠一一教へる人が興味をも 7こせるやう にして 借家に住んで居つでも棚のつり方を工夫するとか

行かな りれば駄目で す。家なんか尖 さんの事位に 物の置き具合を総へると いふやうな ことから 賀際

しか思って居りませんで、協商を 引かしでも出来 に工夫をし、教へで居りま す と自然伎と いム L の

るTごり四角のなか にまとまる綴 にして出る見Ir のな に到す る自分の趣味も養は れて来 ると，思ひま す。
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従って盆築に華社する怨 ｬ 水も湾 ｌ 、 て ｬＭＡＧｾ るんぢゃない 今後いろい ろ出来て ￞Ａｾ ると忠ひます。賀際問ｉｬｩ ｕ

か主考へます。 しではか、るアパ ー ト(::t大i恨の1}J，:合 i こは船場、 島

続本ーーー私は住宅といふものを主主つ? 二方商から の内の如〈笠間の人口 1); 1へタ F ーノレ四百人内外

感じて居ります。それは職業紹介所に 居って始絡 で、イ更 になれば l へクタ ール二w人内外になると

女中さんのお世話そしま すのと後で いやだと いっ 云」、やうなところでは、必然的 に 高Ａ否建築がｾｾ苦

て錦って深ます。それはどんな泌がし、 ゃなんだら

うと考へますし何となく感じが忍い 、何とな〈

奥様か家か何1:' か知らんが向うの2誌がし 、やfごと い

ふんです。その2交を一々奔丸はして居りませんり

れども 、 どうも家の感じが恐いといふこと 、女中

さんが寄付げないといふ感じは多分家と申しまし

でも女中のー替に自営つげますのは護所ぢゃない

かと思ひます。室所に望せする具惚的の宣言を? 私はも

って居りませんげれども、どうもさう いふ慮ぢゃ

ないかと思ひます o ｌ 一つ女ＧｉＧ｜ￏＮＢｾＧ磁ひになる官 ￭ｪ

のおよ言葉の中に 、資は小さい安中で結構です。何

も用事はな いので、本常に留守蒋丈でごさ' います

といム申込が大幾多 いんでごさ' います。それは日

本の住宅が.!mfr . ] に訂税率なんかの用心に不; 直営でゐ

るといふことを物誇って居ると思ひます。それで

作I放さう いふ こと ばっかり 気 に しますかと申しま

す t 、 只今は日頃主主主ひまして、非常に入手が要

るんです、mが非常時局が長〈液くに従ひまして

入手が足りなくなりますのどうしでも家庭生活の

簡易化をする。要らない入手を使 l土ぬやうにする

さうしてその入手を聞に捧げると いふ夙に考へな

げればな、らぬと思ひます。それには大いに建物の

ことが関係して〈るんぢゃな L 、かと思ひま す。さ

れ 、ふ意味で人的資源と申しま すか人手¥I . " 省く生

活改善をすることは住宅の間短が非常に関係して

ゐると考へます。私は一皮空巣に狙lまれれことが

されて居るところと存じますので、か、る場所で

住宅を遺れば高居なアパ ー トの綴なものになるの

じゃないかと思ひます。

億本一一 ぞう云ふ意味でアパ ート を造 る し よ

ろし いと 思ひますねェ。

棚橋一一恐らく炉旅 (ii 幸山 HH!<: ると忠、ひます。

谷口一一弘は女中さんが、共の家の感じで照っ

て来ると去ム ｚｙ［ ｜ￏＮＢイ司ひま す が 、 女巾さ八［きのあ ｲｾ 舌

¥I . " 聴きますと、入つ1:! 尽のすぐの感じ t 云ふもの

で、お掃除なんかも繋所を一見すると大き い家で

も禦なところもめるし 、 少さ いところでもめんど

いやうな不合迎に出旅 Ｑ Ｚｾｾ b  ありますので、 それ

を感じるらしいですねェ。

続本一一女中も全図で申 しますとプむ卜何ｾＧＱ ￬ も照

ります。その内の本常に必要な女巾[ ま何人かと云

ふ事も考ヘなげればならぬ。もうー少な主主の Ｉｌｾｾ ｲﾭ

から本? 吉に女 I:! : J に仕事をさせる時間、 そう云ふも

のぞ考へると 、留守脊のにめの女 '1' 等[ 主意i ! 1.; が主主

ひますか ι 、比山 ')5 (i 住宅問題で解決が付くんぢ

ゃな いかと，官、ひます。夜、共集 '1まして皆な子供が

大きくなっ1: 。それぞれ息、子の嫁も I買っ1: 、お嫁

にもやっ1: 、 そうするとどんどん仕事の関係で他

Ji)r にlPJ る、夫締1:' げになる。大きな家( : ! 入ちな< • 

なる。その内夫も死んだ、 自分が - ) ¥. 1こなっ1: 、

どうも困まる 、 ところが女' 1 ' もなく全〈 他所にも

111 る事が出尽な L、。之( ; 1 考へなりればならぬ。そ

とき' いまして、すっかりやられましれ、警察の方 れでアパ ート を透つ1: ( ，如何かと云ふので皆んな

で女中も置かないのカ［ｾ 、 げない ｫ 非常に ｐ じられま 金を IPJ してアパ ート をill 乙うじゃな L、かと云 J 、話

して、私は成法背様が留守の絡に一人お官官ひにな が出て、合員組織で研究問題にしゃうと云ふ事に

ると いふ ことが自 分の位験で分りまし 1: 。それか なっ? このですが、 iiJ i ' が私の考へではそう云ム老人

( . ，住宅の改善をしなげればならぬ と恩って居りま がアパートに住んで果して満足するかと云ふ事が

-; - 0 も一つ東京方面には大童話家庭的の感じをもつ めります。それから広は家は遣要所を中 心に して舟

1: アパ ート もごぎし、ますりれども 、大阪カ百のア ちまして、借家の人も盗断力旬、、とその家lまよい

パートと申しますと 、深 山の入金華主主主としに もの と去って喜んで舟るんです。それは流し も大き〈

が多 いゃうで ごさ九、 ますが、 矢張り家庭的の感じ 取り 、 陽ｾｾＮ 9 のい h 部屋を L って' * る 、1:ぴ1: ぴ

をアパ ート の中に盛 b込も、と し、 ふことは六ケ数い 人が鎚って入りますが皆、喜んで女中が入らぬと

ものでごさ' い ませうか。 云って喜んで居ます。

E亀井一一向 il 割合で建築しましれ東京小石川の大 槻裾一一時間が 少くなりまし 1: か乙住宅の 問題

曲にア パ ート を経倍して居りますが、 こんなのが の内で、二、三、 問を一緒にして色々の建物を御
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覧になっ1: 感じと云ふやうな事を一緒にまとめて 谷口 ー一- i字化槽の捻除 f;t.l"- k 何度位必要で す。

お願ひします o ｾ 弁 一 一 府の衛生課の方で何か規程がめります

畠井一一鷲弁さん如何です。 それに従っておやりになっ? こらし 、、でせう。

捌栂一一 御訪問になっ? こ家の中でお感じになっ 河島一一郊外電車に乗る時は非常に混雑します

れこと金一ッ。 が、何とかプラットでも大きくして緩和されると

西脇一一建物によりまして、期かない〉御気持 い〉と思ひますが。

の す る 切 れ 、家があります、 そしてもう一度めそ 箆弁一一郊外に住宅が大雪量伸びて行きます。そ

こに行き 1: ｾ 、 と云ふやうな感じのするところがめ して中心部分の人口が郊外へ逃避して行〈距離は

ります。それかも今度出来7こ放主主周ですが、 なん 大鐙収入 t 正比例するんです。牧入が少りれば郊

でも新し〈出来るものはし、〉ゃうです。それTごげ 外の空気のよいっちへ行かうと思ってい行げな い

逮築家の方が新しい智識をもってなさってドさる し、大阪の中心地は割合人口が少いが、郊外の所

んであらうと思ひます o 1ごん1:' ん気持のい〉家に 言明隣接町村の郊外と稀する部分に深山住宅が集つ

住まはしてI買いて結織と思ひます。 て衆て居ります o 自分の住宅を建てる事の出来な

河島ーーなは新大阪ホテルのやうな部屋が家に U  、者は1借家 lこ住まわなげればなりませんが、 その

一つゐつれらい h と思ひます o お客様でもゐると 借家が第二の Ｗｾ 土了を生む所でめるばかりでなく 、

子供にも耳目覚されないやうな部屋がないと、どう 母性の然に安住の所でめるのでめります o ですか

も困るものでごさ1 、ます。 らそれに主主ずる研究と云ふやうなものは直接続入

西抱一一使1引を全部水洗式にすると L、ふことは 主主によって取り上げられる問題化と }&.L) 、ます o 'llr

高くつきますかね。 際には園家の補助もめるべきでゐって、 自分遠の

島弁一一大住吉s市計) l l : 委員合で大阪の f*- が完 収入に加へて合理的の生活力 ｚ 出来なげればなら ｾｊ

jえして米ますと 、J t 七のよ幸の経費がお〈つくつかな ので、収入の六分の一以上を家賃に抑ふと云ふ事

いの見込が付〈と云ムi母で、水洗式に弘制される は非常に免除でめると云ふのです o 尖圏などは佳

宅法と云ふものを7 こしらへて中産階級以 F の人に

事になるでせう。

越智一一下水を直接海に棄てるんですかo 衛生的の住宅の配給 ｾｇ 成後の都市綬畿の重大問題
として行なつ? 二のでめります。我園に j冷ても図民

也弁一一海に入つれら沼化されるんでせう。

越智一一どうしでもロンドンの様に汚水全集め の厚生問題と云ふ事から私達も種々と考へて居 b

ますが、現在都市の借家状魅力4何蕗も彼方 も悪状

て島幸塁しなりればo

畠井一一汚水路理fii"'i Ri は第一、第二、第三と云 躍にゐると云ふことは我々建築家Tごりの弾でもゐ

つ1: 機に大阪市では相官大き いλ ケーんをもって りますまし、。衛生的の住宅伝送ると云ふ事{ 立国家

長 ｩｴｾ 呈するやうになってゐると云ふことです 。
もやって いいのぢゃないかと思ひます 。そうし て

古濠一一弘の家のN にコ Y クリートで貯める蕗 我々が手足どなって、ぃ、住宅を供給するにめら

をこしらへてゐますが、拾場ーがないがと思って賠 ぎれば、此の問題の解決{ 主総しいのぢゃなし、かと

ります。 忠ひます。ドイツなど b 最近住宅問題が勃興して

畠井一 一下水泌が完成しますと全部深化蕗理工 居りますが、それが非常に効果を上げて居ると報

第に行く稼です ｯｾ 理工場で ｬ 工大きな沈澱池に抗 告されて屠ります。

澱さして、いろいろ蕗理をして、す，っと沖に流す 棚縫一一 河田さん何にかお話はゐりませんか、

ことになります。 御覧になっ7こ建物についての批評とか。

河島一一 お茶には見に角あの肥料でないと L、り 岡国一一 どう云ふ風に申上7こらい、でオか、色

ないのTごさうでとき， ｾ、まして 、 化祭肥料では地面 々あっちこっちで理想. 的の家を巡って居られます

が汲ってゐるのですぐ腐敗する。金 ｒ ｬＧｬｾやってそ のを奔見して居りますが、私の先生の西川さんが

の勢でひゅっと出7こその新芽が最もお・いしいそう 建築の方を考へもれて始給申して居られましすこが

ですか C、 それを? 背読してしまつれら出身数L 、大 皆床の間に花を活げる司王を考へて居るんだりれど

事のやう に忠ひますが、船で淀川を上るのがな( t 、床の 間fごげでなく部屋に合ふやう に考へな げ

なりま す しo ればならぬと云ふやうな闘係から先生の主主られれ
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主食は最近悲 の近所に鍍紡の重役をして居られます って自民のやうなところに飾がある。それを槻て矢

三宅さんの宅によい ものが出来て居るゃうで御座 張り L、、なと云ふやうな泉がしまし? こ。そんな線

ゐま す。ー苦手後でお塗りになっ1: 家ですげれども で限新しい後つれものと云ふやうなものに最近の

また'主t k してゐますが、今日もこ ちらにさ喜りま す 建築は行って居つにゃうですが、割合眼新し〈な

前に伺つれんです o くってかへって何にも奇抜でないやうなところが

西脇ーーさ れ 、ム慮を見させて頂りませんか知 長持ちがするやうな是正分が致します。

らん。

岡田ー一一お見せにな h ますと思ひます。

ｾ井一一 住宅のカをやってゐます小林さんも建

築協舎の住宅委員舎も軍事んできれ、ふ新らしい家

は見るやうにすると忠ひます o ｾうして 、 棚橋先

生とか住宅に専門の j j の説明をして頂付ばそれ こ

そ ・「建築と枇曾J の着;flAz，質成することになる綜

ですねェ。

捌僑一一今陶閏さんのお話で、 住宅を悩へて植

木z ，植へないと 、兵隊にサ ーベルが落ちてゐるゃ

うで、一寸具合が忍いです、 さう L、ふ風に家の中

に、殊に 日本の家の中に生花がないと淋しいです

りれども 、 震際方々を訪問なすって専問的にさう

いふ尽なお話セ聞かして下さいませんか。

岡田一ー さうです、 どれ、ム尽に申ヒげにもよ

ろしいか、お家によりますし随分いろいろむー道

具なんか私が参りますと都皮童話へて主将しんで いら

っしゃる桜 に凡 える廊もゐりますが、随分昔式の

お宅もごさ、、ますが最近の家で l之、一泊聞に ー遁

位上りますしその都民主鐙へて居 られて こちらが

数へで頂く こと が多いやうに忠ひます。

捌徳一一竹内さん何か一つ0 ・

竹内一一建築物についての批剣といムのもおか

しうごさ' いますげれども 、 どれといふのぢやめり

捌縫一一確にそうですね。

竹内一一京都の朝日新聞でも初めはぴっ〈り主主

しまし 1: 。

棚樗一一・ まるで活動の看板み7こゃうでね。

磁井一一:矢:!I長り古いものは世の中の色 h の批評

ヤ受 lずで洗練しれやうな ものであります から 、 ち

ょっと凡では何でもめりませんが 、 矢 ｅ 長り何ｾか

それだげ1対. が II
J

J て司王るんですね。

竹内一一- 一般にさう云ム傾向がゐるやうです。

住宅もとてもモダン 1: ' 1 : . 云ふやうな線の挺直な袋

飾をなさいまして椅子なんかも飾りもな いプツキ

ラホ・ウの物ぱか h ならべて居りますと 、 その時は

サツパリし 1: ゃうですが、終ひにはなんだかつま

ムないやうな総がして 、多少やさしみのついれも

のがい、と云ふやうになります。

捌矯 一一めま Ｙｾ つれものは宣 ｦ 制使値はゐり

ますがね 、古いつまらな いやう な建物でもよく眺

めているとい〉のがめります。私はこの聞大阪城

のが1の借行祉の雄物をじっと眺めて感心しまし 7こ

何鼠と云ふ事なく兎に角、借行jd: . は古い忍r4toでも

よく貌ると面白いです。新しいものは別殺がきっ

くて、古いものを耳目る i較がゐりませんが、新しい

刺殺物に訟はされるんでせう。

亀井 一一目的がめるんですね、矢張羽目令官官l主

ませんが、今までの立添な位築物とレムものは最 朝日新聞として成功しで居るのですね。

活一、二年絵りごさ刊 、ませぬげれども 、新らしい 棚矯一一東京の丸ピルなんか い め h 云ふ風に

のが出来る毎にいつでも忍はびっくりするんで す 色を鎚へてお・化粧台仕直すと叉芙のにめに人の限

立添なと いひますか、奇抜なといひま すか、あー隣 に入って成る。

りのま黒い主主物( 朝日舎館〉でも i l Hk1こ時lま喪服を 捌矯一一時間も 来まし 7こので、こ の過で人舎に

見? こやうにびっくりしまし? 二。 その後 lこL、ろいろ し7こL、と忠ひます。有f員長うとき、、ましれ。

の訟築が出来ま すが、 新らしいのに感心するんで 底井一一い ろい ろおもしろ いお話ケ伺ひましで

す、胞が二、三年経ちますと一方から悪口をいは 結構でし7こ。

れるやうになる 、 さうして依り奇抜でないやうな 女

ものが割合永く経つでも矢張' > ｾ、〉なアと云ふや 石原初子氏から包' 目途中で温室しれ責任をは

うな泉が致します。例へば一つの T パー トlこ就い ? こすお考へから下の様な原稿を主主って衆 ι れま

で申しましでも 、大丸は色々の飾 hがi翠IIJ ゐる 、 しれから 、首座談合の総談として採録しましれ

初めは紛麗Tごと思ひましにげれども此の間久振り 放{ 卸併書宣伝耳目ひます。

に大丸の食堂 に参り ますと会主力; 二つにかlれて居 石原一一我身者s合生活者は、各郊外電餓の修車
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場、地下銀、育貨庖、 ピルダング、劇場、橋、等 毎日眺めねばならぬ庭は、依り凝っ 1: ｾ 、 奇を

々の大建築物に｛Ｚｉ ｫ 接し、近代の者ｾ市 美 を満喫し てらつ1: りしにもので無い方が、厭きが氷な〈て

樋# の仮宣にめぐまれてゐるのですが、住宅のみ よいでせう c

は、 その大半が不使な借家付: 居に甘んじねばなら 海なり 、 1¥1なり 、野なりの自然の汲税金とり入

似現状 にあり 、従って尖吹又は家主なり 、 それをナ れる JJ i . が出来れば申分ゐりませんカ; 、部省なり近

Ht て る任 にある建築米の刻解による外は無いので 郊の住宅地では、左様なわりにも参りませんから

めります。 その庭の大小に際じて、被石など多からぬ平' i l 皮に

家主ｾｬｩＡＡＺてますには 、 餅は餅ー屋にまかせる如〈 、 布置されれものがよろしい白い砂を入れ1: 硲は

信用ある建築家 l二、組 1J，j ーなり 、迎想なりをのベで 主主然としてゐて、日常雨の眺め何れもよい芝生や

依積するのが娘維fごと忠ひます o 誌の庭なども好もしいものです。

ーイを訟の皐II司や、 JL皐では到底駄目で、殊に B 植物園の縮闘の泌に 、 さまさ' まの草--t;:{e槌込ん

常の用に逗はれてゐる家庭締人に主って、往築祭 ｴｾ ・ものは、めまぐるしい又 ｊ ｦｊｩ からぬ縫にコンク

の研究は卓三維の* と存じます。 リート のil J J ，を作り 、絡をかげ 、燈鱗や石など j計せ

洋室千七論が11 ｾてゐまし ＱＺ が 、 これは各人の必要 主主迄並べ立て 1: ものは、凡そわす，らはし〈暑く

なり 、趣好なり含各自に' f J { 現されるべき問題で、 るしいものですo

H k の事務を取る上に於ては便宜上、洋室も洋服 女

も必要で すが、朱民主に j冷て一日の妙苦を癒すには 両日 it2;i 面の注築物として. r r . るべきは、欠扱り大

矢張' > . 浴衣各こに宛いで J刊のよ lこ坐つ1: り、終仁 和なり 、 京誌なりの ￎｾ ｩ､Ｚ寺をめぐべきで 、 総りに

りするのがよろしきか主考へ ますc も営然過ぎる徐ですが、法隆寺の金堂、唐招提寺

近 ｾｩｻ の住宅で第一に凶るのは、押入とか 、 物収 の金堂、雲港師寺の塔など 、何度見てもその規模な

とかヘ少いJ j ; : で、拾てる司王も :1¥l 1( i I . l 道具などの り姿なりには 、 理由もｾ＼霊長うで了ひます。すＮＮＮＮＮＮＮＮＮｊ

多い家では -)j 々に慨をT r l つにりなどゼねばならす と下って、近世のものでは、岡本願寺にある 111の

まこ t に見書写しいものです 0 ・怠の白線い家には是非 殿閣で 、 信者控誌など〉相Ａ突って 、 英家宅さを ｾＱＺ '> 

物置用の一室が必要で 、 級数となし、棚なども ｈｾ ふべきでせう。

氷る Tごり多〈し、主主風、採光がよりれば申分ありま

*  
ぜん。窒所は明る〈で7](. はげのよいのが肝要です 1也ド繊の各務及び各郊外電車の終効携の往物は

が、押入、戸棚などの投げはぜひめり 1: < 、湯殿 各初公きそひ、宣言拳さを誇り 、我々のl浪をうばう

は周回 fe 自のタイル政りとし、 :HiJ風呂がよいと忠 て居りますが、南海主か、大軌とか云つれ械な行

ひます。洗商所も使f}j" l.. 、 自のタイルを:5長つ1: j ] 先カ ｩｾ 、〈つもゐる綴では、勝手の分らぬ者が 、 刃き

が、清潔を守れて結総です。 車する jj ; : 合一寸まごつきます。省線の擦の機に 、

客室に経 ｬｈ ナかげるのは、→ｾの ｾｩｈｾ 性で美 ｪ 民 改札口の上か; 盛常な民主へ行先、時間、作j 番線査を車

でもゐ b鉄鮎でもゐるわりで、旅客によき感じを などいふ: m: { e 明示する設備が必要ーと存じます。

奥へゃうといふ一前には、凡殺をナ張って自己満足 女

ｦ･ｾＱ 計Ｚ い心 から 、 Ｉ｛涯にする風習が洩ってゐるの 百貨庖 し それぞれ に立 添 な 建 築 し 施 設 に 目

Tごと忠はれます。まめ外出者! : : ¥ . 2 f S 常者の政なも さ' まし い俊民を? とげ、殆ど大同小泉で申分ありま

ので、用意がゐれば安心でせう。 せんが、お願ひしておーき 7二L、のは、妨人便所の手

せまい家では客室象£入室になってゐますが、 洗携の鋭の事です。おしゃれな近代女性の7こめに

降i図が整頓されてゐれは¥それで十分です。 何時 い その前は超満員で、手 fe洗ひにくても容

婦人室には、WL衝を? 入れる? こめの浅L、押入様の 易 に水道に近つ' り子、度 身不愉決な忠ひを主主しま

L のを作り 、J : のカは戸仰などになってゐれば使 す。あれは全部手洗のｾと反望書 ｉ ｒＧ ｊ ｉ 二取付げる ｉｩ 、

刺で惚裁もよく 、婦人客などお湿し rH衆ませう。 鋭をとって 了って$I J に化泡E室会絞りるかしてI賀き

衛生上では家中に¥: l t i さす ) i が、理想的でせう ＱＺ ｾ 、 もので す 。暖房 、 冷房は先づ満塁 占 です。

が、一部屋住はほど よき lほさを持つれのがゐると 宮崎

変な ど糸持が泌着 きます。 大きな劇場が、次 4 に硫え でも作i J kl L彼 もi筒員
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h々 にはあきれます。設耐など考へてゐる ものは であると云つれ機な、古めかしいなつかし い勾

無〈 、着物をよ と されれり 、破られるのが厭? ごつ ひのする家です。

?こり 、脳貧血を起 し易い人身は、行かぬに限りま 京都ゐ? こりの紅がら塗の家 も、好もしいもので

す。 す。

*  *  近頃 ｈｾ 列 ｣ｴ こ料亭等へ行きますと、 ｬ 貨聞 の ［ Ｑ 本柱に 建物を俳句の j ] で扱ってゐるのは、篠原時代の

自然木制定つであるのを? 見交りますが、めれば慾 終殿迭に殺げられてゐる。釣殿、泉殿、な どで*

趣味です。旗亭等は数寄屋式のもので、絵り凝っ 殿1: l ，穣し、又泳を凡るにめに 、設げられ1: 話器殿

てな いのがよろしく思ひます。 等、いづれも夏の人事の季題として、現濯でも作

それか ι ぎらぎらと光る ｊｗ＼ ｾ 、 高官、桃色のかべ 、 匂してゐます。 2. 3 の例句をめげで見ませう。

亦L、屋根等、好ましからぬものです。 欄 によりて f.l!.. 歎ムベ〈泉殿 月 斗

女 泉殿念雨に魚の飛ぶ見ゆる 且 斗

俳人が惚れを持つ家は、低い土塀をめぐらしに 泉 殿 淡 き 火 影 の 水 に 落 つ 背 村

総民主Eのどっしりしれ構へのもので、門路などゐ 釣殿や7)( 澄 み め や め 杜 若 千 燈

り、 中へは入ると 、 まはり〈どがゐり 、総が切っ 浪 殿 の 腕 の 主 主 の 脅 さ 哉 背占星

V I 6 4  

訂 正

本誌 5 月脱出村孝義氏「四天王寺五重の搭に就て」の

論文 中 古Ｎ ｾ 17 H  2 行 IJ i 享保( 誤〉は3持 IJ (j五)J に付言f

J E します。
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圃 圃 圃E一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー宇一一ー門司E

外 視 の 。l

世'r. Ifi 滋賀腕大法市東浦 1番地ノ 1

敷 地 面 積 約 7. 帥) 熔

胞舎町雪道 銀筋コンクリ ート耐震耐火傷造( l 部餓

骨造) 4時事建 J 邸= 地下防護室及屋上=

時5屋守設ク

建築直樹床面積

i也 階 J.:! i7 ω 9苧 万 米 必6..14l:nijo 

1 階: l . 59;. 135 同 ]. ω 8.13: 12同

2 階 3.4:29. 520 同 1.0:l 7.  42fl 8同

階; 1.4:29. 520 同 1.037.4:298潤

4 階 :1. 4:JC1. 520 同 1.037. 4298問

培 農 405.045 同 !22. 5ZGl 問

延面積 J 5.  5. %.  2<JD Il'l l  <J.7ω; 妨げ同

認物 ｾ サ屋根 『 パラペット 』 上輸 Ｎ 建築地 健 司ヨ

リ20 ∞米

正窃噂屋 f パラペッ ト』上端 同' TI .4U同

開 港扇ｾ￟ｗ Il'lP.5.  f:lJ JPI  

塔屋最高部 1J. ω問

建百H素式新日本近世式

設計監 督 工 堕 憎 土 佐 猿 功 一 工 製 士 協 伎 t.w

li1!i 工 様 式 曾 置t 大 林 組

工 程 起 工 昭和J 2年10月1 日

銭 工 昭 和14年5月J () 日

“ 滋 賀 腕 麟 合 " 殺百十 ・佐藤功ー ・圃技 1専・施工・大林組 1  VI 



外 敵 の 2

正 面 玄 闘

V I 2 “ 滋 賀 麻 鹿 合 " 般計 ・佐. 功一・園枝 1専・縮工・大林組



A  1嵯

貴 賓 室

“ 滋 賀 鯨 膳 合 " 設計 ・佐藤功ー ・闘 技 博 ・施工 ・大林組 3  VI  



議 事 堂

議 事 堂

V I 4 “ 滋 賀I!醗 臨 合 " 放言十・佐藤功一 ・闘技 1専 ・施工 ・大林組



貴 賓 慮 接 室

参 事 令 室

“ 滋 賀 牒 願 合 " 殺計 ・佐謙功一・園 伎{ J 博 ・地:仁・大休組 5  VI  



知 事 室

{ 一 階 平 面 圃 )

V I 6  “ 滋 賀 県 系 嵐 会 " 言受言十 ・佐重量功一 ・国技 博 ・地工・大林組



知 事 際 接 室

( 三 三 階 平 面 図)

“ 滋 賀 牒 眠 合 " 言宣言十・佐藤功一 ・闘技 博 ・施 工 ・大林組 7  V I  



部 長 室

何百 階 平 面 圃 )

V I 8 “ 滋 賀 牒 [ 似 合 "
設計 ・佐藤功一 ・闘 技 博 ・施工 ・大林組



正 面 前 景 悶

] 0.12年ローマ在郊に於て開催さる

べき; ! I . i 図問問曾の重要施設に到し て

次の四つの設計競伎古河Tはれた

1 饗 宴 及 曾 識 館

2  イタリヤ文化曾館

1 帝 園 鹿 場

4 軍 人 麗 場

(Ar chitetlura  Di c.. 1938 より 〉

2 f - 面 闘 饗 Ｓ 芸者 ｃ ｉＳＰＰ ｭ ｾＩ 、 大集曾場ＨＳ ＰＰＰ 席〉 、 小 集 合 場 Ｒ 室 、 令官義室 Ｖ 室 、 箇容室 、

食堂等め り。

( イタリー) イタリー寓園樽建築競技設計案・饗宴及曾議館 建第家 Adal ber t o Li ber a 9  VI  
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{ イタリー〉 イタリー寓園憎建築競技設計案・帝国庚場入選案の 1 建築家 F.  Far i eIl o ほか 2 名



2 F 商 圏

( イタリー) イタリー寓箇博建築鰻技践針案・帝国庚場入選案の 2 建鎮家 Lui gi Moret t i  '1 1  VI  
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( ドイツ〉 カールスルーエの新温情局

m ill. ill. ｾ＠

I  E  E  E  

目前 自 師

l !:l: !4年ピリング| 尊土の受白せる設計案を原案と

L ・ 古いカ ール ・フリ ードリツヒ笛の中心に己念

碑要紫会考隠して鼠左された。苧面計mに於ては

特に交通隠密¢駄に留意されて居る。東面には鏑

張計l i J があり. 南は道会隔て，爽雪寝室や祝祭底場

iこ封 L . 西及ひ:北側は歩道に到し 往路になって居

る。

( Baumeister， Apr il， 1939 より 〉

外 観

r  

8&UMt I >T E 1 l 夕食品埠

不 商 圏

建鍵家 B ilI i ol 敏鍵 1 3  vr 



VI  1 4  ( イギリス〉 ア パ ー ト メ ン ト

断 面 図

銀筋 コンク リート這・主要プロ ックは所謂

“ lhree l Wo" 式会最初に試みたものと L て興

味がある。之は三戸で三階分を使用 L 天刻

高さの高いき閉会ご! 婚と L たもので・隠い宮

間 合有する高級アパ ート のＮｾ初土拒ｾ￰Ｇ雪 。 仰と刷

用L 得る長所がある。その概要‘土第4 闘に示

すi盛りでーある。但L 西側のプロ ック[ ま此式脅

探 R目L てゐない。向地下室は大部分を車z認と

L て利用 ! . 斜道によって二01ヨを俗納する取

が出来る。

( Ar chileclural  Revi e w， April ， 1939 よ り〉

透 腕 間

建. * WeJ J .  Coat e.  



標準 ｲｬＧ 階卒商ｾ

傑準下階卒面厨

"。
亡コ :

- ・

l 階 2 F 商 箇

地 階 2 F 高 岡

( イギリス) ア パ ー ト 〆 ン ト 建築家 W f! II. c Qat OI  1  5  VI  
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“ T hree two" 式 説明高

L U :  十ー段

LrvI : 中 段

L L  : 下 段

最 上 1緒: z p . 商 圏

僚主事上階1 f ! - 富国

VI  1  6  ( イ ギ リ ス ) ア パ ー ト メ ン 卜 建Oi 家 Wel l . Coat e.  



管 事長 室

竿図形のカウンタ F ・背部の閲形の室は支配人室

u
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( ' t . . f l 寸 d 干;¥』!

ノミ 。
Vl lJ ll K ' ，・ to .! :J. 

@  

平 面 園

(アメリカ) ホテルのロツ区ー! こ出来た銀行

とれはロスアンゼノレスの': Amba話 回or ｈｯｴ･ｬ ｾ ｬ 踏

のロ ビーに設けられた銀行であって. 既1 ' f - の柱含

巧みに利用すると共に. 天井の低いのにも拘はら

ず・各室の調子会そとなはぬ線に出来得る限りの

最少面積で うまく 考へられてゐる。

苧面闘の網目のか与 った位が既存の柱でそれを

基にL て. 中央の悶形の支記入室会中心に他の各

室会四万に配信L たのであるが. それらの柱も巧

みにカバ F され袈節されてゐる。

照明は・カウンターとタスクの上方に天井に秘

められた電灯がある。

( Archi teclural  Record， March， 1939 より〉

墜に沿ふ? とデスク. カレ

ンダー諸噂祭入れ・紙屑

箱が怠り旬けになっ・てゐ

る

<D 

N  

燈績震 5HJ e. Q， ￇｬ･ｾ･ｄｾＮ＠ t  7  VI  



4 戸 の 中 l 戸 の 外 翻

ジー 1: ノしンク o ι 、ルレングイー ス" は各戸811になる “ Rame-

rsdorf " 風祭含住宅であって. 線の木立と芝生におL 良く調和

ｌ 緊密な ｺｰ 面計箆は 一 階 Ｎ 屋耳鼻共に優秀な効果ｾ夜間 ｌ 居室

l土曜に其fi M延長されて. よき結合会示L て唐る。

くBaumei st er，Apr il， 1939 より〉
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地階
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標 準 型 辺 卒 面 幽 l 階

yl  1  e  ( ドイツ) Grunwal dの 1戸式ジードルンク“ ヘルレンヴ4 ース"
建領事ｾ Sep Ruf  



円
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〕

;. ｾｻｴｊ 司工 面図

l' ....'NG.kO OP1 

a  

2 措 卒 商 踊i

乏会乙二。

正 面 外 観

(  Archi t ectural Revi ew.  March.  1939 より 〉

l 階 卒 面 画

居 間 内 部

〈イギリス〉 住 宅 建築家 Deny s  L as dun 1  9  V  I  
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轟慾 部 分 詳 細 困

居 間 内 部

V I 孟O ( アメリカ ) ミ ド ラ ン ド の 住 宅

外 観
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卒 面 庖1

非F告に簡潔なヰ羽を宿する向。指針.JZ J 5 家建の小住宅。

各部分とも細部はよ く研究せられ入念に施工せられI吃

ゐるが. iまに居間の出窓の部分をカンテイレパ F で 突

き出L 基礎含省略L たお- その部分の窓の持軍這等は注

目の慣値がある。

地指はコン グリ 【ト・プ ロック積( 防水はアスフア

ノレ ト防水) . ] 階は木這 容積 l ii.140立方択。

( A rchi tectural  For um， A pri l， 1939 より 〉

建鑓家 Al den B.  Do w 



南 ll¥1! タt WI. 

@  

T E R R A CE  

乙 ｾ勺 ｊ し ｾ

SPACE fOR FUT.  RMS 

11σ ‘ ZO" i: 

地 階2 j S - 百 i創

L 一一ー一一ー

l 階 卒 商 問

東 側| 外 震

傾斜地に建てられたスタディオの外に l舵I つの綬量さを有する小住宅。 そ

の綬案もス立デイオの一郎分となる椋に工夫せられてゐる。 工慣を節約

する厨: 三出来ゐ限|間11';切l¥- '省的 L ・間取も伺. m_が規則』狗に行 く織に1-1:1現在て

ゐる。窓はスタデ ィオのー:/j iこ大きく開かれ 道路の側は 1 11際の高慾が:l J (

られてゐるo : S 建具はfriI :h もi荻役 L と聞き とが交配になってゐる。 将来

の蛾張は札制 亡限定せられ夜宅 2 っと浴室とが設けられるだ;t の廊 さが

ある。敷地の隠きに ｏ ｧＺ ｴｸ ｝ ＳＵｾ 尺 ・ 建物の容積 ｇ Ｎ Ｔ ∞ Ｑ ｛ 方 ｬ 択。

くArchi teclural For um.  April. 1939 より 〉

〈アメリカ) ロ ス ア ン ゼ ル ス の 住 宅 建集家 Ra pha e l S.  S 町 i ano 2  1  V I  



‘ｾ＠
] つのf君臨型の小住宅と L て・建築用初料a:

はじめ扉. 慾建具から物入其他の家具まで ] 組

とL て質問されてゐるもので. 週末住宅叉辻ア

パートメ ン ト 風の小住宅 とし て ｪ 苗ｾなものであ

る。この( : t : そで辰も注目すぺきは・ 2 つの寝室

の聞の鹿間{ 二設置せられたキツチエネッ トで・あ

ろう。これ; 土陸絡された製所のセッ トとでも云

ふぺきもので. ? - 告滋国坊主らス トーブまで附いて

ゐると L 、ふ便利なものでー認所の而磁を師1約す

るmにーこの上もなく役にl[ つ。暗部三構造的

のモ ート・ スティーノレ脅用ひ 室 内l士ペ= ヤ板

仕上。敷地守合む質問 0.[.ooJ 告。

(Ar chit ecl ural  F orum.  A pril .  1939 より 〉

キ ツチェネット

V 1 2.2  ( アメリカ ) オ ハ イ オ の 住 宅

'  .  

内 ZE! 攻 ずJF fj “

守，［［Ｎ ｾ 哲 ｊｊ ＱＱ Ｑ ＱＱＱＱｒ R  
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建策家 B. J .  Mc G町r y
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この住宅の忌も大きな特色は窓の取銀

ひである。間住の湖に板E百子H iIi込ん

で窓は一切開かず・換気は窓の下のガ

ラリから行ふととになってゐる。

日景子也子の震に跳皇室が妨げられてゐ

ることがなく. 盗人に安全であり ー各

は熱の損失が少〈・風雨の時にも充分

の倹気が出来る等の長所がある e. 設

計者は言ってゐる。

敷地面積 72択 x J a 択。

建牧熔積 7，800立方択。
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唐 様 の 奇 構

(  4  ) 藤 原 義

大虹梁をもっ て上部構架の主要 な骨格とし 、 これに配 す

るに誇 包材供、遊出fE尾幡、海老虹梁の功妙、な結・1午を 以て

し、猫待の構造美を後揮してゐ る。天竺様の大脇卒直に

鈎し 、 これ は 装 飾意匠の巧括主主 ｾｽｊｬｬ へて務理 ｈ ･ 呈 す る。

不 動 院 本 堂 f ぽf 鳥市〕 室 町 時 代

2 ・向上



4* 妙 成 寺 祖 師 堂

〈石川勝羽咋堂)

日蓮宗伽産で、本堂、五重

塔をはじめとし 、桃 山時代

から江戸初期に於げる待異

な相思議手法の建築ｾ多 数 擁

してゐ る。桃山時代。

3* 永保寺開山堂

〈岐阜! 際多治見)

成主主山として知られ る

純利にある典型的な唐

級建築の l 例。

鎌定時代。
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調査合の常務: f_t 事、吹て飲E喜藤前総理大臣を7令 長

とす る勤労者再教育中央聯湿の理事長として又図

策研究舎の子高[ カメ y パ ーとして字屋大崎の組詞本

Ｒ 官官の大立物と算へ上げ遜覧すると き、 ｨ｜Ｇｾ々 ｩＺ る都

市宮1・3主?こ るよりは図策線上に 虫学え立つ大きな姿営

誇りとして居つれのかも知れぬ。下村:ぷ博士l立証l!，

国民の逗悼合席上これ等内閣にあって計笠立案し

れ 10歎の案のめつれことを7報告せられ? 二程である

からして、偉大なる都市計笠家のタイ トノレでは英

偉 大 な る 都 市 計 童 家 の 死 約 仰 と し で 衆 団 げ な いかも知れぬ。しかし、

大 須 賀

私の信す，るところでは一一同氏の好むと好まさ' る

巌 とに拘らす一一同氏の宇宙は都市計笠であ b、半

商は母校京都常火山身者の大なる庇護者でめつれ

本誌策 2: Ｚｮｾ第 Ｓ 誠ＨＷ Ｕ ｐ Ｉ { 主、故池田宏氏の小

限1 : 3 _ 亘悼の文とを殺せて「比窓!氷で本協舎と関係

浅からさ。るものがゐるのです j i : いふて居る。最

早 これ以 t 、池同氏と本協合及び本誌との因縁に

ついてク 1-" ｾ＠ ド諮き 立てる必要は無いと思ムカヘ

賓 は こ の小稿を起し Ｍ ＯＺのは「珪ｾｻｫと祉曾 ｪ がわれ

〈しの手に届く十日詐り前であつれのである。恰

皮その頃、池関氏の追悼合と犯念の出版とが或人

と々 相談中であつれのが、話器絡すとでも いふべき

か 、ｾ ［よ い よ賀行されること〉なつれので 、 それ

等への多忙の銭め原稿永成品はそのま、と なって

居つれのを今これに誌、| 牢舎のことぞっげ加へて笥

稲 するこ と、しれのであるかもして、E員を7車rr って

尻尾をつげ加へi : 蛇のやうなものが出来上つれ段

先以 てE賞者諸沼へjl p若手容をおl ¥; J t ひ致すプペ第であ る

2  

池間J ¥; の震を地I ‘ か( ， uヂぴ起して、こ れに偉パ

なる都市計史家として実ＱＧＢを ｾｵ Ｚｲばんとすと い っ ｩＺ

ならば、或は 「自分は皐なる都市計3在家主 呼ばる

〉こと は決しとせない J といふかも知れな い。事

質 問民は、官震として、都市言1急: 謀長か ι 社合局

il 品同氏が大阪高大の先生をし、京都帝大の先生

をしれことは、 同氏が寧ろ事者として1止に立つれ

コむが遁営であつれかも知れぬと多くの人からいは

る〉ほど筆者臭かつれ性鮮をあらはすものでめる

と同時に 、 この先生 として穆せらる》所以のもの

は氏が都市計君主の大' ぶでゐつ i: こt でみる。若し

ぞれが. ! l t に行政法或は j也方行政の講師と L 、ふなら

ばイ也にこれが適任者! 立日本図中幾多右之伎で、ill!，

回講師の講義が盟主年ならす，してやjcんTごこともそう

しれ意味に於て V あつれ こ とを物語ると思ム。

建に池 田氏を死 に至らしめ? こるものは上海の郡

市計 j駐であつれと忠ふ。 日本の都市 ri -I鼓法の起業

者であり 、 而して上 ［ ｾ ｰ 干の再建への都市計ｩｊ｛のＩｾめ

に倒る主 いふ比二命題! ま池田氏の恐ら〈音寺りとす

るところのものでめっ? ころう。矢張り il l 1田氏の牟

商として浪く彩らる、ものは者s ｩｾｪ 計箆家でめると

日目 ， 
"，、_，.、。

5  

円本の都市百ｼ笠が 池 田去と ｌ 、 ふ ｬ 人の力で ｈＧ ， Ｑｦｾ

7こものでな い こと lれ 、ムまでもな L、。片岡博士だ

の佐野陣士Tごの叉内回博士の如きその他等々幾多

の有名無名のオ能と勢力とが今日をｾｾ事し＿こ こ とは

長、東京市助役、社合局長官と w都復興局の中堅 ｻｪＮｾ 策でゐうで 、 都 市 計変から 地 方言十蛮へ 而 して凶

から京都府知事、榊奈川t探知事、 而して東京市政 土言十重す らも叫ぱ る、lこ至つ? こ。しか も日 i説支談
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抗ー惚の所管i新東] TI l .の主主設約基礎として考へもれ 大 ｉ ｾ 都市計君主委員舎の専任幹事に就獄するやう慾

るに至つに過去現在を遜じて、池田民の論文が白 l尽され7こ結果、筆者が大阪へ赴任し1: 直後i I l J ，関内

水 生のペンネ ー ムを以て 将司王新報誌七に話 ｾｬ 主され 務:，1 } 記' 古は何かの用M- で大l仮躍を遜過されること

に頃から都市;Jt:rl l法の立案者( 都市計益法の! l iM去 を新聞誌上で知つれのでめるが、 その時聞が午前

法れる市街地建築物法のそれともいふて差文な い 零時とか I 1与とかで i徐りに時間が遅過ぎるので知

と筆者は考へて居るが、 それには池田民よりもそ らん風にして鋳宅してしまはうと一度は忠ふれの

の功苦手の半ば以上を分指する人があり池岡氏自身 でめっ? こが、。念の然めプラットホ { ムへ行って見

も曾てそうしれ意氷で筆者に語 りその人の功勢を る事にし? こ。池田内務t; !; ii i J 官は着車するやプラツ

讃へれことを記憶するので之を省く〉の殺事i 1 = t " r:lf トホームに降りて来て種々都市計遊に除j する事項

ふべきであることは何人 L これを否まな L 、。都市 の羽合をしれ上に筆者の住居が凡営らなげれば最

研究舎が務内務省隊舎の門前の大日本な 立衛生合 近鱒勤となっ? こ令弟の家へ-11寺住つれらよからう

の屋合から現内務容の構内に陣取って、内務大臣 とまで注意するのであっ? こ。筆者は「来て居てよ

を令長に戴弘右手に全閣市長Ｍ･Ｍ議を提げ、Ｊ ｊＩｾ かつれJ とも忠ひ内心大にめかしくも感じ? こ。

市政調査舎が和製ピヤ ー ドの研究所でゐるとか何 4  

とかL、はれるにも拘 ら子、大阪製造の金歯都市開 祖l ! ，同氏の終2苦心は本誌の識者諸君には輿l ! 1c少な

題令殺を左手に狭んで、一大都市研究機闘の陣瞥 いことでめ らうし、花屋日 記の如き後代に洩る名

が成立しれことは、池田民の力でゐつれといって 火ヰを持合ばせない筆者はこれを省くこと、する

差支な L、。来事百の瞭野にこれTごげのものを築き仁 が、IIι 同氏の死因はいろ 1，、ろに取沙汰せられ1: 。

げ? こカは準克氏の精力絶倫な努力の結果に外なら といふのは、如何にも名浅惜しい死に方でめっTこ

ぬ。 からである。筆者が入院を知って見舞つれのは去

今日 iIlJ，岡氏の溢普となっ7こb の〉童文について算 年の暮でめつれ。民は設にきいて衆にのか、楼に

へ? こ人にきくi : ｾ ， その絶大な精力はそれによっ 知らせな いやうにして入院しれのである 、 l 遡問

てもうか V はれるのでめるが、 これを内容的に貌 も経てば退院するのだと如何にも元気でめっ1: 。

て相? 吉成汎なものでめることも解るいまに民の 筆者は正月休みが終へて病院へ凡舞に行〈のl ， g毒

死後その家庭に後見せられれ未定稿を見ると 、充 践して、多分今頃は退院してわが家に居ること、

明に原稿用紙に誌されT二ものはま定み難いまで にすF 底、ひながら 、 ソツト病院の受附できいて見ると示

字黒文字を以て訂正叉再訂正されてゐるのでめる t:' 在院 との事で病室へ行かうとすると 、病室の前

からして、小パンフレ ツト を普くにつげて u中身 に親族の人身が愛に主むんで顔全並べて居られる 、

の刻苦精闘が賞されてることが知れる。筆者が、 民の義兄元大阪府知家中川氏にきくと fι 骨量状態に

時ミI i - 新報誌上にプツクレビュ ーを容 v1 と依潤され ゐるとの事でめる。荘然として共慮の安祭精子へ

れ とき 、 その帯の著者であつれi I l J ，回民がこのi I J : を 落ち込むでしまっ1: 。こうなつでは、積りとする

いれのは病問に於て錫され而して 400ペ ージか は主治聖書宮川博士の京都から湿って来る時間にー

らのものでゐつれので、筆者はそのことを岱き加 総の光坊を見出さんとするばかりであっ1: 。博士

へで著者の熱心 とi l ' t 面目とを讃へ? こo 着の報に救ぴ第 l 回珍祭の後に「示t: '絶望でな い J ，

更 に、lll!，開民の仕事lこ忠、資で熱心な指話として といふ言葉lこ心 を勘ますを得れが、翌朝の診察に

筆者 の記憶に深〈印刻されにものは、内務容記官 は博士が手 を滞めながら顔色歪 めて軽 〈左右 にふ

でめっ1: lll!， 岡氏は再度まで版関へ西ドして筆者全 つれ 「死の宣告j に寮も出な〈なってしまっ1: 。

V I 6 6  



何が惑かつ 1: 彼がどうのとに惜がる人々の. い はれてならなし 、。

ろいろの取沙泳はめつれが、筆 者1: t 断然池田氏の 池同氏の死は体染病研先月tの附必: 府院の聖書師が

死 lま「過ぎれる勉強J r休みなき勢作」でめつに つり? こ存有名に図ることにキ日誌はなからうが、 その

と今も信じて居る。係りにも休みなき努力は総計 死の原因はｾￆＮくもない身鐙を［過度に ｦ 木みなく ｊ 怠使

しで多量であつれことは慈賞で、 これを凡庸人の しれこ k であると筆者lま間〈信じて居る。

休み休み 70歳80歳或は 100歳の長謀者に比して勝 目: 本の都市計霊Eとは不可雌の職務にゐる本誌の

るものでめっ? こらうか、天オ者を59議で死なせて 讃者諸宕は 、 曾て同じ〈都市計量 ｴｾ 任としれ大屋

しまつれのTご。筆者は同氏が寧慌の強託として所 窓城博士の死守悼むだ知〈に 、i ! J ! ，悶氏の死に就い

繍上海都市計主主の最高顧問として第 2 回目の禁足 ても哀悼せらる〉こ t 、信十る。而して、 これ等

の時、 これを" *京高串頭 に見主主って、その日は紳都 の ＡＩｈ ｬ｛ＡＡＧ慰むるの訟は 、 興ｾの新秩序としての日

々市計笠について長時間の論議をせられれらうと 術支援13. ー骨量の都市計撃を諸君の手によって大成

想像さる、穏に 、如何にも疲れれと いふ風に見受 せらる〉ことでなげればならねとも If(!!， ム。

げられれ同氏におして、波行中汽車の中でも汽船 5  

の中でも殺容ぜ F ること 、執筆せ F ることを総身

4  }:j 15 日午後零時から ff [ 京一ツ橋S ・士合館で放

と警告し1: 。氏 !;t右手をグン= ヤザと窓口にのベ

il 仏関 宏氏の追悼合は聞かれ 1:
0

* 合:者は東京 F付近

て行儀慈〈座して居られて最初は「まれ始まつれ」

の人々に濁して案内状が愛せられにので、 ;111悶氏

といはぬ許りに菌を曇らせれのであつれが、一瞬

知己の全図にめる牟数にも及ばなかっ7こと思ふ

時笑みを全面に深せて誉会話主に幾度も煩い? こ。病

U  7r ' l  Ｏｊ ｬ 、 法族の方々を ｾ Ｇ ｉｊ 日へで約 ＲＰＰ 名でめっ Ｑ Ｚ 。設起

床では比方からいはぬ先に 、氏は本もま責まない筆

そ執らないと枕元のノ ー トｾ指してこれ に 記帳す

る丈Id fごと然解するのであっ1: 。劣オで怠I d 者で

める筆者から幾 10固とな〈勉強するな -々 k / : いは

れれのであるかもして、収池田氏は心の中で笑ひ

もしれらう叉迷惑でもあつれでめらう。

上海へは う回往復されれそうである。絵りに時

間がか、ると いムて飛行機で往復されれこともみ

つれそうでみるが、 その前後に飛行機の墜落がみ

つれので以後はこれをやめると響つれ t も停へも

れてゐる。叉上海から蹄つ 1: 筆者の知人と街であ

ムや否やその知人は筆者に聖まって「池 田君はイ j J

R よ、上溝でアンナ危骨量なところへ行〈なんて会

〈必要のな いこと だ、是非アレはやめるやうに し、

ひ給へ、こ れを いふのは君が適任者Tご、恰皮ぃ 、

ところで御含し1: から いふて置く 」と いはれれこ

とも あっ1: 。何にせよ上若手から路つれ最後の時は

維が見ても 民の衰弱iまヒドかつ? こ。 今 考へて見で

も池同氏は上海の都市計箆へ命を捧げれ としか忠

人代表として永田元東京市長の挨がめり 、 同氏の

指名によりー木元福キ自の所感が主Eべられ、次て枇

合事業方面の代表として添同氏の逗悼詞と幽策研

多E合方面を7代表する下村氏のi邑憶談がめり 、更に

民の第 3 方面としての和歌を紹介し朗吟もあっ1:

要する に、 これ等諸民の所感なり追悼詞な h這憶

限なりを渇して 、 組｝Ａ，悶氏が苦ｾ市計主主の権威者でめ

って、筒支で製者で叉図策に貢献するところもあ

つ1: 偉大なる生活が語られれところの合合でめっ

? こ。而して筆者 lま泌々と思つ1: 、時代は正に偉大

なる都市計業家自? 述築の) J ! i i i に要求しっ、めると

佐野利器博士が日本大多を僻し? ことの報に援しれ

館者は直ちに平 ｌ 見ｾ同博士に申 ｩ さつ ＱＺ 。

1た i:f 

イヨ
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土 木 と 建

築 知れぬ大自然なればこそ 、土大! こ[ まれれでゐる

のであらう。

×  

新 名 種 夫

所が顧みてま主築の取扱ってゐるものは何う 1:' 。

住宅、アパー トメント 、 ホテル 、病院、商底、銀

×  

行 、 才ｾ J.鼻、事務所、星島校、劇場等身 一一

同じ系統の技術として、土木建築と一口に呼ぱ

これ 等( ま果して全幅約 に健全な人績のi芝歩に寄

れる。併し これは土木と建築との技術的方法の類

似からの結び着きでゐって7、必す' しも土木 kE主*!

奥してゐるものばかりでめろうか。

不健全な安逸と 者f事と享黛とのかげらが、慰安

との扱ム事業の内容の類似を意味するものではな

い機に思ム。

や休養と混同されつつ、何んな注築物にも大なり

小な 9Ji t喰ってゐるのではないTごろうか。否、最

同じく 銭や コンク y - トや煉瓦や石材や木材な

初からそれのみの目的しか持? こない建築物カヘ刻l

e i>主要材料とし、 同様な構造理論に依って、地

何に 多〈 、却って建築家の技1雨に依精しつつゐる

上に巨大な築造物を形成しで行 < H、ふ技街的方

法に就いて1は、土木と建築とは成程非常な類似結

を持ってゐる。

前者が λ ケイル の巨大な制 に比較的簡潔なE旦論

告? 以て解決しで行かれるのに謝し、後者11土木の

こ土でゐ ろう。

こんな所に土木と建築との事業の 内容に大きな

キ目兵ーがめる様に思ふのでめる。

土木技術者の中に、大地主共に動かないといム

仕事に比べ るとλ ケイル の小なる割合に、複雑織 感じの人物が少くないのに比べて、建築技術者の

態度の中に 、浮雲の主11 < 如何にも惨いものが感じ

細な理論と取扱ひをT必要とするの浦泉はゐるが、

られる場合が多いのは、一つは技術そのもの〉績

その技術的方法は全〈同一系統に腿する。

似にも闘もす， その技衡を手段と する若手君主の内容

だが、 その技衡を手段とする事業の内容に至つ

こうしれ根本的相桑がめるの によるのではな

ては必す' しも類似ではな L、否非常な相;}"'(ーがそこ

に凡 H1 される様に思ム。

い1: ろうか。

×  

E霊築技術も亦、 自然を重量象主レ、人顛の生活と

試みに土木事業として取扱はれるものを列伝し 自然との不調和を除〈ものとして最初表主主し? こも

て見 るに、 道 路、河 )11、港湾、水道、公園、橋梁 のであることは、雨露当事暑を凌ぐ台以て、必要民

等 の 何 れ を 見 て し 人 綴の群居生活に不可欽な原 充分な目的としれ、原始住宅ケ見れば明かでめる

始的要求に出量苦し 1: ものばかりである。 この方向にi l l ; む限りに 於て、建築は健全に 人鎖

何れ も 絶えさ Ｇ る自然の攻勢か ら人類を 守る ｴｾｾｧ の幸偏に幸子奥し得1: 答でめる o その限りに於て、

となる ものであり 、混! 1 l の力を以て正面から自然 今日不頁住宅や不支工場等に見 られる機に 、建築

にぶつかって行く人間のま佐々 し い姿でもある。 が却って、人類の! : t : ，活の陸空機となり 、筈惑を流す

人績の創造の出後であり 、生産の緩夜、でゐる。 とい ふ様な該自「犯すことはなかっ? こ筈でめる。

7lt i>i含むるも のは闘を文面Eする 、 といふ支那の 自然と人績との調和を百十るよりも 、個人の不純

診は 、要するに土求 事業の根本的重要 性 ｾ強調し な別滋をぬー足することを目的とし て言十j ¥t せられる

れも のに外 ならな L、。 様に なっ1:所 に、建築の堕落が始 り、こ うしれ建

土木技術者 は こ うしれ磁回れる根底の上に足を 築の設計に協力しなげればならなかっ? : 時から 、

踏ん張って、地球全面を完全に人類の文! ! i s'ドに置 建築技術者は正々堂 -'<1こる立場を失ひ、 その l士事

〈銭に、 自然 と四 つに取組んでゐるのでゐる。 に迫力がな〈なつれのでめる。

例へ ば 舟 司 Ｑ ｜ 墜 遂の 本 湧Ｗ｝￧ ｾ克 服する 然 ｬ 二、 殆ん ×  

ど工授 と工期 とを無税 し・7こ様な工事も 、相手が底 をれ に、土 木技術者はその 仕 事の性質上 、 Ｇｬ，ｾに
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長期に移って自然と接鯛する。例へば、悠キ 1: る

大川の堤防の 1:1こ、統を飼ひ炎つ漢を楠 えて、 10

年* の涜れを眺めっ、 、一歩 A 々版 N 封えて自然

を征服して行〈吹修工事の土木j支術者の生活、彼

等はこ うしれ. t r - . 祈の聞に、自然と人間との正しい

ｾｬ 係を合符し 、 諮らさがる人執がそこに剣りゐげら

のか。

i削貨な大王型石貼の餓筋コンクリ ート 造に 、援冷

房その他あらゆる機械的衛生設備を施しれ建築 t

この J1 1吹の杉皮冗のゐばらやとは、人類の幸臓に

到して果して何れでゐるのか。

土木と建築との相良 l立、結局この雨者の比較に

れて行〈のでめろう。 針隠するものでめる捻に忠、ふ。

タイルの色 ￣ｯ ｦＡ互にし 、 その作 ｪ 分かの納り方 に ｉｔｾ ｾ［て土木か ら分 ｾｬＡＡ し ＱＺ 建築｛立 、 その精 紳に於て

合悩ましつつ 、吹騒な大者司令の突貫工tJf. の現場 に 今再び土木に 蹄らねばならな い時JYl が* 1この では

めくせくする建築技術者と 、何れ、 ふスケ イルの ないだろうか。

キ目泉でめろう。 眠られない依に -;1:: 包めて紫畑室に法る。

物質文化に針の絞な綱手伝動力、しつ入打てば

響〈ならばよし 、羽? こない内から細かく坂へてゐ 防

るｾ築家の榊綬と符白いｊＤｾ性と迫力のない性格

クb

二工二

、
、、

' - 長 屋

とl 士、一つはこうし 1: 所にも枚 5 してゐるのかも
松 森 修 太

f，il れな L、。

近い将来に於て防空建築規則が大阪カl百に L 遁

×  

用される設になって居り土すが 、 Ｉｉｾ の日カ ［ＪＱ こ｛時
111の宿にタ仰を待つ聞に 、週刊朝日初夏待別減

の懸賞常選作「土の7却下J 0 誠むた' 。

大阪に於て木造注築の大半を占める長男t!t 宅建築

ｬ ま ｊｉｾ の規則 ･ｬｬ ち道路巾心線及隣地比昇級金一単位
杉度比の屋般に石を苦 L 、1: 谷合の民家 に賞色い

7I r ; 1: まがついて、閤が谷から語: ひ七つて米1: 。 として外男及軒庇窓nJj 入口を防火的にする事及45

今閣の中に消えて行つ 1:民家の素朴な姿と「土 坪毎に準防火E遣を? ｾ必要とする要求に潤して如何な

の ｪ Ｇｊ， ｪ乍 ｪ の讃後感とが 、 雑然 ＱＺ る聯想自ｾ ! 宇って?、

床に入ってからも頭を去らない。

「人間の作るものを悉く白然が自主すと云ふのは、

入力Ｚ白然に反抗敵ｾｾしで 、 自然 ｴ 羽 ＱＱ 干することを＿

る手段によって消化するかと云ふ開JJ mao取りめげ

て吟 l氷して見る時歩( (/ .. ' 械な二カl百[ が考へられま す

A 、経済的j j 商

B  、技術的) j iJli

考へないからでめる。我凶洋風建築の後 C，しく汚 先す' Aの経済的方面に1たてば説明する迄もなく

れるのし策廃の古色を伶ぴて美し〈なるのとは 長屋伎宅産築に? 宣つては' ト資本の家 1ーと借家人の

同ーの気候作用いま忠へな い税 に雨極端でゐる o 経君事的立場に於て:立脚ぜねばなりょせんから 、規

向然を征服し、 自然に征服され、 自然と調如しれ lt リに; 百合すると同時に経線的に !mf i1Jなる設計に舵

ものが最後に生れて来る om築の色彩に就L 、てな

( 1 . 以七の様なことを考へてゐる』一一恩姉大同磁

f自の、本誌 3 )1 蹴の色彩 に闘する 言訪日;、雑7?での

深いものとして忠ひｾ 1

1

1
される。

文化に剥して鋭敏な鮪伎を持1:ない放に魯鈍に

をJ[i るかと云ム問題が之のーUL: l : となります o ) むす'

l坊空建築規WJ に適合する郊には従氷のものよりも

建築! f V:. 車僚が闘賞し均衡の取れぬ不刺な立場にな

るのではな レかと思はれます。次に従来の市街地

建築物法の最低範図内に於て加えlミしに現在の長屋

見える 、大地そのもの、絞な rj ' J ( . 作」といム性絡

に封して 、 これめるが放に ｕ 本 ｬ 幻Ａｩ ｴｾ 、 の ｔ ごと ＱＱ Ｑ 本 政築主同政に経務的方面から逗治められて苦し紛

干1 " 三は言ってゐる。 れに防空建築規則には適合してゐるが、防火の目

人類の求めてゐるものが阜、党Mでめるのか。文 的を殆んど失つ1: 建築物が出現するのではな いか

化とは人類に取って果して恩ぶでめるのか、 ない と想像されます。之は従来の長屋住宅建築の基本
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ＮｺｰＺ面裂によって其のｦｦｩｅ置及卒面言十 ｾｉｈＮＧ 多少幾更す 4ヶ毎に準防火墜を必要とする事になります。比

る事により容易に考へられる事柄で、此の時に於 の場合準防火墜を置いても個歎の多い長屋建築が

て都市防密。然には是非とも 長屋住宅産築が経済 建築されるか叉は準防火墜を嫌って 2 ケ- 4 ケ建

的方荷にのみ引張 られて再び防空建築規則の抜道 の長屋建築か宮諜されるかと云ム岐路に立つ司王が

を ｾＱ こどもぬ栂あらかじめ考ムベ言問題と思って居 想像されます。いづれにしても従来よりも長屋芝生

ります。 築が小さ〈仕切られて防火的なる事は勿論、英の

次に B の技術的方面か ι 考へて見ますと 、色々 質に於て一段 t 向上し 1: 事にな b ますe

考へ ι れますが、いづれも防空建築規則の; 血用よ 4 の答合、こ れは従来の長屋住宅産築が共の外

り長屋住宅E霊祭にー悼換期を? 示す問題と考へもれ 耳目をー霊登するのではな L 、かと考へもれます。即ち

ます。 軒庇茶のイ也突出古 ￟ｾ 防火的にする事は燃へ易い軒

l、卒百計錠及配置言十葦に多少又は相官t の華経千とを 庇を?:-B してこれをヶ主主込む事になりますから二重の

来すのではな L、か。 手間になり、軒、庇の必要性lま認められでも経務

2、平面計主主及酉E置言十重は従来諮りで日住外商を防 的立場から軒出が少な〈なるか叉l立無くなってし

火的にするのではないか。 まふのではないかと想像されますο 同時に( 士舞の

3、45坪毎に準防火姥を殺げる要求に劃してどん 問題も一考を要する事になります。窓、 ｾｂ 入口は

な結果ｾＪす ｔ ごろう。 建前としては防火戸が要求せもれて居りますが、

4、軒、庇、窓、 H1入口、英の他突出昔日が防火的 耐火木材 、 綱入石ｾ子、金腕板、石綿盤で構成すれ

なる事を要求されれ傷合如何に事量化する t: ろ

つ。

5、理想的基本型lま如何なるものになる だろう。

l の場合は前記しに防空建築規則の抜道を作る

策として一服考へられる問題ですが考ヘカにより

空地を多〈取り 延焼防止の事柄が含まれて来て所

狭〈建詰めて、グ ト 港 ｾｾ￰ＯＨ 的にする司口 、 比較し

1: 場合いづれを選ぶべ きか t 云ム事になります。

之れは主として詮築物の背面の外虫、 2示、軒、氏

物干蓋を防火凶外に設計しようとし? : 時に起る問

題と忠ばれます。

ぱ支障な い と云ふ事になって居りますが、長屋建

築としては従来に比して相営の重荷になって居り

ます。従って防火関内に入つれ部分の窓、出入口

l立小きくなるのではな L、かと考へもれます。同時

に保光遁風の問題かも止bの関口部分をァ有効に使用

し得る嫌考慮を要する事になります。

5 は所言胃不燃苦f . 市構成におする木造長屋住宅主主

築の至理想室長でみって、従来の規則に適合さへして

舟 ｩｬ ば多少ｾＯＮｻへ易い所はあっても棋ない ｴ 云ム考

へ力から脱却しれものでめります。

以上大将防空建築規則によって大阪の長屋住宅

2 の袋合に於ては先す，第ーに従来の婆及背面高 建築が如何なるだろう 、如何にすべきかと云ふ税

塀の焼J依張りが妥を消 す事にな h、大阪長屋建築 凡でめります故其の動御諒承願ひます。

の最も火災延焼の危険率の多い妻、娘視の部分の

脚が補修される事になり叉防火的にされ1:高塀 概

は関口部の最も大きな f山裁に百しれ廊下の部分の

防火懸の役をする事になるので、現在の様式の裂

A 、
J l!l¥ 

坊I 口 甚

自句

-oJ=-

n  

でも相官防火的になる事が認められます。 拡 l土中等工業主匹校の教育に従事すること今年で

Ｓ の ｾｦトの ＴＵ 坪毎ニ に 準防火鐙ｾ要求する事は従 15ヶ年 にな っ1: 。故 に可r9. 1 ) 多数の下級技術者の

旅のｾ
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我々の如き下級技術者養成に尊心従事してゐる

者に社合人の軍をする第一の批難の言紫ば

「現在の工幾多校の卒業伎は成っとらん、今少

し役立つ卒業生堂つ〈れ、す ぐ間に合ム卒業主 1t

IHせJ

といムことである。これはめまり教育・に甥解な

き上部の人からをませられる言紫の械に忠ふ。

衣に 、少しは教育に理解ゐる入、或は数育者と

年期を入れなりればならぬ。或る技術に 於ては小

懇校卒業後の数年間営これに i刃買しなげればその

コツは決して件られないのである。このコヅを工

業皐校の生徒に要求するは献で、 ごれに合格する

には、教育の系統を怪皮に細分してその質習に金

時簡を? さかなりればならぬのでめる。 これで は普

湿の徒弟 t 何等m; 、所な〈なる。

古文に私は 、 明日 ｪｦｲ なるｩｪＱ ｊｾ 箭力主これを主主行する怠

も云はるべき人々から我身に要求せ られ る事は 志z . 養ムには、工業皐校に於ては筋肉努;勾j を7伴ひ

「今の工業撃校の教育はj武とらん、 大撃の! t t i以 1: る賞百作業i . ' 徹底的にやる事によって養ひ件る

をしでゐるのが高等工業で、高等工業の髭似をし と信じ、弘の主要校に於て( 士、こ の? 二め に笈際建築

てゐるのが工業疹校t: 、 こんな教育会して卒業保 物の工作に J生徒自身全常乙しめてゐるの である。

が何の役に立っか・・…」 第 2 の批難の大拶の民似を高工が、高工の iffi(，以

の御小言でめる。 を工業ｾ校がといふのは、少くとも大正末期迄の

然しこの二つは私の考へる慮によれば、共 iこ機 日本の工業員手校の状態で、今日 1こ於ては決して営

念的の言訴で、 その内容や! E . r . 臣、何等こ工業率校の らないのである。四月の「建築雑誌J ftit Iこlこ標1ト

賓際にふれ1: 批評でないo 民ば工業塁手校でノート廃止等云々のことを述べて

先つ'第一の批難であるが、我h 教育に従事する ゐられるが、こんな事は夜、の: 匂る範商の塁手校では

ものは役に立つ人をつくるとい」、母: ( 土日々念頭か とうの昔に卒換し 1: ことで、昭和 ":j ・! " t のま台めから

らは縦してゐな いのでめる 。放にその結果 lま卒業 穂、主主の努力によってノ ー ト式の郊警の 主[1 き(1完主主

と1: 1こは幾分表[ まれてゐる答であるが、吐舎の要求 に除去しさつ 1: l . のでめる 。

と我々の数育方針とが一致せねか、或は社合の卒 事科の名目等に} j . ) t ( ま大接、高工、工業とキ目矧似

業生に針する要求が献に失するので、 この二つの し1: ものはゐらうカ: 、 その内容は現れに於てはす

批難が生す' るのでめる。 つ力、り兵つれものでゐる。

抑々 役に立っと( ; U l I l可なる本でめるか、 これに 叉その数授の方法も全然尖る。工業事枚に於て

針して訟は明容が得れいのである 。快 人 は 役 に 立 は、筒J ' t I な根本知識を徹底時解せしむるを本位と

つとは 、 自明のこと、して議論を ｾＱＺ で 、 叉 、 役に し、一時限 の授業にしても講義半分後の半分は会.

:'r.. 1: ぬ と批難してゐるのでめる 。抵の考へる所に 徒の自愛活動による問題解答練習、 これに狩する

よれば役に立つとは 個人指導といムやうにして、各個人々 h に遡じれ

「事物にｾすして明断なる卵 ｪ 断を なし 、 これをあ 能力ぞ引きのばすやうにしてゐる。

くまで語1i ' J . 'rする意志めることでゐる」 叉私の豊島校に於ては仕様見積の? を習等も匁遡 4

故に社舎人は卒業生 に封じ、これ等の 鈷 lこなつ 時間諜し 、木述ffi 築二軒、餓筋、鍛骨各ー軒づっ

てゐないと L 、ふなれば、我等は共の批難を甘受す の全部の材料の数量、f資格に到する嘗績を作 }Jx.ぜ

る。然しE霊祭衡の各細部の技術の不終与を以て卒業 しめてゐる。

主主に艶せられで、 その卒業生に役に立すこぬといは 又 、 工業墜校卒業生に書きする批ｾｾｾの中 、 役に立

れるのは少し問先でゐる。何れの戦 にしてもその技 ? こねといふうちで、応めて物わかりのよ い人から

衡の細部に入つれ所相コツを 知 ると L 、ふは相営の 後せられる第 3 の批革ft は、?豆諸の溶接ができぬ、
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手紙が市? りぬ、E英字{ ! >知ら肉、品目字がきれいに か れは如何にも完成されt: 技術の糸目E 0感十るもの

げね、製闘が組維でめる。算設ができぬ等の事項 で、 tl 一式11釘で止められてゐます。こ、 に掲げ?二ー

がゐるが、 この批基盤は私が全部を語、める批貫性でめ 第 1 ! 罰ば大阪府: 三島郡のゐる伎宅の表門で、やfま

って、ヰL は之等の批維を全然君主らぬ様 、入皐の そ

の H より 5 ヶ年間これ等の欽鮎をのぞきさり 、叉

初f氏自? っくり得る様、大いに努力しつ〉める。し

かし坐徒の素質により 、 この支習慣を件ぜしめす'

貢土台に主主1) 11 ' . すのもあり 、常に我身の不熱をかな

しみ且、 自己努力の足ら F るを H イを感じてゐるも

のである。

要するに私惑は大撃の、高等工業等の! f t ，i以等は

全然なさ子、工業事校の民意義を解 レ、"。百円、 1ft

の役) [ つ人物の養成に努力してゐるのでめる 。ー|吐

人の惣切なる 御指数 {!>f寄っや匂j でめる。

竹 崖-の

.Hμ 
円

スの起源、に就いて、佐藤博士 lま、 衣の立n< 述べ

て居られるとのことです。

即ち、 武玉Eに於いて は、京の 牝牡雨磁を仰伏交

五にキ目m: ねると いふことが、ーIlt 界的に共遁する。

印皮地方、南敵地方等にも行はれてゐる。音寺しこ

の武支の形は金〈印度地方の竹 丘屋根 に ｾｐｉ づ るの

Tごらうと就いて居られるそうです。

竹の屋根は、日 本でも 、 かなり昔カらめつれら

し い 現 に 肥 後 の 宮 地、高森、 i盟後の森、 巾村等

i H1: ' i宰山産出する 地方では、住宅、会庫、小康等

に洩ってゐるようです。ヵヘ それ も次第に 減って

ｾ ￮＠ < 様子です。

こ、に掲 ｈｾ しまし ｩＺ 滞在 主は 、 九州 ＧＱＱ 二次 ｌ 、で ｜Ｑ｜Ｑ ＮＱ

第 1f，回 大阪府三ＮｃＢ ｾ￯ｭ のある山宅の災門

り釘止めにな って照り 、仕事の 1: では、 とても哀

:m; 2 闘 納 屋 の 例

あつれｾｴＮドし

の納屋です。

この程度の L

のは或ひは小

屋に 、或ひt . !

1絡会に 、深 ¥1¥

官E例 がめって

現代に於りる

壬(}ti(I'.]"(;: 了i:J1j!_

由の明P主な も

のでゐりま す

然し 、 ヒ注の

如く 、攻第に

阪、鳥根県菜、静附Ａ際等と 共に竹の多産地でみるＩｽｾ 消滅する運命にゐり よしれと ころ 、最近になって

都府に於げる 2定例[ で す。 この攻勢を挽回するかの如〈に 、第 3 函の ような

我が園、民家史七に於い t 、技巧的に優れt: 地 立 ｩ 尽な竹の屋根カ ｱｬｾ 現しましす ｌ ｯ ｴ れは榊戸の竹

位 を持つ京都港 では、 この竹の屋根も 、単なる賀 商万株常吉民 のお庫書記工場で、京都府乙訓郡司申足

用の域 Ｐｾ 克して 、 遊びの建築に ｲｵ ちれものが多い 村、東海道線描t I ，足駿の すぐ高ir にあり ます。叙 7籾

ので す。その適例は、京都表千家の中門です。こ 内外の孟宗 11-;') ;使ってめりま す。石持氏の設によ

- 1 ' - 家の中門には敵ひませんが( ) ともこれは h人の

根 手製Tごそうです 川町 版 よ り純くしである と

いふ効力、ら凡れば、技巧的に 11、却って優れ? : L

正 のと見る. ことが ;P.* ます。第 2 民( 之、こ の近〈に
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第 3 図 石神民の工場北飢11

ると 15年は大丈夫持っとのことです。氏は自iJ に盟

後に在住、竹の屋根会誼つにことがゐり 、営時の

工法を恩ひ起しつ〉 、主立ってゐるとのことでし土

第 4 闘 石持氏の工場東恨11

この工法の待i加 工、第 l 、非常に安債なこと。第2、

＼Ｇ｢る外 、す べて 竹 と縄ばかりである こと は第 Ｕ ｾ

の遁りです。石川氏は私の乞を容れて、模型によ

第 6 回

り、工法の1 f 演をされまし 1: から 、 その潟援によ

り説明致し ますと 、先づ、第 6 闘のように、丸竹

第 7 闘

素人にでも容 易に出来て苦続車工を?要しないこと。 ーてつ割の牝又に切鉄きを作って並べ、次に( 第 7

工具も鋸と鈎がめればすむ。第入n霊盆で耐震的な 闘〉その七月妖さの列淡に '1l i l 3事項桜 の丸竹を汁絞め、

包 出 世d Z花5!凶 小 屋二二組

こと。第4、小屋3Eの換是正充分な る1: め寒曇温度の

調節容易 なこと 等でめり ます。この工務 は l 械で

100坪めり ますが、柱( 知立〉から一式で、:itp- 7s

ｾ＠ 6 岡鉱で W. 派 1: そうです。位: に杉丸太が用ひて
第 8 図
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第 8 闘のようにその丸竹と牝叉とを時間縄でからみ 大惚付} j ( ( . : J : 屋根勾酉Eにもよりますが、長さ う- 6尺

つりま す 。それから牝 末 問機七万妖きのある牡 ｊＮ ￧ｾ を普遁とし長〈て 12- 13尺と L 、つれところです。

第 9 闘

丸竹の上に伏せ、第 9 闘のように丸竹と紙縄でか

らみつげます。これで牝牡雨穏の竹気が仰伏交友

にキ目電 b、双方の切 飲きを遜る丸竹により ー憾に

このう - 6尺の竹 叉の 上手は今漣べましれ) ] i り盛

岡に工作されますが、 F手〈積〉の方は解放され

てゐます。そこで第 12闘 に示 す如く細い丸竹を常

て、こん どは30番程の針金で牡主主を貫主主してドの

受げと緊結します。 100坪の建物に 2f t 匁の針金

が要るとのことです。外に金j昆績は何も要りませ

ん。そして付文の守るのを防ぐれめに 、第 111菌、

第 11問 屋 様 車E見上げ悶

結合されれわりです。これで 一段目の汽は立かれ 第 12厄iで訴す虫11 < 縄でヒ段の母屋 に結びつげま す

れのですが、 この縄問を被ひ、列を正し次の上の 扱て、これは近頃の波君Ａ銭ｾ［ｪＡ�や釘頬の節約金す

段 のＳｩ［ｾ受げる ＱＺ め ｬ こ 、 丸竹 二 つ制りを第 ＱＰ 闘の る目的 J ら1¥11 現し 1: ので すが、竹} j ( に耐火慮理や

第12';Ji j ｾＪ力、じ軒先きを見 Ｑ ・ろす

防腐虎司会施すことが ｉｉｕ ｉｾ る ならば 、 なかなか頁

い工法でめると忠ひます" i : りわげ換気を第一線

件とする建物「伊 ｬ へば益・ ｮ 場 、 ｾｬｾ 合等〕にはあ・挑

第 10 阿

向きだと考へま す。住宅に用ひ7こ例は、藤田元春

よう におき 、 ドの丸竹に結びつげ ます。 そして吹 氏の W11本民家皮』ゃ、 石原窓、治民の 『円本良民

の段 の工程 に移 る具合は、第 12闘の遜りで す。 往きを』に立添な幻況が掲殺されてゐます O
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ならば本翠です。考へますのに 、 この場合、 日本産築の暦史は)

附 記 。潟挺第 Ｖ Ｍ 第 Ｑ Ｐ 闘は 右将氏の ｾ￬ 策 、 森岡寸こ、で後戻りし Tこ、建築材料の都合で一寸後戻

正治郎氏 の撤最多。 附記 して爾 Eもに謝意を7表し

ますO

りしれことになります。東洋の新秩序建設に忙し

14:eh1  (i 学問雪量撮影〕阿部子i符邸にめりし

右

-

i 邑

場末の4をの部暗い街からし 、き なり 電車に飛込む

正

左

多本

頭

i阜芯

もの。

街

い日 ;本の箇判事情に よって、材料の官官約が必要と

色、車内が常より もー麿明 る 〈思はれ?こが、此 の

明 るさは、* 答が怪〈少い 1: めでもあっ? こo f更が

第 13週

少しおそ〈なる し 僅かな乗客の大部分は、居眠

をする 力、 そうでなげれば空成な眼を関い C 放 心

なり 、 日一日と 進歩してゐ 1: 建築の技術が一寸昔

状態でゐるかするのが常らしい人主人との聞に

は敵意、好意、嫉滅、愛 慾、好奇等何ーっとして

後

と

・

支

今

の

い

・

の

、

こ

れ

・

そ

と

は

み

・

と

す

私

て

・

材

ま

し

し

・

穏

し

然

意

・

核

意

。

注

・

が

設

す

く

・

根

に

ま

深

・

屋

・

鈷

り

に

・

の

・

る

な

法

・
竹

・

ゐ

に

工

・

の

・

で

と

る

・

こ

・

の

こ

れ

、

-

L

ふ

は

ち

・

十い

い

思

即

・

ね

と

と

。

象

十

h

k

す

・

営

つ

し

ま

・1
ζ

一

反

一

り

ひ

・

材

に

戻

思

・

持

感情らしい L のの交涼してゐる形勢が見うげられ

ない。

電車の内部を総成し てゐるものは、普段なら ば

充漏し 7二人閉そのものであるのに 、比んな場合に

l立、 人は 内部の里占景とさへなら子、その無表情 さ

は明る い内部の黒い彩でめり動かな い塊とし か見

えな L 、。こんな時に最も人目をひくのが車 内の炭

告でみる事は今初めて泉付いれ経験ではな いが、

怠屈さのあまり、窓の卜にご二段にならべられれ海

山のf9f 告を今夏の立11 (  ' ( t : 意深〈税務し 初めれ。 凡

そ40ばかりのポス 9 ーカ: 殆ど符同じ大さの横長い

来1与を岩浪:1m: 阿部子 l!' }民]1全 -;1¥¥竹ー

にて巡ら れ1: 0 凶!日i

第 Ｑ Ｔ ￭Ｂｾ

［ｴＧｾに は められである Ｑ Ｚ め に 、 その意匠の真否は か ｝

として、文字が右横替にされ? こものと左右覧杏にさこの機令に 、力、〉る 、すれ りか、っ7コ: 法営再検

れ1: ものと雑然と 同府し て居るのは、甚忙しい混討し 、改瓦の工夫 dをするな らば、或ひ (1立浪な工

備しを感じ る。試みに之を 1$別して見 る し法カ; 案 I' l'， ' 0れ、将来の建築に谷奥 するところがあ

右横書 き : 1比の索、大悦電車、博普貢士、南海電るであらうと思ひますo W来ることならばそうめ

車( 5 枚入大阪信用組合、大東軍ー博り ＱＺ ｾ 、 。後の Ｑ Ｑ ト の 皐者に 竹 の屋根が ｽ Ｇ ｕ ｩ￴ の起源で

阿部野ZZ士屋( 2枚 〉、阪念百貨底 (2めるばかりで な い 叉，8IJ の何か優れ土屋根主主工 法

枚〉三百1i立炭( 2枚〉、 常一( 2 枚〉、

近江舞子ホテル 、不老陶枕、赤玉 ト
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の起源であると 議べさせ7こし、 と考へるのでゐ h ま

す。 この小論が表明家、材料研究家への示唆とも



ラック ( 2 枚〉、新町l A ホテル ・・・・ ・言十 記念待別震のポスタ ーの虫ni:s 1ま右寄きの優秀なも

23枚 14種 のでゐらうが、1写善社、公金社、芳、宝トラッ夕 、

創業容 き: 北極星 ( 2 粉 、 ケ Y コー勝 栗、武劉j 三筋豆炭、不老陶枕等の程度のポ スターが申合せ

博( 京阪〕、 ぴわ湖へ( 京阪入茶房紫 仁やうに有容きでめる事は決し τｾ 長生と ｬ ま云へな

焔荘、キ ャバレー 有明 ( 2枚 〕、キ ャ L 、。

パレー 奴茶屋( 2枚〕、M、c 、C のノ、 定審きのものもカフエ ーや喫茶底、或は北怪星

イキ y グ食、喫茶= ユ ーオーサカ 、 ケン コー 勝栗などが果してどれ程の塊論と主義 i'

京阪電車( 2 枚入 阪 紳 電 車、 ガスピ 以て左容きを採用してゐるかは、知 る 由 も な い

ん、電気科筆館、阪和電車・ 計 18 中には或時は友替き 、或時Iま右害きを使用するや

枚 14種

右容 きが 日本的で左巻きが畝米の習慣をr挺似Tこ

もの、やＮう に 考へられ勝ちな此ｾ￸Ｚの ｉ 守勢に右横香

きが多いで あら う事はiit想 されるが、数に於て 23

・・ 18、積頬に於て同歎でめるのはむしろ案外右横

警が少いと云ひ得ゃう。何故 に成物は右横書きを

うな呑気なのもめるが、今こ、に 、大阪に於て最

も多〈康告、待にポエタ ーを使用し、従って市民

の目に印象の深 ｾ ， 1 : 忠; はれる鍛道、代決的なた百

貨j苫等のポスターについて、 その傾向をめげて見

?こL 、。

俄選省 lま摂名札が布横容に帝IJ 定されて照り 、乙

採 り、或物は左様替きを? 採ってゐるかを明かにす にならつで開札口、 共イ也の同定的な札lま殆ど石積

る事は困難で ある t ; 、こ れによっておー11"ろ l寸' なが 主主きである。列車に取付一 ι れる行先高署名も右横書

ら府告主の思想、車農業、教養( 趣u1 : J の程度を捻 でみる。然るに 、一時的なもの、移動的なものが

察し 、或はw. : 分す る事力 Z出来るのは商白 L、。淑し 子台ど左I茂容でめる事lま注意! こ値する事でめって 、

て左容き のものは進歩的でめり 、怠匠臨案がf意夏 ポス 9 ーで L 標語で L 徹底的に左横容ピ採用して

であ h、有 害 きのものは保守的でa ; IJ ，厨案、主主 ゐる。例へば「歩げよ光を浴びて J r守る道徳明

匠、字句共 に拙劣低調でめるとも云ひ得る。 る い 車内 ｊ 等のポス ｆ ー が比 ｾｉｩ 随所に見受げ られ

叉、職業的 にもかなりはっきりと同別がめって る。右書きを命令の最小限度に主どめゃうとして

博善 社、公金 位 ( 他 の市電内股告〉亦玉 トラック ゐる若い官支の気持がうか v ばれるやうでは、笑

近江舞子 ホテ ル、 新町荘ホテルの虫nき葬儀屋、ト ましし 、。而も餓道省のポス F ーが、 大阪、否日本

ラック屋、小ホテ ルが右容きそ採用してゐるのに に於げる第一流の優秀なポスタ ーである事1;' 周知

事せして、カ フェ 一、 喫茶庖が申合せれやうに皆友 の事i l . ' でめって、 た阪に待 iこ多〈見うげ GZl る低

曾 きを採用してゐ るのも面白 L、。左容きの方が意 調なポユタ ーl立大いに模範とすべきであらう。

匠bがz優れて ゐ ると云ふ率は世友王替きそのもの t 何 等 f徹敵底的に友t伎長普二主1，義 t 探用して、 そのZ訟l氏討士4娘成を. 充

閥迷のな い司事平のやうで己めbるが、 そのi溢隼歩的な態皮 分推家、し1得与るものに l阪仮Ai 申f往E車が dめbりh、5昆慰主自1案もキ相目怯

ｅ理旦論 ｡を ｾＨｩ 倫荷ムぷ‘敬 Ｓ妥皇の高さが意匠の上に反影し＿仁こもの の考B慮量カが:扮扮i!ば土tれ1 てゐて恐〈な L 、、。

と云へや う。 尤も 、之が直ちに替業方針或ひは: : t . 阪 和 と大織も仲よく左績曹［き深用して 、 近 ｾｉ＼Ｚ鼠

勝者の頭の反映であるとは云ひ得な い ものもめり 案も大分よくなって米1: 。

J1Lの場合経も告が積 極的で活設でめると云ふ事ば必 l仮念が徹底し 1: 右横密主義全保用してゐるのは

す・しも進歩的であ る事 を意味しな L 、。叉、右書 き 阪紳色面白いコン トヲλ トをなしてゐる。 l仮念、の

のも の にも 厨案のすぐれ?こ ものも勿論見うげられ 虫fI き; ' 1( ; 取的、積絡的な大千首位、大成告主力 Z徹底的

る事は蛍然で、 例へばイ也の電 車内にめっ1: 天 ，t. 閣 な右横密主誌を採るにういては、或は小林氏の主f I
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き濁局者の個人的な主税からなされ1: ものではな 意匠に劃しでは何れも相包・の努力が挑lまれてゐて

いかとも 想像するのでゐるが、何lまともゐれ、め 宿か左かが直接ポ λｆ ーの Ｇｊｪ｟ ｦ￬ にＡＧ￘ｾしてゐ沿い

のポ7 . !i1ー では常事右の教室長の躍を疑はす' には居 ゃうでめる。似し 、大阪に於てlま三越、大丸、十

られな L、。恐らく 、大合社巾ポス 9 ーの低謁な本 合と松坂屋、高 ，W. '震とでは僅かながら品位乃至客

に於てｼ涙念の右に ｈｾ るものはない 程 、 その意匠の 筋に相違がめるやうにも忠[ まね事はな L、o Ｑｾ って

取扱に於て、色彩に於て、女字に) j 全て拙劣でみつ 之と右方ーとの聞に関係がないとは断言，' 1j 来な L 、。

て 、 比うも安つ ｬｩＧ いポス ｆ ーが出来＿こものにと辞ｾ 1 . r . 帯きの理論を? 述べれば切りのない事であるが

くばかりである。意匠の程度かも推しでも布容き 要する lこ、理論的には蛍然女宇は左J資格とすべき

に、どれ程の理論的立三猿がめ るか疑!:t.し い気がす ものでめって、 それは只アラピヤ歎字や ローマ 字

る。百貨底屋上のスカ d サインカ; t i : t策骨子きで右か をｾＷ［昆用するのに使利でめると云ふ ｦ ごりではない

ら替かれて行くのを筆者は L、つも皮肉な気持でな 淡字も友の偏i ' 先に容言、ソロパン L 定から右へ

がめるのでめる。 運用する事によっても明かでめらう 。只左横書の

大!I 孔も南海も右縦* きをヶ採用してゐるやうでめ 唯一の困難は、縦型F きの場合と持論を一貫せしめ

るが、阪念程徹底し仁左横容排撃主主主ではないや る事によって縦書 1， ，J); 左から右に替かねばならぬ

うで、主張もはっきりしてゐないのではなからう 事でめる。之[ ; t {f'j としても今 ln主の習慣上容易に

か。 認められな い事でめる。そして絵程徹底し仁左横

京阪はプ王! 策嘗きで める 。ポス F ーの意匠も一般 世主義者も 、縦替は右とする。しかし、一貫しれ

に;'1!A <な いゃうでめるが時々大鎚な駄作がある。 理論によって、左縫怠きを採用するか、右縦書き

ih電関係のポ7 . ' 7 ーは従来甚Tご低調なものが多 o全践して、友儲iit1 : きのみに一定する: : J i が本蛍で

い友香きあり有望? きあり、 一定のこ仁義主張はな め乙う o コお縦容は愛着 2' 感じるに訪らな いー積の

いやうに凡うげられるが、近来折" ' * " の3利L 、仁志 怒習でめるかもしれなし 、。

匠のポス F ーを7見うりるやうになっ1: 。市電は古 いつの問にか向ひの座席を占めてゐ 1: 背年組員

〈より行先地名を左償替にして居り、殊に脅パス の胸についてゐ? こマ ークlま右様替きでめっ1: 。

が右横替であるのに 、銀パスが定機容でめるのは

一府滑稽でゐるが、背 パ ス が 行 先 制 舎 に し な が 色

ら車社豊呑昔話は勿論の卒、単の様肢に大きく 「木炭

自動車大阪乗合自動車株式合枇J なんて方法きで

さ 健 康

フG 良 部j

松いてゐるのは如何にも Tごらしがなし、。我々のや 瀧湾民弓氏の論文lま常に私- : f 三歎せしめてゐる

うな人間にはこれTごりの事貨で、その合祉なり役 遮確な智議 、 紛創的なＺ￻Ｇ ｾｩｩ ，命 、 しかも女王手｛主催 ｍ 筒

mなりが信用しにく、なる。第- ) l I < もな いのに i$'( 、1 f ! しなには時々 草花解で何うも少lJ 然と理解し伶

背パ見なんて設がつ !rJ1こものか、 日本には今向非 な い やうな音 ｧ 分も ｈｾ ては米るが 、 之れば な の勉以

科書罪的な色盲が多L、。電車の方も行先地名を・折角 が足 hなL、からの事で何も氏の責任ではな L、。と

:左Wi 容にしながら 、之も大して一貫し? 二主主義でや にかく現在建築の思想的) J 商に於げる論文の最高

ってゐ るのではな い ら し い 地 下 餓 停 留 所 名 は 滋 峰をな す ものと考へられる。本誌三月盟主の「古典

道省をあー手本に、右横容である o m築の色彩」に 関する一文の如きい震に商白〈

百貨 f.!i中 三越、大丸、十合は友信託密主 、松坂屋 且つ有企に奔見t _ ; て1、示唆を奥へられる鮎誠に砂

高島屋が右械替で あると 記憶するが、ポスター の くな かっ1: のでめる。乙れo叉原稿のネタ にし ゃ
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う主朱線ｾ入れかげ＿このだが 、 ｦｻは困ってしまっ 的 記 録映 ｲｮｩ 一一環 ｩ ｬ￭ｲ の火災宮 ｮｾ のＮｬｴ ｮ き ー ーは全く

? このであ る。つまり 、全胞が好かつれのだ。 別の問題でめる。 r察術は省略なり 」と云ム定義

x  x  がゐるそうでめる。之れは厳24i な意味から云って

同記事よりの 引文 一・ ・この駄の古典人間にして の定義ではない一極の戯勧化され? こ、つま b そ

はじめであの絢掬 1: る色彩に i甚へ得るのでめる。 れ自身として省略 され1: 所の表現ではめらうが、

否むしろ 、 それは所調 「彫塑性J の無力症的単調 私は比の言葉 を全面的に好んでゐる。比の完成を

化を救ふ所の興奮鮒 として、災決なる効果をもに 否定しゃうとする考へ方、之れそのものとしては

もしれ にちがひな L 、。

×  ×  

決して不健康なのではないのにと思ム。れいそれ

が兎角低個芸品目J ( へと蹴落する事が多いのではな い

王Lもはじめてパ ルテンの着色闘を見1: 時に大い のだもうか。

に 幻滅ｾ 感 じれのでみ る 。しかし段々と勉漉する x  x  

につれて、 吾 々はもっと E郎、色彩に潤して、 もつ 法隆寺が鮮明な原色に復原されれ事を心からまt

と無耳 Ｉｬ ａＡ￭Ｎ に 歎ぴを感じなげればならな い と忠ひ ｈｾ 成し喜びｾｾｊＺる私ではあるが 、 来照宮には到底美し

し?二。紗くとも吾々の祖先は1齢 、色の世界に住ん さを蓄を丸出来なし 、。比の結恩師武問先生に申却な

でゐ 1: 0 1こV 江戸末期の旗際証明とが徒 ι に晦法を い衣第で、之れはf可うも弘のエネルギ ー不足から

喜ぶやうな 、妙 にヒ ネク レ1: 癖をつげてしまっ? 二 来てゐるやうでめる。しかし榊戸の菊水や目黒の

のだと考へ 出 し1: 。例へばネク F イ等で も成るベ 邪是正闘を認めるのは、 すでに健康の域を脱して皇J

〈明決な色を撰ぶやうに賀行して見? 二事もある。 苦慢の方に入ってしまふのではなし、かと思ム。

しかし 忍 の紳経は主主に古典人の如〈強〈明則にな ×  ×  

りきれなかっ? このであらう。情な い司Eに、今では 南海の地ド食堂 を「新建築j が不用意に附凶j塁

手芸ひ' 晦法全審ぴ、無色の永完成を翫味すると云ム ' * と片づげて、ゃっつりられれが、所湖東京人が

風な傾向を、 自ら認めさ' るを得ないゃうである。 振り廻す一人好がりの機溢性は紹おに排訴する。

×  ×  
しかし挺の健康とｬｩｉｔ Ｇ ｾとは共の阪別がキ日常にむつ

例へば映箭に音をうりる事には大賛成でみるが かしいのではないかo Ut :@IJ に反省し考へて見るベ

天然色の立骨量化のとなるともう面白くな し、。但し き問題Tごと思ふo

之れは重芸術品にのみ就いて云ってゐる事で、科書匹
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it ロE包 会

よ殿町興' 自のfi;  

誌 よ 展 覧 曾 に つ い て

我aは今ラ; 耳I愛，こ際曾 L ，今やl i ! l必} 致習f!'-:S2の長期建設にi直進しつ L ある秋

に・寄 り， ￌｲｩｩｪ ｾ 目的達成Ｚこ ｷ ふ必要資材 の消資節約ｩｉｬＱに 各積 ｬ 京料 自給の目的に遁癒

する代用見工業の旅興{ 土非前時国首をのーと して憾に重要意義を川1へつ込ある。

ｉ 伺ＱＮて之を 一 般 ｉ Ｍ ｴ 用品にｾＮｴて曜日るに各方面に於て阪に民主主なる研究が詩型けられ

ステープノ ｾＷ アイパー，水産動物の皮革，大豆カゼイ ｊ 合成樹 ｴｅ ， 再生コＧム等の

如き代用話lま，漸孫: 工業1ヒされ，習々その成菜を収めつ L ある。然るに告が主霊祭

の分] ! f に於ては，代用; 初料i Il 1にt計時代に適隠する建菜工法の研究考案に釘する必

要性の緊1日せるもの多k あるに抑らず，材料の艇園が限めて腐汎に及rHl っその

工法の彼自 ｌ 多岐に亘るｾ，その淀 Ｑ 月考案と之が工業 ｩ じは容易の栄ーでな＼Ｎ ヨ ｲＭだ代
用初料王 L て見るべきもの L 少く，且つ市t曾的lこ普及されざることは誠に遺憾で

ある。

こ L に本曾は代用品i I l 1 に析輿製品を主慢と する「誌上展関曾J を催L ，以て之

容の研究巧 ＲＵ に ｪｊｾ Ａｩ￬ い利減と拍車とを加へて之を助長契勘 す ると共 ｊ こ腐〈一般に
符i介L てその暫反殺展に干再興せんとするもので司ある。

円 、
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三 機 工 業 株 式 舎 社 営 業 種 目

鋼 材 部

煎宮司式スチ ーノレサッシ及オペレ ーター・ 東綱式スチ ールドア ー (j 拍火用品 〕・鈴木式スチー ノL シヤ F ー (i 必杢l佑火用品〉

・其他各積銅製建具 ・東鋼式飯骨友餓野建物一般 ・東鋼式アイプレ ート・ 東鏑式プ ラッ トホ ーム ・策綱式スチ ーノレボッ

クス ・ 航空ｾｾ・雄監自ｦＡｲ Ｎ 南術主 ￟ 分品・其Ａ出各電プレス製品 ・ 東貌モスラＭ＿ｊＺｉＡ金庫扉 ・ 東鋼モスラＭｉｬｬＺ金庫室対設備・ｽ［ｦｦ

ｭ 式干草網使用多・海髪浦 ｾｭ 墜 Ｎ ＡＺ買網式スチ ー ル ・ ライエング ・ 其Ａ出金Ｚｬｬｬ祭 ［ｎ 僧設備 ・ 煎鋼 式鈴網 使用防空ｩＡ爆床板 Ｎ ｭ Ｄｦｬ￭ｬ

式敏網使用空襲防i f *' 策調理式防軍事扉 ・東続式i苅苦言扉

機 材 部

三段 式祭主主裟誼・各種荷役設備・中村式各積洗躍世 ｾｖ 提ｩｉｬｬ 設備 ・厨房総具ｩｉｬｬ設備 ・ 三俊式各積媛却櫨〈汚物 ・ 毘 ｔ ド ・ 火事事
溜 〕 ・ 工業用各積 ｬ 加熱滋 ・ レイ電泊世間後ｾ ・トリ クレン使用綬械設備 ・ 三綬 式 天窓郎通風Ｑｭ ・ 富士スレ ート・ 綿密 ｊ 家具
及ｾｾｾ員 ・ 三星空式積雪間仕切及吊天井 ・ 各覆メタルラス ・ 日東テツグス及貯 ｪ 屡 ｩ 金物 ・ 三儀式セメント防水 工事班ア クオ
タイ ト防水工事 ・窓図石 ・チツソライト叡・チツソライト成型品 ・山本式鐙筋コンクリ ー ト癖

媛 房 割

程軍事 ・E安気 ・乾綴 ・溜摂度調整設備

衛 生

ｦ 舵・制特・排水・消火 ・ 汚水深化 ・ 民主ｾｐｦｦＧｊＡ霊設備

電 気

絞蔓耳2・動力 . ｩ ＱＡ怒 ・ 表示・電話 Ｇｉ ｾｾ 及育担保電話・健主部 ｪ 設備

ド ) 1 ， . . 機 械 部

上下雨水道 ・括質業 . ｦ ヒ製工宮聴問沈理署沈 ｪ 慢 ・ 分約 Ｎ ｾ［ＺｩｦＮＧ 濃密 Ｎ !i'件、 . 混合 ・r哲治 ・泥?手;r.gJ:!l !設f4I1

女 * +:: 

E支 計 ・ 監 督 ・ 工 事 諸 負 ・ 材 料 販 .

部

部

道
'_K 

其他建築設備と建築材料
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日本キングライト株式含枇

鉛 、 異 錦 、 銅 、 代 用

電話吹田八七・丸一七

号 ザ イ ツ ク 壁 壷 時 代 来 る ¥ 里

!  泰山式集成モザイツクー陶墓術の粋ー永久不蟹の壁書 i  

l  最? こ間 九 一 ー溜 泰 サ i  
i  近 総 耐 3 ( _ 園田阻 ・ 田 岡 田 園 阻 園 田 園 圃 圃

ー の統賀そ 園田‘ こ三竺竺竺竺竺竺主主主宰雪国圃 111 _  ｾ＠
- ニ 官 式 の 冨E・1 薗 園 開 園 田 欄園田富癖 翠 . - フ ー

!  ユ邸を jj:l : 覇 潜 欄 趨 麗 謡 館 蝿 櫨 炉 曹 タ i  

i  ｬ の恕鹿 沼 ｐＳ 謹密密摂翠簿隠忍ＮＮＮ ，ｾ '，. セ
E  スモげさ盟 冒 堅調鰯君事設ｾ -"e: -:t翻理器撤J l a &

i  にザしま 盤 嘘 臨 ん建 議 経 理 1 1  

i  到イと手 翠騎盤翻込一通艦勢??署 ル 二 i  
z  i隼 ク ・ と 琵留 明書置置車盤長 重量議盟国量五二、一司直

ー

ヒ |百l : j こ翠鵬護軍醒懸け守護掴臨醤艶. ・ツ i  
1  ツに建想湖唱 量圃 ｾ Ｚ ｾ ｾ 圃園 師 団 Ｎ ｾ＠ ｾ＠

ト 於 築 像 情 ，噌 怠 ｾＺ Ｇ Ｎ ｾｾ 顎覇Ｇ 周‘ ｡ ・ ｉ =- .._ 
.  ラて気に 号盤底 ? と句 ぎ受電f 羽田E モ ク

l 同州堅 調ESJ 点I 巧玄.t} 置 ザ f i  
:  総 総 身 司 掴置証言“ 。:fi，; 宝¥，' dII画 -g- '"' 

i  mai 轟 ¥雪面 F 也遍篭週ィア i  

i  t m!覇閤噛腫関曹顎覇軍ッイ 1  

i  切窓会醤藤謙箇議副長議離 ウ)1.- !  
i  大阪市南海高島屋大食 堂 街サ ロ ン入口 Ｗ アウンテ ー ン Ｈ ｬｾ 尺 ｸ 15尺) :  

E  殺到一波透節主控室長事務所長究施工ー竹中工桜活殿 製作一体枇モザイツク古s ｾ＠

!  怠 銀 @ 商 標 郡 泰 山 梨 陶 所 ;  

ｾ＠ TAI ZAN TI LE 京都市下京阪ー) L 徐大路出掛 電話下( 5) 7 5 6 8 香 i  

1  1  



嗣 欄m開 園 調

新 時 代 建 築 に 理 怨 、 的 の 床 敷 物

与 E記!十!i 許 都 10 2 6 16 枕 ( 耐久力に官 L' 惚最快〉

非常時局に謝民主して2言祉の研究 lこ係る鰹最板fP ち f ライトリノ J は材料売尽く国産品 1: る械物性織絡を ;  

結合製造しれるものにして 、共の特長とする所は比重至って艇長に で、保 温性 に7Zみ且つ化皐的縫i'l ｾ＠

Sヶ衆? こさす' j ' 音んど永久に強級住を保持するものなり o ｾ＠

本品は; ? j ，之社猫待の化差是的廃理念錯し 、植物性繊維叩に含有せ乙る、極々なる成分 を結 合せしめれる< c ;  

以で、比重軽〈 保温性に箆み永久に老化作用 (e起さ子 、特殊の機械設胴等に依 1) 厳巾 巨大なる「 シー !  

ツ j 1- 製造し得 るの長所あり。

本品[ ま 「リノリユーム」 又はゴム板等の企及し能[ まさ' る左の紳性ど有し 、銀行合祉の事務所、製枚、 ;  

病 院、軍艦 、汽 船、汽車、電車、自動車 . i寅義務、一般替業所、阪被安、各家庭等の室内床敷物又lま i  

M用、防水用として最適の理想♂， 1: 1)。

先づ: t t 4寺第すべ き長fo)j-( ま

「敷 物 用J ｾ＠
比重軽〈ゴム製品の二分のーなり

ゴム製品の如〈老化作用を起さき' る事

乾汲 による扱傷後質経聖書になく且つ保湿性 にi" む E  

特種の商E合なるにより冷滋の三塁による伸縮なきを?以って数き弛るみを丸子 園

田ir隙耐アルカリ ーtt なるによりコンクロ ート 床に下敷を要せす'

清掃は単に乾布の空拭のみにで足り簡易にしちリノリ ユ ームの如〈泊引を然ささ' るに依り :  

家具衣服等を汚損せす- t  

軟性なれば敷込簡易にして侠数を要せき' る こと

歩行に衝準音響な〈軽快にして疲勢を感ぜ子 i  

ラ イ ト リ ノ の 放 込 法 i  

床面を2 f ' - 坦にしE跳 ・7k 気を去り済協め後数込むこと ?  

コンクリ ー卜 床の場合は待に2 f ' - 坦にし 、夏く乾燥せしむべき司王 i  

板床 の場合はノ、ギ目を夜着せしめ 、凹凸なからしむべき司王 E  

床を仕上空室珪せし後室の寸法に今せ一方より床面に糊( ライト糊〉を塗りつ、政込む 、但し場所に依 i  

りでは糊付せす' 芙徒数込むも可な1 ) ｾ＠

ラ イ ト リ J の 手 入 法

毎日 一回空拭にて足る 。? 自を使用するときは表面少損するに依り絶望せに使用せきe る様注意ありにし 。

( 若汚tll の場合は濡雑巾又は「 モップj (e竪〈絞りて拭き取られにし〉 叉数込みの常時表面に ニス を t  

塗布し凡そ 一 ヶ月一回 ワックス を使用する l侍[ ま保存 」ー伍めて宜数〈惚裁も永久に換する事なし o 机椅

子等の角張りし胸、犯鱒精子のロ ール、 ピアノ茶イ也待に重量ゐる家具の脚は敷物に日食ひ入る快れi f ) (1. :  

ば木恢又はゴムカパ ーを使用さるれば安全な1 ) 0  

トーの工血 ａ ・Ｎｾｾ祉 ;  
フ ハ ー 栗 田 賀 盲 目 -

大 阪 出 張 所 !  

大阪市北区堂島前週り一丁目堂ピノV 七階@5890 ( 10)  

東京出張所 来京ili 日本橋区通三丁目八本協堂ピル五附 i  

電話日本橋 (24) 3040番・ 0邸1番・ 1948番 :  

e・・・"“・・11111・・ 11111・・3
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Ei 属 岡 部 閉 諸 事

ｾＮ ｉｉｉ ｉＱ ＮＮ ｉｉｉｉｉ ＮＮｉ ｉｉｉ ｉＮＮ Ｑｉ ＱＱＱ ・・ Ｑ ＱＱＱＱ ＮＮ ＱＱＱ ＱＱＮＮ ＱＱ ＱＱＱ ＮＮ ＱＱＱ “ ・・ Ｑ Ｑ ＱＱＱ ＮＮ ＱＱＱ ＱＱＮ . 111 11 .  . 11 111 . ・111 " . . 1111 1・・11 11 1. . 11 111. . 1111 11. Ｎ Ｑ ＱＱＱＱＮＮ Ｑ Ｑ ＱＱＱ ・・川 Ｑ Ｑ ＮＮ ， ＱＱＱＱＮＮ ， Ｑ ＱＱＱ ＮＮＱＱ ＱＱＱ ・・ ＱＱＱＱＱ ・・ ｉｉｉ ｾ
ー.  

ー

-.  

マルヱス印ルーフヰング製造販責元

佐久間工業株式曾祉大阪支庖

大| 仮 i! i ｾ院長 Ｚｪ 麗橋五丁目ー ｏ 帯地

電 話 北 漬 501a ・5() 11 ・5012

本1 J i 1 :

出 張 所

千位工場

絞i滅工場

J k 京 J! j 京 橋 広 銀 j必 西 三 丁 目

京 城 ・大 連 ・天 津

;東 京 市 足 立 医 千 tl: *  Olf :J L 三 番 地

［ 東京 市 葛飾ｾ小菅 町 二三二一帯

一・ー ー.
--- ---

ス レ ー ト ・ 銅 板 ・ 銭 板lニ代る

マ ル ヱ ス 印 色 砂 便 利 茸

アスフアルトルーフヰング の表耐に美麗なる色砂を? 同着せしめに防火 、耐久、純量 、使

用簡易 、慣侍低限等の特長を?有する 震 に 非 常 時 屋 根 材であ 1) ます

111 0. 48米 長 12. 5米 Y'F - 方米巻 ー金 6闘

色合 A 蹴( 赤) ｃ ｾ 虎 Ｈ 青Ｉ D 蹴( 白) E 枕( 青黒〉 の四陸

コットン・ヘツシャン lニ代る網状ルーフヰング

マルヱス印 オーブンメッシユ

充分撚 りのか 〉つfこクラフ ト繊維を 25糎間8本目 に織りアスフアルト浸透せ しめ?こ網i伏J レ

{ フ ヰンク。で防水居の補強骨材ーとして コットン・へツシャン に代用して抗張強度- 遊色な し

月] 3尺 長 120尺 一 巻 金 20 閤

非 常 時 敷 物

マルヱス印 フロアカパリング

アスフアルトルーフヰング の表面を敷物としての美視を保つ様チヨコレ ー ト色に仕上て .  

!  ぁb足解柔か く、耐久に仰 掃 除 簡 易 に して専問糊にで木造!末、セメン トモルタル床 に絡 !  

1  着 す !  

6 坪巻 ー金 30闘 i  

1 3  



白 抑 制 - 際 審 I

国三互|

巨豆J ，I 材 料 代 ( 三 iT-!nJ 砂利便利瓦 1創 坪2合) ￥7. 50 ( 東京大|波 俳i度〉

‘ 2. 附属品 (: ID: ネ目 J"Ii アスフアルトペイン ト釘座金) ...・・ V O.95

3. 葺茸;乎問 ( 一1谷芸3坪茸

! 犀根茸材トシテ火ノ粉 J i落搭下等ニテ引火スル民レナシ 。

2. 表商ノ 「アスフアルト」ハ三! i : ! コンパウンド使用ノタメ裳暑ニ依 リ影響ス

ルコトナク、暑熱時熔融スルコトナシ。

3. 屋根及周壁ニ使用シテ防水、述、熱用トシテ完全。

4 軒景: ナルグメ緋造上有利。

5. 表面ノ砂ハ ff，lJ 鍛スルj党レナシ。

6. 術創lスルコトナク従ツテ耐久ゴ) -l i :ナリ。

7素 人ニ テモ施工出来ル。

1. 鏑 山、 炭坑叉ハ山間等ノノl、原ん根 2 鶏合、阪合等ノ尾棋叉ハ JMW:: flJ

3.  .，'4. 床ノ挺ヒ叉ハ利害防止用 4 茶室Z別件育バラックノ開根

5. 戦 時主|三永久短波ノ m除ケ 6. j限兵舎ノ屋根及向型: ノ類

7. 飛行機格納出ノ屋根 8. 火築工場又ハ念行j [ ノ犀棋

ＹＮ 陸屋根防水工事ノ ｟ Ｑ Ｍ Ｎ 府ニ貼 Ｑｾ ｊ スレパ杓 ｬ ヘモルタルノ附着良ク従ツテ 「ラスー ｬ

不要

lo. スレ ー ト及ピトタン椛ノ代別

| 建物ノ屋根葺工法|

( A )  三 思 印砂イサ使利五簡易非工法

立方・・ ーl L ' 1 地板ノ乾燥セ ル上ニ三息I=P1i 'Y

付便利瓦ヲ軍ネ 2 寸トシ (:W; ネ同アスフ

アル ト ペ イントイｾ ＮＩ横卦Ｚ叉ハ新足道［トシ 、

Ｗｫ 下ヨリ順次五 ｊｾＮ ゲ、 Ｓ｣ｭＩＧ［ 王 Ｕ｣ｭ 間隔

ニ肢金 1・j " 大頭釘ヲ以テ打付ケヲナス。 1材

tt: J : リノ上縦ニ 6cm} '; 王 8cm間隔ニ陪打

チトスル。棟Ｆピ閥 的セ ル ｪ ｾ ， Ｑ 所ハ 「アス

フアルト」叉ハ「アスフア ルトペイント 」

ニテ 「ベ タ貼」トス。

も{( 段・ ー・・ 受商珂: _ Y3. 50内外( -1( 1¥収・東京)

|耐久性・ . . . . 4年ルヂ:6年ハ『佐賀ニ耐久 ) J アリ

( B )  三 ! { I;!l 砂十H!l! 矛IJ 瓦防水斑工法

立 方・・… 野地ノ舵燥セ J レ1.. ニ次ノ 11同予 ニ{火リ j庖J: ス

1. ブロ { ンアスフア ル ト流 シツ 、 ( l. ＲｫｧＡｭ ｾＩ＠

2. 三&l !l ペス トフェル ト二蹴品貼イ・J (縦 3'4:ニ 貼 ル〉

3. ブ ローンアスフア ル ト流 シツ 、 ( 1. Ｒ ｫ ｧ ｜ ｭ ｾＩ＠

4.  ＮＺ］ Ｉ， ｦ ｾ 印砂付便利五貼小 ｊ Ｎ Ｈ 柿 茸ニ貼 ｊ レ ＩＨフヱ ｊ レ ト 及便利瓦ハ 何レモ Ｒ 寸 重ネノコ ト Ｉ

トタン板・スレート等の代用品

三 星 印 砂 付 便 利 瓦
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E臨闘部同開票3
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重ネ目ノ l坐金付 主J打付等ハ建物ノ都合ニ依 リ随 時 ( A) ト問問i

値 段 ・・ ー登 商 坪 Y 5. 00内外( 大阪 ・東京〉

耐久' 1: 1: 一 ....6年乃王 10年ハ陪賓ニ耐久力アリ

( C )  三星印砂付便利瓦防水耐火、耐久主上法

茸 方ー ・・前記 ( A ) 及ピ ( B ) : 1 ' . 法ニ依リ砂{ . j 使刊l i. 茸J'. ノ後、児ニ「セメント

ノロ」引ヲナセパ多少目的ヲ謹スレドモダ〈ノ方法ヲ ji' {i i賀トス。

f!1l チ砂付便利瓦葺 卜.ノ 後「セメント モル タルJ )平 1. Ｕ｣ｭｾＳ｣ｭ ヲ千 坦ニ 塗 リ ｬ 平
方米間隔位ニ l cml 人j 外ノ目地ヲ切リ、恰モ「セメントブロック」ヲ 貼付ケタル虫11

ク施工ス。然 J レトキハ市街地建築物法i邸周市111] 付ニ於テモ; 4 > : 材料ノ屋根賞: モ許可

セラルベシト察セラ J レ。

他段・・…受[ 函均: . Y4. 00- 8目 00位

耐 久性 ・.... 5 年乃至 10数年ハE在質ニ ioHク¥. ) J アリ。
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田島庭用化工株式曾枇

ｾ＠ *  社 大 阪 支 庖

!  東京市足史民小選町六三三 大阪市北区中之島五了同三O

(  ._.. ｾＮ＠ (  5  5  13 番 r ( 5682 呑

l  浅 草 16797 荒 )  : 土佐掘 H 2  2  i 脊

電 話 i } 2 3 3 0 番 電話 ｾ --'- ｹｾ ，，，，，＠ 17 2  ;; 4呑 京 馴f 南大門遁五ノ五七

l 王子¥. 2 3 7 0 苓 l  拠 川 、 I 7 2 5 替 電 話 本 局 I 2 2 0 苦手

1 5  

出 張 所

大 迷 市 山 際 遁 一 四 九

電 話 本 局 う 7 7 6 苦手
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新号住宅にお手入のいらぬ F

古い住宅七新築同様 ι な否 f

i カ タ ロ グ 鱈 呈 ]

新 築 家 屋 美 素 加 工

JJl'笑済成と同時に本所郷| 守のピソ機，こてtA

fiil 木材透。J のl京[ 刈となる倒液を取り Jc

(/) ｉｾ ｬ｜ＭＧピソ［二て ＱＱＺ t の111口砕すると t定全な

る嬰色め 11・1111工止な 1) ，仮定な艶守1i l ソ

キコ? の宇? を行f ! r 頗る鰹桝' 向です。

古 家 屋 新 装 美 索 加 工

美素工業所

古来Ｇもピソ液で ｪｴ 汚 Ｗ ・すると新 ｾｲ ，［ ｊｲＮ 主となり

Ａｻの上手ド新ｾＧＺ英語ｾＱＮ月 ｵＺＺ と ＡｲｩｬｦＺｾ の羽 ｬ 工脅「る
と市 ｪ 尚 一 Ａｲｩｪ 僚の長 Ａｩｾ となる。

(1宮古n伎術者ド2¥' 1 ますか九軍事! ) J f ¥

Ｑ グヲ 品 ｬｪ ｃｬ ＱＱＱｌ｛ と ￭ｾｬ て尉 ＱＩ ま ｴｊ

大阪市天王寺区東平野町四丁目こー

電話天王寺@ 四0 0三 寄



最 新 原 理」妙、録の「調 温 、 換 気のBedf ord 

第 1 主主 主臭気と絞房の歴史

l 緒 論

2  ｾ友房法

3 換 気 法

第 2 'I者 OE物の新緩E書法

l  低温鴻射奴E号法

2  温泉奴房法

3 温度勾西日

4  湿度の制節

う 蒸気及び熱湯供給法

6  El ect 口c T her mal  Storage 法

7  周島成房法

第 Ｓｾ 現代の換気? と

l  空気調主主法

2  ｾじの イ也 の方法

3 換気の基準

第 4 平 温 暖 と 快 感

l  泡感 に最多饗する環境保1'1:

2  朱温測定法

カ F 寒暖計による冷却カ

等 値 温 度

グ ロー ヴ 袋E変言十

右 効 温 度

e 合 成 fa 度

3  極々の溢反1則定法比較

4 等 位 泡

5  至; 自温度状態

第 5 :. 苦 不 決 感 の 原 因

1  ｩｾ 皮 ｾ ｩｊ ￬ｙｩｾの影響

2 脚部の冷却

3 賊 風

耳 ｾＶ 草創較的環 Ｚ 長

l 気 動

車冨射 官Ｇ ｾｾ

3  空中空主総

第 ＷＱ 戸市 ￬ ＱￆＮ作ｾ‘

1  ?[' ¥限 ;塁 皮

2 熟 窪 怒

3  rnJ ll 化 作 用

4  弘主度保 iヰと作業主E

う 炭坑夫に就 ｌ 、 ての ｾｪｬｩｪＱ 託

6  :l lU労作業に於げる J生産高の季節的説化

7  綿紡 1ド業に於りる作業能

第 81主 ｊｪｾｾ 領度 、 策集 ｬ こ及 ［ ｦ す環境保件

l  軍需工拾に於りる災害

Eを':IL夫 に 起 る 災 答

年 齢 と 災 筈 :頃f支

料工業作染者の Ｚ ｩ￯ｾｾ

製 減、製 鋼 工 の 約

炭 坑 夫 の 病

其のf也の研究

結 論

換気と暖房の歴史第 1掌

2  

q

L

1

J

a
a
マ

え

J

r

n

v

7  

8  

建築事的に翻泡に附 する知識が乏しいことは現

代 の我建築界に j冷り る霊大な飲陥でめる。 4寺に ollJ

満 の虫ｩｊ き ｂＺＧ ｩ Ｚｾ の 地 方に我 日 本民族の主主動 ｩｨ 身ＧＮｬｬｅな

んなん とする時、建築家としては此感を深くす る

ものでめる。

lII l原大二I i f ;J 毛1-. 1新進の主主築家として大阪市の校

図建設事業の殺計に日I l 奥しっ、その保健工泉的研

究に熱意めり治訴の深い士であ'るが英図の留事的

研究者としての泌減Bedford民のM odern Pri nciples 

of Y entil ati on  and ｈ ･｡ ｴｩｮ ｧ の抄鉄ｾ完 了 されれの

で之を資料としてM- 界に公表するの意義深きを忠

ひ放て紹介する二次第でめる。( 伊政正文〉

;7.! 回

論

今から 150年前頃までは 、J換ぷ不文の部屋 に多

〈の人が集つれ場合の不快感 l立、過度の温度 に基

因す るものと忠はれて ゐ1:
0
ｾが ＱＷＱＴ Ｑ，ド ｇ｡ｵ ｧ･ ｲ ｬ Ｎ ｾ

これに潟し 、 その不快感は室内の温度の不均等と

7 9  VI  

緒
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換気不頁に原因するものと論じれ。尖の後 181止犯

の末期に至り 、Lavoiseer はその不快感! . i : 空気中の

過剰な二酸化炭素に起因するものと論じ1: 。

併し二酸化炭素は斯様な 不快感、の原因をな すも

ので はな し、、 伺故なれば最も換糸不支の部屋に 於

いても二酸化炭素の浪皮は 0. 570 { f 越え る事は殆

んE なL 、。叉生理的影響の況はれるのは270- 370

の場合でめっ て、こ の程度の量でもその影響は単

に多少呼吸困難を来すに 過ぎな いのでめる。

このニ西宮化炭素論は 、 1862 '.p Pettenkofer が二酸

化炭素は不快感の原因ではめり 得ないと 三t3長する

に至 るまで は採用せ られてゐ 1: 。然し彼はこのが

エの含有率はそれ によって一序存ーす る他の青寄なる

不純物の量を計るのに使刺な尺度となるといふ意

見を遁べ、 その後数年の問に多数の研究者主主はU f .

集中の有毒育機物の存在i ' ll 査明し? こ。 この主張に

主主し種々反封設 もめつれが、有機管lt 毒素論は某の

後も Z皆く認められてゐナこ。

1803年初頭 Herman の笈験の結果、換気不K に

隔もしめ るものは高温高浪 に依るも ので、何等イヒ

撃的有機性毒素の号室ー生に よるものではないといふ

結論が生れれ。この設は他の筆者主主に依つでも立

設されれが L eonard Hill が遁蛍なる気動の重要性

を日員へ始めれ然30:年土 品質かなかっ? 二。

そし て吾々 の欲 す 高空系は生援いものよれれ、

空気でめり 、滋つにもの よ り乾燥しれものでめ h

E 叉静止せるも の よりも動いてゐる 空気でめると

いム事が一般に認められ1: 。

勿E命、遁皮の新鮮な、る空A l i . は是非とも供給され

ねばな らぬ、何故な ら換気が慈し 化 、 それ と同時

に" 人間 の臭仰 といふものが生じ来 b、一府不快

感を増してくる。然し換気不頁の部屋でもその温

度、漁E主ー及び系. 動が物理的に揃足し得られる状態

にi b ' る複合はー爆は犠へ得られる。

換糸は遁営なる温度を保つ上に非常に陶係のめ

るものでみるから 、換気と t妥房とは常に早官接なる

関係i ' 保? これてゐるべきである。最頁の結果は絞

房と換気との結合せる装置に依って得られる U 、

ふ事は尤もとうなづかれる 、 ところがもし別々に

装置がなされてゐる虎fこ. つにも 2つのものは夫 h

ｾ房 、 換是正の爾方を考 ｬ 議 しにも のでなげればなら

ね。例へば援房装置の設計には、新鮮な る}令L、空

朱の供給され得る様に、 そしてその媛房装置の総

カと 新鮮な る空気の供給され得るやうな方法とに

V I 8 0  

よって、舎でも相嘗の換糸が行{ 之 tL得る様 iこす，べ

きで ゐ る。

2 燦 房 : - ;去

1. 2 世 組員可までは換ぶな ど 川 、ム事: には設も待

.8
I
J の法意を抑はなかっ ?こo ［ｴｲ告とか炭抗とか待［＿ｾな

問題の起 る. ! <&以外では最も扱減せられ、緩房ーに最

高の考慮が携はれれo J! jl ち遁皮の温度全保つ事が

最も主要な事; とされ、各時代に於て住居の媛房法

のをま主主に最もカが用ひられ1: 。

ローマに於てはノ、イポコ ースト( 第 1[器〉とし

ＤＭ国昭 ｾ ＮＮＮＮ ｲｯ 図Ｎ ＮＮｦｦｩｊＮ ｟ Ｎｾｾ

取 付 邸 内 司 悶

肉一関…興一時一雨一馬主ヨー機対

第 l 悶ー ローマ の浴携に於げる

ハイポコ - ;;<. 卜の直解

て知られる煙造設備が富裕階級の浴室、居室のm

房 に用ひられれ。 これは悠から出る主主主署長せられ

れがスとが煙遣を諮って床下へ導かれ、床ｾ骨宣伝

緩め 、更に室のZE糸をも 緩めるので ib る。叉時に

は、個|阻まに空洞 F イんを用ひて居室の壁面まで援

めるやうにしれのもめつれo . i [ に進歩して、 その

壁のダク トに給気孔を絞り 、 そこから波是正を室内

に導 〈様にし? こ。そしてそのダク トは火力: 燃えて

絡ふまでは燈の出ない様 iこ閉めておき、それから

始めて温泉を導入する郊に閃かれるのでめる。こ

の援房法は換気法と結合されれ ものでみる。

然しこの苦心して作られれ妓房法も富裕治級の

家屋以外には用ひられ子、一般住居に於ては開催

の火によってｾｩＧとり 、 その燈は屋根の短突から

外へ排除するやうになっ てゐ ?こ。

而して数年間の家屋の構造中最大の欽討は、絞

房の主ｾ合 、この迫力Ｚ 家庭 内に充満す芯 ｫ いふ窃Ｚで

ゐつ? こ。

現代の煙突の自主は、tJt 強から外気へ導く傾斜し

7こ誘導管でめっ1: 。 この煙. 管は Norman Conquest  



時代に イギリ λ で用ひられ、Coni sborough 及び る。

Rochester城等に於いて設見; : t ｾＱＮ＠ 1: ものは有名なも これ らの攻瓦lょ、居間と かA 他小室に於げ忍快

のでゐる o 垂直の短這は 12.1昨日頃にイギリスに於 感をア増す; おになされ1: 、然し Open fire は、大き

い て建 造さ ｴｌＱ こ ｌ の ｃ し い Ｑ Ｏ ｴＢ Ｑ ＡＡＺｾ 巴にはイタリー な部屋とか工事等には不充分の匁、大抵; ; <. ト ーヴ

に於 いて一般に用ひられる嫌になっ 1: 。初期の煙 ( 閉鎖燈〕とか放射熱波線によって媛められれn

突は銭 h効巣のめるものではなかっす二ので煙つれ 変に進んで緩めるべき部屋の床 F或 は ん 室にふ

さを少〈 す るやうな方法が大いに研究され1: 。こ 鑑含据付げ 、所要室にはゐって〈る空糸は先つ' ス

の煙突が舟ひられる桜になってから換糸に非常な トー ヴとの接餓に依って害者せられ、 その後管又は

進歩を奥へ? こo J.! IJ ちこの煙突は換気筒 としての作 坑を諮ってその部屋に入ってゆくやうな方法も案

用をなし 、燃えてゐる部屋の笠系を多量に移動さ ｾｈ＠ ｾ＠ u 1二。

す湾でゐる。 1729年 S trut t !ぶ空気がストーヴともっとよ〈

17世紀の初め L ouisa Savot が L ourvre に於いて 接絢し充分に熱せらる h 様 、主主射熱ti1!鑑 ( Cockl e

用ひられれ燈に就いて次の知〈述べてゐる o C第 stone) の攻E宣告? 行つ7こo 彼は自分の案出せる紋射

2闘〉 熱波悠に依って、製主主工 j1 ? の絞房密行ひ、数年後

第2闘- L our vre に於いて用ひられ1:

Savot の;l;Zi:燈

それは、床面附近から取入れ られれ空気[ 立、継

の下と背後i ' : mi 過しつ〉絞め られ、 7 ントルピー

スの中の餓格子を遜って再び室内に入る様に誕Eま

されれものでゐる。かくして、施火よりの砲射熱

と、温泉とによって、i反自? とるやうにしれもので

める。

この燈は 、部屋の中の室長正を絞め循環させるや

うにし 1: 。それより約 l世紀後 1: 、Gauger カヘ室

内の空気及び外界からの空気共に然せ られて直接

部屋にはゐって来るやうなものを ｐ 案 ｈｾ し ＱＺ 。この

f: j [ に外気が絞められ予直接室内に l1 ゐって旅る

械に J卜米れr;fな lまL 、リ屯でゐる。 Gal l ger ! i 又、室

内の宇べてのもの、待に 、室内調皮、衣服、在室

者の皮膚及び目艮等i ' 汚す短におして完全なるもの

を案出し? こ。

Gauger につ いい で多くの人身が波溢やスト ーヴ

の構造の攻支を始めれが、 それらの多〈は、換 ぶ

に封する 設耐をも合せ行つに。これら筆者中で著

名なものば 、Dr . Frankli n と C ount Raml ord でめ

には持院の燦房にも用ひられ1: 。然し 、浪芸託t主催

は依然として住宅、数合に於L、で用ひられてゐる

ZE糸俊[ 7 ] . の最初の2聖地[ 止、 J ames Watt によって

仔( まれにものでめるが、 1784年に 、彼が先づ自分

の仕事携を? 絞め るのに、 芸高須. 器兵を? 周ひ7このが抑

々その始めでみる。 1791年にはHalifax のMr. Hoyle  

が蒸糸パイプに依る媛房法の捗許を:4.母1: 。

かくして蒸気絞房法は忽ち流行し 、 191帥巴の初

期に jj きでは工場等に，国Eく一般に周ひられ? こo それ

渇の工場に於げる; l ; Z i : 房は多数のス トー ヴによって

行{ まれて取れのでゐる。 1824年、T redgold はその

着替中に Walford の絹税、工場に用ひられ? 二恭ぶ波

房の機椛の図解を示してゐるが、そ i1¥こ依ると 、

メインパイプが汽緩から、最 lJ街の天井にひかれ

そこから俄製の交官官に依って各階に導かれてゐる

この文管は叉 Retllrn pi :oe と結合されてゐて、 そ

の Return pi pe に依って冷却しれ水制句綴へ迭還

する袋1置になってゐる。

18.1昨日初期には、温水バイ 7 ・にイたる絞民法t; 行

! . Ul 、 フラン λ 革命前、バリ市振で! ; t 温水循環法

が理主卵採に臆用され? こ。湿7kt. 友j忍法u、 1816.1p イ

ギ 1) ; ; <. に輸入され、 それ以来、温水蒸気奴房 法に

就いての研究が峰に行ばれるやうになって氷 1: 。

パイプ循環法、飲熱器が改夏、E賢明され、最近

で Ａｩ 所司ｾＯ，本ノレヒ ー テイ ｙ グに月ひられるやうに

なり 、 それと共にガス 、 竜泉も汎 ｕｾ 房用に供せ

らる、ゃう lこなつ 1:
c

5 換 気 法

換五五奴泌 CVenlil ating stonc) や温泉蛾 ( H ot-air

lurace) のめる部屋 {:! 、 それらが換ぷの劫げをし
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てゐるが、 これらは一般には用ひられてゐなかっ

1:。換糸不頁は不適蛍なる窓機構に原因するとこ

ろが多 いのであe る。 換糸設耐 に於げる着る しい進

歩はロ Y ドンの大火災の頃のサッシユ慾の家出で

ゐる。叉18i 比率巳の後期、蝶事j =- { f つげ? こホッパ ー怒

が St .T ho mas 病院の換糸に 周ひ られてゐる。現在

建物の最夏換気法として用ひられてゐる此樋の怒

は不決なる賊風を入れすi夫; 菌なる換気を行ムもの

である。

大建築物に於いて、 窓 による 換気J法(1依り' l ! l : 用

的 のものとし、へな ｌ 、、 それは空糸ｾ室内に導入し

すこり排糸し? こりする方法が必要であるから 、 18世

紀 に於て は数多の機憾換糸設備が案出されれが、

その中で著名な L のとして Desagul ier によって俊

明されれ遠心性主主風機がある。( 第3悶〉

第 3 鼠i j - Desaguli er の遠心性途風機

これは其の後間もなく 173611 ' - 衆餓院の換気に用

ひ られ? 二。 Fan は給然、排是正何れにも用ひられ闘

の如〈手によって耳訴事される。これを攻叉しに

Power. dri ver C entrif agal  F  an は今日の換気設備の

基礎をなしてゐる。

Ｑ Ｙ 世犯の初め 頃 、 蒸気及び注ｬ｜ＮＷｾ［ｉ［￭Ｑ房の進歩と共 ‘

に換気とt s : 房 いま別々に取扱lまれる械になっ? こ。

自然換気も非常に重要制されて* れが、時の怒る

に従って機械換糸が金h 使用される械になり 、 19

i !l: *!:' .の末期に至って Pl enum 式或は Propulsi on式

に より股房換気が同時に行はれる事が流行して米

?こo Pl enum式は往々にして不完全であつれ錦、

30'>1 ' - 位前には機械換気に主主し民主主設もみつ f こ。現

代の工場建築の多< ( 立自然換気法によって充分な

る換主主が行はれてゐる。然し近年、機械換気法も

積荷の工主義的Ｇｦ ｮｾ によ ｢ 進歩し 、 財政の許される

昆では ｭ 房 ｫ 換気の空気調和法がｾ＼用ひられて

ゐる。
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第 2 牽 Bui ldingの新媛房法

Jll T; 吾の新し い賀: 施のうち 、近代のをま主主の程度に

ついて簡単に述べよう。

l  低温車冨射蟻房法

物の面から報射される警告量(1、表 面温度とその

面の大い きとによる。放に 、床、 壁、ヲミー井等の股

い面が比較的低温に絞め られ f 二時は、高温の小さ

い商と同じ量の警告を7放射し、 叉均等に普裂が分布さ

れる利盆がめる。

ｾ＼世間に使用されてゐるこの低温蒋射援房の

方式はバネル ヒー テイングとして周知のものでめ

る。この方式は 、 ＱＹＰ Ｘ ＮＱド ｂ｡ｲｫ･ ｲ の案 ｾｐ Ｎ せるもので

温水パイ Ｗ ・ ｾ漆喰の中に埋めこんで壁ぞ絞め＿こが

最近では多〈警告せられれパネんを天井面に設げて

ゐる。( 第4闘〉斯くして天井の全面積の温度を凡

そ100
0
F に{ 呆つのである。

第 4 箇ー施工中の天井パネル

この バネノレは黙を下方に放射し 、床、壁、家具

及び在室者を絞める。故にこのバネノレが必要な天

井 に自由に設置ー出来れば、如何に瓜t し、部屋でもこ

の方法で絞める事: が「! 刈E るのでめる。

然し 、 もし埋 波し＿二温水バイ Ｗ ・ｾ完全に 保温し

なかっ? こ場合には、床の上部にも多少警告が体導さ

れる 、然しこれはま[ J ってホI j f をとなるのでめる 、何

故なら表面淑皮が 80
0

F 以上に 昇らない限り足 に

非常に快感、を奥へるものでめるか らでめる。

この埋込みノごネルは外から見えす，、場所を? とら

な い れ 、ふ使がめるが、不便なのは、修づ旦、取換

が困難な事でみる。その郊にその不便さを少しで

も少 くする 潟、今でも露出パネノしを用ひてゐる例

もゐる。この パネルは大きな銭や鋼餓阪を7用ひ、

その 一方に 、 浪 Ｗ ｟ＱＨ 又は蒸気の循環バイ Ｗ ・ｾ接して

取付付 、 そのパネルを所要の大きさに接被し得る



やうにしれものでめっ t: 。 えす' 温泉が湿器の上昔Eから室内に 流入し てゆ〈の

官Z帯主バネルの新し い形式のものは、I郎 、石料紙 である。

の中に電線を?湿しそれに電流を遁十るのであるが 現今多〈の工場では、空系が蒸泉放熱器の上を

その紙は等、通の壁紙のや うに天井に貼付げる事が 通り、それから非常な速カで卒行に謹むやうな耳L

出来、 その上か ら壁紙を貼つれ b又ペンキを塗 る 猫加湿器で媛房されてゐる。この媛房器の小型の

事も出来るのでめる。 ものは頭上に吊され、大型のものは床上におかれ

パネルヒーテイ y グのもう l つの方法は、ガエ て、下方より空系を導入し、了 皮頭高位 に於てｾＡｩ｜

又は ｾａ 乱で 然せられ ｴＺ 小媒 ｴ 皇 、 又は高温パネルを 流として排是正せしめる様な構造になってゐる。こ

用ひ? こものでめる。この形式の電糸パネルは、 25 の皐溺加湿器は元耳石は、室内にある空系金温めれ

x  13inch の大きで約500
0

F に まで熱せられる 。こ り、華社流を起きしめる様に設計され7二ものである

れは、室の 4 飢! I 及び 4 隅の控上等に設置し、下方 が、大型のものでは新鮮なる空気を外部より導入

に斜に傾げて、 脅告を放射する のでゐ る。 かなりの しこれを加湿するやうな設。請が施されてゐる。又

高さ に設げられ得る機な沼屋でなげれば水平 にお 外A! ¥が1l ' l - 11品加湿器に流入する 場合総過 される様に

いては L、げ なL、。何故ならこの様な比較的高湿な

然源からの放射は、 4ft 位距出! t がめつで も頭が近

なってゐる 0

5 温 度 勾 lin

くなり、非常に不快なものでゐるから。

媛房は湿気の循環舎内部で行ふ単猫加湿器や英

こ' > 10年位の聞に 、床m房が Oerbyshire の多盟主

のイ也実買似の設備に依って、少量の巡糸より 、少々

の新設型軽校に採用され? こ。温水管が床下のチャ y

7令〈共多量の室長主を循環さして快適なる温皮を保

ネルに据えられ、床の表面温度は約 70
0

F に保?こ

つ様にする .I.sが翠まし い。温泉t:Je房に於て、 室温

れてゐる。

ポーダーヒ戸テイングとして知られてe ゐる他の

方式は、巾木附近の床、又は巾木を 80
0

- 140つF

に温める方法で非常に好成絞でめるが、 人が立つ

f こり坐つ 7こりしなりればならぬ床の何れの部分に

より高湿なる温泉が排出される場合、 とかく屋根

とか天井近くに緩まつれ空気が望書秘され勝ちでみ

る。こういム状態の下 lこ於いては、部屋の上部に

ある空気は、床に近い空気の混皮より 数倍 ｾｾ￬ￆｴ で

その結果として非常に然の浪費を伴って旅る理で

い均等の熱i ' 保f こせる事が出来なし、o J . . . .  . . . . . . . _  

叉ハイポ コＭ［［＼Ｎト のｾｊｻされにものが ｌｩｶ ･ｲｰｯｯ ｬ める。叉」ういふ状態にみつては、践のおきのZE

f i i i . が床近くの空気より主主に援なる湾、足は} 令7こく

の公合堂に使用されてゐるが、これは、床下 iこ泡

頭の方は不快感、を7感やるといム結果になるのであ

泉の遜る暗渠 を散げそれによ って床面が70
0

F に保

? これるのである。

2  1.星気燦房i去

湿7k放警告号告は遜常、 汽躍に迩結され? こバイ 7 ・の

中を循環する泡* に依って熱せ られ るのであるが

現代では、ヵ・ス又は電気によって直接熱せられる

放然器がよ〈舟ひられてゐる。ガユで害者せられる

方 l立、小さ なガ λ 燃焼器 i' 7k i' 尚しに放熱器の l、

に設り、電 気の方は、 - Ilr となっ1: 侵入絞房器を

持ってゐる。

こ、 2. 3年間]'，jl. 獄加湿器の種々形の喜怒っ1: もの

が成〈使用される桜になっ1: 。家庭、事務所及び

商庖等では小さな濁流m房器がよ〈用ひられてゐ

る。これは合金の図壁より成り、上部下音防 E闘い

てゐて、 ヵ";;<.裁は電気ヒ ーF ーを持つれ もので め

る。この図陵中の空気が温め られ、下部より来る

冷j i i . e 入換る械にな ってゐる。 斯〈 の知〈して紹

/  

P  

戸

，/ A. Overhとad sl tam tlpes 

d  s. Hot al r  admllled 肘 .rhcad

c.  Cel11n9 Tαnel  

n  HOI  ，咽 恒r mdl al o同 on fl oor: 

4  

o  5  10 

HFJ GHT ABOVE FLOQR (FT.) 

第 5悶一種# の絞房法に於げる温度勾 配

q

-
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る。第 Ｕ 箇は種々の ｐ ＮＮｴ房法 に 於げる温度勾配ｾ示

しにものでめる。

高括主に併せられに空糸の11吉額、或は頭上の λ テ

ィーム温水 パイ 7 ・等による波房は、闘のやうな湿

度勾配を示して月とるのでめるが葛ましから F るも

のである 。反 封に低温天井バ本ル ヒー テイングは

この様な勾百 ｂｾ 起き ｴＮｊＡ 想に近 いも のである。何

故ならその湿度は天井面から僅か数吋のところで

も、床附近 t 全〈同混であるからであ る。床面に

立つ温水放熱器による接合は、不快でない程度の

ほんの僅かの 匂 酉 ｂｾ 生守るに過ぎな ｌ 、。

4  ｾｧ 度の調節

背の ｩ￭ｬ 房装置 ζ に Ｚｬｩ ｎ 、ては 、 手で鉢ｾｾはし ＱＺ り

λ ウ ヰ ツチｾ稔る司王によって熱の供給が調節され

れのでめっ ＱＺ 。其ｾで工場等に於 い ては鹿この調

節を凡る者がなかっ? こ然、総日温度lま多少ながら

も絶えす' 上昇し 、共の潟午前中の作業場は甚忙し

〈低温である に尻し、午後になると不快な程高泡

になる事が屡# でめっ7こ。

近代の緩房繁施に於げる重要なる俊主主l立、 この

調混調節器の使用が普及されてゐる事でめる。こ

の翻滋器は主主み蓮 bの温度に調節され、温度があ

る程度にまで達す ると警告の供給は停止され、叉温

度が下降す ると警告が供給されるやうになってゐる

のでめる 。斯〈して混皮は常に? 2 み諮りに保7これ

従って過熱による不快感とか熱の涙Pえはな いので

める。絞房焚のl ! ! 際の愛用はこの自働制湿器の使

用如何に依ると言ひ得る。

又この調温調節号告は大きな燥房差是置のみでなく

で織して刻めるやうに設計され? こものでめる。大

きな完全保温水槽中に電熱器を設げ、 その中 に貯

へられれ水は、夜間加湿せられて後必要な時に使

ふ事が出来るやう になってゐる。

この El cctrI c ther mal  storage はプ ロート* ウェイ

ウエ λ トミン旦 9 ーの地下級事務室に於いて用ひ

られ、 この方法は多〈の近代rt. 房器出に周ひ られ

てゐる。

7  局慮起草房i去

多〈の大エｾでは汽織が中央に設置され 、 英の

中を湿って蒸気が上昇し 、保i包パイプによって各

所に供給され、時にはかなり遠距隙にめる庖のrt.

房及び茶の他の目的の然に供給されるのでめる。

この殺備が抜大されると、 l つの中心から多駄の

まE物に供給される桜になる。これは局感! . t : 房とし

て知られて7ゐ る。この様な機器事は遺物の妓房とか

日常必要な熱湯とかみc . ゆる熱の要求に 到して供

給し得るのでめる。

局E塁t友房法 t;1，50年商liJEl ' i アメリカに於て初めて使

用され1: 。最初の官宣言十では、全然他に使用きれて

ない新しい蒸糸が供給され7こが最近のものはi l 1 ; に

使用されれる蒸気叉は熱湯も亦供給される様にな

っ1: 。共の後この局潟媛房は規則的に進歩し他の

図々にまで府〈用ひられるやうになつれ。ョ ーロ

ツパ大除では多〈のか、る設泌が使用せられてお

り、 そのある物は非常に大規模なものでゐる。例

へば J 、y プルグでは現在、恭兵乱が約 6 哩の偏見li に

まで供給されてゐる。局彪緩房骨量土は誕常、その地

方の憶力令祉と連絡をとって設立せられてゐる。

約 15午前、 マンチエ ;;<.!J - 市に於いて 2 つの住

家庭向波房器にも適用し得るのである。この調湿

器は少しの追加値段でガ兄嫁房恭にも官f ; ，4 正扱房器

にも用ゐる事が ｈ ｾ Ｊ る。

5 蒸気及び熱湯供給法

妓房器具に要する毒事長正とか熱湯は、最も普誕に

は石炭又は コー クエえを燃しれ汽縦より供給される

が、今では泊及びヵ' ;;<. i " 燃しに紋織がJ j ! : 周々ひら

れてゐる。近年は El ectrIc thermal  storage式のもの

が霊堂主主して来て、 局長11. iil 房は衣第に准 tl7して* て

ゐる。

6  El ect r i c T he r ma l  St or age 法

多〈の官LA託事業では、槻ね夜間に最低率で電流

を供給する ので、こ の El ectrrI c thermal  storage 式

の組織は これらの時間中 にと られれる電流を低償
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宅地庖へ熱湯供給の錦、局ｾ緩房法ｾ採用し ｩＺ 。

一方の地区には 2000折、他方 には 580好の家屋が

ibつにが、 このi殺すlは全日E的に i前足する結果が得

られ争、 中止されて 了つ1: 。

局ti . !2: l 1矛法の技術的困難も現今では充分征服せ

られ? 二もの、加I < 、町会飽に熟を供給する事し

今では水道、 ガ兄 、君主主主の供給の如I < 経質になし

得るといはれてゐる。

第 5 章 現 代 の 換 気 法

l  空気調整法

換糸法に於げる最近の絞主主は空気調盟主法にまで

進んで来 1: 。空気調車まいま、含有君主集、温度、清

純度等の調節といふ意味でゐ る から 、 故 に、 ｾ房



き混f交に設する土で、百担当主空長記念充分に供給する

事がJI . ' 、警である。多党の空気供給が行ばれな いと 、

ｆ い Ｇ Ｑ＼ ＴＭ滑に不 ｦｾｩｾ 温度差ｾ i:_ 守る恐れがある。然

し室内空気の最近の袋置ではこのjι 険を除〈角、

もう l っか! の初] 淑形式がj丹、[ まってゐて柿助約空気

￭［ｾｊ＠ Ｚ ， Ｑ［ 占＿ とを ＧｬＢ ｙ ってゐ る 。 この方ｾＪで ｻ士 、五 ｺｩｅ ｩ と同じ

か又はそれ以 y の浪皮で空気を供給し 、温度の不

足分1;' 他 の源から供給する のでめる。この空気調

書官法 と低温稿射の天井パホ ル ヒーテイングとの結

合[ ま非常に好L 、結果を蕊らしでゐる。このやうな

方法で緩房、換気，{ f 飽きれT二工場を淑察すると、

作業者の頭高位の温度 lま足許の淑度よりやっと低

〈保? これてゐる。

日リ ｾｭＺ ・ Ｘ 古のやう に充 分な換 系金必要 と する建物、

又は待 定の温度、滋度、新鮮 なる さ ｾｦＮ 託金要 する主

に濁しては、この空紙調和法 li 非常に効果のゐる

ものでゐる 。然しながらイギリスでは、多〈の工

場建物' 土空系羽稿11去よりも っと安僚な) ; 法 に依っ

てうまく換気されてゐる。

2 英の他の方法

変 l主遡常に工夫されに霊式なら 、狭 い建物 {f 遡蛍

に換気するに充分でめ る。然 しもう 少し底い! J t 物

待に大きな卒l重注の建物等であると 、新鮮な空気

の問可TTの潟には機隙的袋震が必要である。

冬季は、流入空気を汲める郊の絞: 街が必要であ

り、_ ' v . 、その空系!1賊照しの遊げられるやうな方法で

入ｾＱＮ乙れなりればならな ｌ 、 。多くの場合 、 それは

給気孔に慢房砕をそ居付り て行ふか、 叉[工、i2: 民: 器

でi aめに空気? 回目布するやうにされ 7・0

現代のよく Ｑ ｾ 島氏の ｭ ｐｬ ｾＱＺ 了 Ｚｴｾ ーの例を第 ＷＮ Ｘ ｦＮ ｩＺ に

j渇げる c

冷房と換気との結合で めるわげでめる。現代の設

置で !1、? 昆汲度の続々の快適伏鰐が保1: )1 るやう

になってゐる b g:紙調和法の一般的方法としては

第 6 院の虫" < でめる 。

先づグト系が流入し汲i関室に於いて、細か し、正責務

状態で噴出される 71 < の中を遁過する。そこで浴解

性のガスと座決とが除去されて、室長五は一定の温

度に達すると水蒸糸 t 飽和状態になる。この袋置

から1L ¥1こ空気力: 含宿する水分{立、時ZZ雲; 接合去る時

の飽 和 ｾ是正の温度に依るふ何故に ［ＱＱ ま輿へられ ＱＺ

空気の一定量が吸牧し件る 水蒸気起:I : t 湿度の上昇

と共に速やかに昇る点、らでゐる。

調温装置は 、 滋 ｩｙｊｬ 装置を ｾｈｾＱ こ空気の温度を調節

し、含宥汲度{ f 常に一定に保7こせるのでめる。

含 ｻｻＷ Ｑ＼ 分は噴ｾ室の気温ｻｦ ｊＺＮ げ 、 笠に入る首ｩￍ｝の

空気{ f 暖め 、或 lま噴M器に供給する 71 < の温度{ f 上

げる事に依つで増加するが、若しも噴ZZ水の泡皮

カ; 7 1 i ' るしく低湿でめると 汲i閏裟 置に入る空系l主務

結果占以ドに冷され、海主主はそれ以1 : 1J 日[ ま乙す， に凝

結して 了ふ。

かくして空系lま冷却され、含 42汲泉! ま ifj ，潤装置

中で冷水を使用する事に依って低められ る。充分

に冷えれ 7) C は猫抜井戸からも得られるかも知れな

レ。然し一般に冷却器のコイルの上を 71<{f: i :匿す司王

が必要なのでめるの

空気は汲 ｩ 関室 ｾｈｾ て脱出 ｦ ｬ 析 を遜過する。この袋

鑑l立、汚泥と小滴とを? 是正流から除 t 役 目守する。

空気は昭電tZ室で; 自iZの汲度に調益され、叉;自認・

の温度に撚ぜられて、主主tc'f { f 通って推進し必要泊

所に供 給されるのでめるが、汲潤室t : ' nJJ る空気の

温度は自働的に調益される。

もしもめる産物が調布l空気に依って完全に段め

られ? こ とするし さをはその建物から失はれる熱損

失が在室者の熱の欽散によってのみでは{ 設はれな

いのである から 、 その部屋に確貨に支持されるべ

第 6 顕一空系調整装置の底解
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員p 間ー排気管を示せる工湯川新商お1

この工 場 ＱＺＡＢ Ｚ Ｔｽ 昔｀Ｚで、長さ ＲＸ Ｐｦｴ ，巾 ｾＶｦｴ Ｎ ＧＮ で ｦｩｬｬ ｊ ｩｬｬｩ

は殆ど : むばかり でめる。大骨皇頑と同じ伎の7おきの

とごろに 、賊民営巡りる処 lこ、絵糸孔 i" 粂ね? こホ

ッパ Ｍ ｾ子、がめり 、 その上 ｬ こ 充分聞かれる大きな悶
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第 8 閲ー ホツバ ー窓、回事事窓及びJili. 管を' 示す

の病気につ き2泉級について研究し fこが、 ぞれに

依ると l 級は l 人 l 分間 につき 29ft ヘ 他は15ft. ヌ

の空気供給を持ち 、然も 呼吸器病は換気の夏い絞

の方が多いといふ現象を呈してゐ 1: 。

換気の喜t!.告と いム のは、つまり惚臭含排除する

とい ふ換気の効力の問題でめる。室内の空気に 主主

主「感じないといふのは、 l つには在室者の身憾 の

清潔に基言 、 叉 1 tま視察者の換をの銃さ知何にも

依るのであるか ら常 に甚 し t 主主つれ標準が呈示さ

れる の もさ，して揮官〈事ではないのでめる o 各撃者

主主は、新鮮な空気の供給さるべき標準は、 l 人 5

- ＵＰｦｴＮ ｾＯ ｭ ｩｮ Ｎ なりと主設してゐる。

車車窓、がめる。かくして夏l主、充分な横断換気法が イギリスではパラックに於いて供給されるべき

行はれるのでみる。 空系量につき 2. 3の研究がなされれが、Roscoe は

建物の箕中にめる四本の[ 直立の柱には、排出換 Ｑ ＸＵ Ｗ 年に 、 軍隊のバラックでは ｬ 人につき ＱＰ ｾ ｦｴ ・

気の行ばれるやうに各階に夫h 湿気管台持ってゐ の供給が行lまれ川工、組臭を消すのには充分でめ

る。屋根に沿って高空l寸ι れれ管l立、 この柱と中央 るが、少くも 20ft 乃は奥へら れるべき 1:' と)!!べ 1:

の部屋とを? 結合させ、 その部屋には有効な迭風機 それより 4 年後、バラック及び病院調査委員合で

を据付げてめる o 各仕事部屋では、その主主気管[ ま い 最低 ＲＰｦｴ ｾ の供給が行｛まれ るべき ｔ ご と い ふ絡

調制法に依って主主風管密閉鎖するヰ} . が出来、天窓、 論 に到達し 1: 。

に向いて関 し、て ゐる。この設備は、逮風機、室内 数年後 De Chaumont が、今皮はノJ ラッ ク内の

グ1の竪力差、風 等に依って排出される すべての空 空気中の二日主化問来の臭ひ に つ いて 研究ｾ試みれ

然に劃して作られてゐる o が 、 それ に依ると、 家内ｾｊｩｋ 1000 分中炭限; 径が

もう l つの給泉孔は、窓から陥れ? こと ころにつ 0. 2より多くない l浪りその空気! 主新鮮にして、外

レてを り、側楚 には20ft .の間隔で床面の高さのと 糸と感覚的 lこは型怒りない t いふ事が分つ? : 。作業

ころに空気怜子がめ る。これ らは高さ 8ft. の金鴎 状態にゐる時は、人間は普遁 O. ＶｦｴＮ ｾＯ ｭｩｮＮ の炭刊を

J板の図控でか こま れ、上部は聞いて、こ の園ひの ｊＧｻｾ耳を呼出 す るとされてゐ るが 、 それを基礎とす

中に、混水媛房器が据付げられ刀ゐるのでめる。 る し 室 内 空 気 1000に封し 0. 2の炭限量の状態と

かくし て格子内に流入されれ空糸lま泡められ、作 なす lこlまl 人 50ft 九/ min・叉 3000ft' / h・の新鮮な る

業者逮の頭 t へ 向付て迭られ るのでめる。 空気の供給が行[ まれなげれば な らな L 、。彼の設に

夏期ならば、こ の排気管が閉ぢられて' ゐつでも 依 る し 臭 気は炭酸;認が 1000分中 0. 4に議すると

窓が4070 ｴ ごり関かれ 、ぱ Ｓ 分勾ー に工 場の空 気ｾ 換 知覚せ られ、或は l 人 1:分間に謝しての空気供給

へるに充分でめる。冬期は、送風機が廻り 、窓は が 25ft 3
のl

時には最早や知箆せられるといふので

殆ど皆閉ぢられてゐても 、工場 内の空気 は 7
分~ める。尖慮で彼は、 50ft 3/min・8ナ主政し 、 その様

15分おきに換気され得る。

臭気と換糸及び炭ｾＺｦ量との附係

3  換気の基準 ( De  Chaumont  1875)  

空気供給の標準を定める事は非常に革It かし L 、。

戸外の生活が屋内の生活よりも健康に支い事は誰

でも認めてゐる。つまり戸外生活の大なる利主主は

運動をする率七日光と尽の効力でめる。が叉多

去の換気ー量を自由に手に入れる苓の LL1来る鮎は見

逃せない事でめる。

然し換気量の減少もめる程度までは健康を答 す

る事はない。 = ユ ウーヨーク換気委員舎では多重
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準 lまf 6HIfIF. 用されてゐる。

この傍準はお〈て官E際には支持されてゐな L 、。

n ン ドンの都市会浪合で l主、映fJli館、劇 jL: 等の?主

総需要最として、 l 人 17ft.
3

/m;n. 1000ft '/ h.  0 要求

してゐる。

こ、 1. 2{1三IBl にアメ リカの製者に依って現;( :: の

標準に針し再検討ーヵZ行 は れTこが、不快な臭のない

と九、」、-i li は充分なる換気が行ばれてゐる弔:1ご>: :;忍

められ1: 。

2色. 内の強臭( ; ，各人に供 給される空気泣に依ると

共に 、3え在室者の盟主に 依 る L のでめる。故に人員

の噌加につれて、供給されるべき空気盆 L 多くな

る。叉骨量臭を? なくする角には個人h 々の清潔なる

ｬ ｊ ｾ￞ Ｚ 重大な原閃でめるから 、 度身入総する事 Ａ 士換

糸の{ 際イ牛に大きな役闘を持つ。伶子供 l士大人より

も多量の央会習を散するものでめるか ら、多 量 の 換

気設を必要とするものである。

そ こでこれ ら の祭者逮に依って ｯｾ へられによ臭気

の標準とは、外 か (， ( : t 入って来る人々に針して、

少し位央はあっても不快感を抱かせる本のないや

う午 空気状態制呆つ? こめに供給 される べ き新 鮮 セ

鼠の f百;と い ふ事でめる。

空 気ｾ ー 要翠［の最小 限度

CY agl ou  et  al. ， 1936)  
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換気需要i ! l : ( ま各人に依っ て夫々 主主ふが、 ot つ' 最

も普池の状態に於いて、 l 人 17- 20f t ' /m; n. 1000 

- 2000ft '  I  h. の空気供給が行はJ l 1: ら、大骨堂満足

のゆ〈結果が作 られると足、はれる 。〈つ ¥.' < )  
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主 催

唱雪 場

合 期

fd : 廻法人日本建築協合

朝日ピル 4階 常設建築材料陳列復

自昭和14年 4 月20日

宝向 年 5 月17 日

観 覧 者

出 品 者 名

4.882名

日本ペイント株式 ｾ情 ＱＺ

岩 減 ! 清 子 株 式 曾 frt 大 阪 支 庖

旧 島 服 用 化 工 様 式 曾 帝t 大 阪 支 l苫

合 名 曾 制 ; 木 下 議 三 商 白

三 機 工 業 株 式 曾 肝t 大 阪 3芝 居

株 式 曾 枇 伊 銀 元 街 庖

f警 察 工 業 所

合 ｾ 曾駐福島問底

リ ー ダ 建 材 工 業 株 式 曾i i i . t

瀬 戸 綴 瓦 製 遁 阪 貿 組 合 関 西 出i l N 所

三 菱 商 事 株 式 曾 枇 事n 首 都 大 阪 支 f ;s

大 阪 E著書世 セ メ ン ト 株 式 許 制

日 本 竹 筋 工 議 所

竹 房 菊 太 郎

合 名 曾 前t m 元 : 司 l古

色 吉 原 製 陶 株 式 合 情t 大 阪 出 演 所

! 野 博 幸 三 目 目 的 府

大 阪 伊 丹 日 耳 目

清 光 枇

合 資 曾 駐 荷 主 担 袋 町E 家 具 ! 苫

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 1整 式 曾 市i

ユ = オ ン ト レ ー ヂ ン グ コ ン パ ヱ ー

日 本 窒 素 肥 料 株 式 宮 市 1 :

古 河 電 気 工 事 控 除 式 丹 市 1 :

柊 式 合 祉 影 久 防 局

株 式 曾 祉 大 阪 奴 ロ 研 究 所

株 式 曾 置t 須 貨 商 fi

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 支 I苫

理 研 ア ル マ イ ト 工 業 徐 式 愈 壮 大 阪 工 場

東 洋 陶 探 株 式 曾 市t 大 阪 出 張 所

合 資 曾 社 後 進 耐: 大 | 坂 出 張 所

東 洋 沼 化 祭 工 業 所

淡 陶 株 式 曾 肝t 大 阪 支 l苫

株 式 曾 白 土 草 君 事 関 r8

日 本 金 具 株 式 曾 社

合 名 合 枇 " ' " ' . : : : . ヤ 商 合

大 阪 陶 業 株 式 曾 砲 :

大 阪 窯 業 株 式 曾 肝t

南 満 鎖 栄 建 材 合 主主 含 駐 大 阪 出 頭 所

伊 奈 製 陶 株 式 、 曾 枇 大 阪 出 張 所

閉 村 商 舎 大 阪 出 張 所

日 本 工 材 株 式 ii1 枇

1出 稲 子 株 式 合 肝t

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 作 所

合 資 曾 枇 鈴 鹿 工 務 所

卒 松 釣 戸 i j ! 製 作 所

株 式 曾 iitt 大 ( d 洋 行 大 阪 支 府

合 資 曾 駐 矢 憶 大 理 石 商 l苫

泉 屋 商 曾 建 材 部

株 式 曾 駐 泰 山 製 陶 所

合 号 若 宮 町 汎 E主 製 作 P. )T

令ｾ舎町［奥村監兵衛 ｉ 笥 ｉｾ

臼 昭 ラ イ ト 工 浪 徐 式 命 制

住 友 金 属 工 業 徐 式 合 府

日 本 陶 般 市!

日本コングリｻトポール株式 曾聞 大ｼ 寝間 ￧ｊｾ 旬 Ｗ

日 本 板 fi 骨 子 株 式 宮 市1:

E豊 野 物 産 株 式 符i i f i : 題材f J s

小 野 鶏 肋 鶴 間 ;

日 本 ヘ キ タ イ ト 工 業 株 式 合 計t

日 本 書 記 器 製 活 株 式 曾 枇 大 阪 支 ! 著

袋 野 ス レ ー ト 徐 式 合 計

コ ン ク リ ー ト 奨 袋 帝 1 :

オ リ エ ン タ ノ レ メ タ ル 製 澄 所

内 外 木 村 工 褒 株 式 伶 舵

ラ イト ラ パー工 業合ｾｾ肝 ｴ 大隈出，Ｊ Ｑ 芳

福 島 合 包 含 祉 大 阪 支 同

大 日 本 浴 料 株 式 的 制

高 絞 益事 泊 四 日 開 府

米 原 商 f8

日 " w 物 iifi 株 式 含 枇 大 阪 出 張 所

用 之 白 河 =

日 本 セ メ ン ト 防 水 剤 製 澄 所

開 燥 化 祭 工 業 柊 式 合 前 . 大 阪 皆 殺 所

1空 式 合 帝t 鳥 旧 li W 子 製 主 主 所

契 進 陵 台 平IJ 食 幸 間 ! 苫 装 飾 郡

昭 和 コ ン ヂ ツ ト 株 式 曾 『 昨

朝 日 ス レ ー ト 株 式 曾 市1

11月 日 レ ー ル 1全 式 合 前 ! 大 阪 出 演 所

令 官 百 台 f比 三 村 芳 太 郎 厨 R

!Iff 1刊 合 名 合 f f i t :

繍ｾ伎町工場

斤J 育 宮 本 府

内 子l -r. 木 建 築 材 料 合 資 合 計

ヒ ー ロ 化 号 室 工 業 所

理 化 暦 興 業 株 式 曾 市 上 大 阪 出 護 所

岩 木 工 業 株 式 合 枇

株 式 合 肝t i当 局 尽 段 飾 郡

リ グ ナ イ ト 株 式 合 計

佐 久 間 工 業 柊 式 曾 制 : 大 阪 支 ! 苫

合包含i i f i : 問 中 タ イ リ ン グ 簡 合

株 式 合 杭 宮 的 問 庖 燈 管 飯 郎

日 本 襖 派 工 業 株 式 曾 市i 大 阪 支 庖

原 型 ス レ ー ト 株 式 命 肝t 大 阪 支 庖

東 洋 ス レ ー ト 株 式 合 肝t

日 本 保 溜 板 工 業 株 式 含 情t

日 本 建 築 紙 工 株 式 曾 iiit 大 阪 支 庖

中 原 家 具 袋 飾 庖

日 本 キ ン グ ラ イ ト 株 式 曾 匠t

日 本 金 図 工 栄 株 式 曾 祉 大 阪 管 業 所

東 京 電 気 株 式 合 刷: 大 阪 出 渡 所

日 本 ス レ ー ト 徐 式 曾 市 上

松 井 邦 彦 属 居

合、包曾i i i . t 西 孫 南 庖 建 築 金 物 部

日 本 J主 瓦 株 式 含 祉 大 阪 支 庖

関 西 ペ イ ン ト 株 式 曾 牡

渡 図 i七 率 工 業 株 式 曾 駐 大 阪 出 張 所

ペ ト ナ 戸 { 七 事 工 梁 所
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:  誉 主 報 知

本協曾員中軍務公用者氏名

前 蹴 殻 表 後 に 於 り る 本 協 合 員 中 の 軍 務 公 用 者 ー 下 記の 通 り で あ り ま す ( 受 付 順 )

合 員 問 中 幸 太 郎 君 西 山 夏 江 京 高 限 辰 夫 君

理 井 督 平 君 川 問 問 江 君

地 方 舎 員 木 島 健 一 君

普遜賛助員 赤 松 美 三 君

舎 員 ( 地方在住)

故 永 元 乙 吉 氏

合員永元乙吉氏昭和 14年 4 月17 日病舎以て長ニ逝

せ ι る淘に哀悼に禁へ守主Eにft !¥宵と田島丹iH!" 掲 げ 謎

みて弔意を表す。

1. 民は明治24年 11 月21日山口市に生る

1. 大正 8 年 5 月 8 日青島守備軍管繕係勤務

1. 同 9 年 8 月 l 日臨時背島防備隊技手{ t > 命せ' ら

る

1. 同10
i
f- 6 月16 日ILI 口際塗築工事段督良好命ぜ 時

1. 昭和 14年 3 月 16 日山口! 際電気役師ケ命ぜらる

1. 同年 4 月17日胃絡にて逝去せらる享年49歳

常 務 舎( 貫主 9 回〉

1号 5  tJ 1 日午後 6時- 6 時40分

Ji Jr 協合f具察官s1t:

出 席 者 剤 事 坂l i ¥1附 長

常 務 形、問 中古じ f宇野 =F記

三 if甘 =目日 ＤｾＧ￞＠ :: T.記

校 il ' 主 計 亀 井 編 制

ｴ Ａｦ名編， ｾ￭ ｴＮ 綱 口 編 制

件

認

決

相

州

ノ

承

否

依

求

一

…

方

要

…

.

贈

万

・

寄

明

白

小

十

士

官

d

m

A

J

や

4

-

r

E

依

ル

究

員

Z

問

委

関

与

時

=

築

臥

刷

叫

畑

一

リ

増

リ

ヨ

A

{

引
ド

ヨ

合

法

所

員

牧

究

委

築

市

川

皮

往

製

品

山

市

山

叶

守

P

3

5

J

4

4

 

事

答

街

筈

災

市

災

1ι

今

J

b

今

コ

公

立

代

ノイキ・・ ・承認

4.展覧合今期延長= 問見ルイ斗・・・・・承認

5.合員詮衡

幸昇、

企ヒ

口

ト 3 月分合計報告

2. 4 月例舎絡了報告

常 務 会 ( 第 10回 〉

5 月10 日午後 6 時 一 6 時40分

らる 舟j' :J、J 向 ピノル地 階 食 堂

1. 同 11年 7 月 17 日間服土木技手を命ぜらる 出 席 者 迎 夢 中海副l令 長 坂 却l令 長

1. 同 13年 4 月 l 日山口限定糸投手粂務を命ぜ ら 歌 若 手 松 本 監 事

る
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三 浦 主 記 草走中主記 : しつ〉賑やかな中食をな す。

久保田三住吉十 品弁緩中毒 程もなく零時 l 分長野薄着一同ド車品軍部I にて先

議 事 授の幹事iこ案内され直 に借切 ノぐ7- H査に分桑陽光

1. 災害強度委員合ヨリ臨時主主民依rf!I! j j 要求ノ件 j を浴び てパスは天野山 金剛寺 iこ11汚牟着先授の斡

一承認; 事に誘導されてf F oJ寺替院 に入 b住職曾我部俊雄氏

2.1具集部室幹事長 ヨリ 申11
1

) .::. 係ル大合開催 ノイ午 j より 同寺の12平侍に尖かみ南北雨朝木 仁同時に行

-ォ、認 在せられしｊｪｊＺ ｾ等 珍らし き詩話 ｩ｢ ｾて一同第一行

3. 舎員設衡

報 告

1. 日本建材協合役員官1・選遁kfi

材 料 委 員 曾 ( 第 3 回〉

!時 5  )'l 12日午後 6時50分- 8 時 10分

所 協合倶集部室

出 席 者 委 員 長 松久保

幹 事 木 野111、道 岡

委 員 秋 問、楠 湖、ti 花

協議事項

1. 塗築材料紹介に関する件

倶楽部室主催春季大舎

f具幾昔日設置以来恒例の春秋大合も事撃を後瞥〈中

:在fij j -及其;r.i' むす庭含眺めつ、活lli 、守(曾の案内に

溢られて村上天皇行在所、安物館、金堂、 刀見2主

ｦ 彦主里中の多主主 ｦ 射材 Ｑ ｊ 園ｾ庫等貝， ｓ 再し茨門にて Ｑ Ｑ 思

ＴＰ 分再乙 ｦ イ首 切パユに分乗Ｍｾ寄草月心寺に向」、、 2 時

305う一同本主主 に集合内陣見準大谷執事より問見Tf の

浩平建築等説明後御夜、首事長、笈物官官o見 事、記

Ｚ創設影後宮Ｚ院事手車ｩｌ ｩ ｅｲ 長公勉強の庭等幽寂な庭ｾ跳

めつ、退 :B。

まEにてー先づ解散、各自は附近散策、健脚家は

椅!ili :l を、河合寺等 に廻り ーが!l まパユにで宴舎場に

夫 4 ffi 儲L、午後 6 時長野石川日料調荘園 にで懇親晩

餐合聞く 、之より先 41時頃より早着の人々は入浴

に 、 悶碁 ｬ こ 、 将請を ｩ こ 、 ｩ 軒先或 ｬ ま一時ｾ拳 宥 の郷に

入る者等めりて 6 時全員揃ひ殺りの席に拙絞にで

着席す 。

先登中ゼカ: 入口や授な慮に 、若いmが床の間に

結せしが時局も長期建設の域に達し一面協合が毎 : など i百1':1き)l] ri となり f島都目安ら しき感めり 、幹事

年催 せし比極 大合が雨三年前より ｦ 具祭昔日三 ｮＺ 催に・ＡＺＡＺ政令のＺｮめＧｩＧ之込に陣取り記際ｾ待ちで三浦伶

て催す意味 にで1 f f ! されてゐる匁め 大) j 合員中より 司王拍手械に伶事長不在 につき代りて挨拶めり 、笑

開催希哀の向もありまZに昭和十四年五周 二十一日 : に移 る、J毛E詰L美人の斡旋おー座 っ き力日悶民俗lJl，l に泉

の日曜日を期し樹氏に由縁り深き背紫色浪き長野ｾ ｾｾＱＮめ がり言者今に ｾゑ笑 起り、 ｩ 斬〈席の舗しれるｉＺ ￭ｩｾ 見

方面に南朝の史肢を訪ね王道新市ｬｦＱ ｾ￬ 画祭努々闘賞Ｚ計ひて午後 Ｗ Ｑ 時 ＴＰ 分築ｩＧ 問子 。一 同愉 ｩ ｾｾ Ｊｾ ｉ ｉ に 河 ｅ 基

盤築茶他の寝物や古き寺 Ｒ 去 を見撃し近現 ｅ 稀なる駄 ［の首公開きつ、 ｪｦｬＡｾ 会 に就く 、 誠に疲舎な りき 。

ｾ疲して散含し ＱＺ Ｐ ・ 常 Hの幹事各位、鮮に南海関係者各位 に厚〈謝

常日の滋要下記の遁 9 意ど夫して傘制作〈。

時 昭和十周年五 周二十一日 ( 日〕午前I十時三: 営日の出席者 F記の如し( 時敬肩車五十音順〉

十分難波高率に集合。 : 相川粂一、浅井欽次郎、伊 藤匁吉、il 仏間賞、石

比慮 にて幹事諸君の受付により 乗車券、緋? 吉券 i 弁務雄、今林彦大郎、岩尾保街、入江+ll 号、 J 二

案内容等 ｾￄ ひ 、 ｽＮｬ ｉｊｊ 市待合ｊｩｊｩＧ及デパ ート 等 にて夫 ［ 回型皇太郎、岡本松太郎、奥村丈太郎、奥宮守、

身待合 す 。ｾ可津喜之助、加岡安彦 、 北区熊之 介、 木村拾磁

午前I十一時高野線ホ ーム に入 b南海電車待別世 。 木村悔次郎、 桐本楠3 1 t 、木ド昌次、熱海研、d、

ーピ 3えに より借切車 - j f 増結され最後官官に 一行六 j 西ー夏、小室寸二代松、高坂信女郎、幸岡武雄、

十一名乗込む、十一時十四分後車今宮過 ち' し頃、 i 王谷陽充、坂本一二三、酒井勇三郎、重松健三

怒外 に火災起 りとんTご儀典主T眺めつ』粂ねて準備 : 郎、 島問義太郎、 白井房五郎、菌音s1t 、高木太

されれ る 机に茶菓の接待迄あり 一 同 幹事の苦 手ｾ謝 ｪ 作、 高橋清一、高松平太郎. 谷氏磁、竹中景ー

し歓談室買なり、 天下苓屋にてピーん の積込ゐり夫 j 武関経一、竹林勝吉、坪井誠一、寺石室正、『や

より 直 に配給さ れれ緋省を聞 きピー んの泡を飛ば : 島敏雄、 西川浩一、野中駒市、畑中善治、原因
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千歳、古家旬、細川 P[t 一、柵木直助、松本儀入。加 際ー 明 一君旭ド" . 一人二宮町 5 ノ61 C大阪府総

松井邦彦i 三 浦 皮、水野長三郎、村井襲、荻中: 務部皆給課〉

一夏、 山崎錬太郎、 11.1木孫、米岡貞一、和同友 鈴 木 恋 人 耳 目 君 西 宮 市 常 磐 町 ¥5

吉、隊員大和、小板、 戸川 、 111内、小野、林 . 高 木 太 作 君 榊 戸 市 須 磨 以 大 手 町 8 ノ41 C  

時中戸商工講師〉

問 鳥 正 雄 君 1包阪江野町29 ( 大阪府総務部

轡絡謀〕

災 害 強 度 委 員 舎 ( 第 5 回〕

時

1ヲf

5 刃23日午後 7 時 一 8 時40分

協 合f具集部室

出 席 者 幹 事

委 員

浅 野

矢 問、 中 野、長 尾

熊 野

清 原 Y忠君住吉隠牽? とE中うノ 26 ( 大阪市

役所教育館〉

稔 君 北 阪 東 野 田 町 6 ノ80 C建築工

務1お経替〉

ード 閉

〉

詮

U

川

井

底

回

付

石

字

説

明

池

山

μ

(

震

工

(

凶

川

〉

償

問

l

倒

l

町

下

ノ

舟

町

4

崎

(

2

i

h

依

J

1

1

 

日

ド

洗

臼

〉

(

都

町

天

〉

屋

苓

所

原

島

事

所

衣

川

地

務

武

南

区

務

市

寺

慈

・

阪

阪

市

口

事

時

王

築

底

旭

住

築

尼

天

建

。

兵

君

君

君

君

君

君

松

雄

夫

宏

士

ロ

男

徳

達

時

臨

腕

普

橋

呂

田

J

山

本

官

同

池

前

お

杉

坂

い

援

の

あ

っ

熔

料

明

に

と

資

読

険

法

る

出

試

・
方

す

提

げ

験

開

録

曲

試

り

に

潟

る

謀

ゐ

造

り

げ

築

告

瓦

よ

於

叫

純

一

報

煉

員

に

一

府

松

及

委

防

相

阪

比

造

野

試

大

の

ト

熊

定

り

と

一

検

よ

法

リ

事

術

革

方

ク

斡

技

幹

験

ン

野

手

野

一

一

訊

コ

浅

項

接

浅

令

筋

事

熔

て

協

無

件

り

緩

ト

ト

協

奮 貝 動::忍

入 曾 者

合 員

萩 原 f交 夫 君 J付下三島郡三ケ牧村大字唐崎

2. 004 Ｈ京阪｜Ｇｦｴｾ株式令祉〉

松井清開君東 ｉｾ 森之宮西之町六二一Ｈ開

西工勘校数師〉

力1. 1 隊 三 郎 君 紳 戸 市 林 回 阪 本 庄 町 三 ノ 四 五

( 川崎逃船)i.庁経現昔日S経緯謀〉

手 1I1 ｾ 鐙訪管業部 Ｗ

IJI 岡 篤 明 君 紳 戸 市 林 田 区 吉 田 町 l ノ230替

屋 敷 ( *  )  

山 崎 六 郎 君 大 : i H ¥k ヨド干家滋jjji l ノ 39 ( * )  

: 也 呂 信 踏 草 寺 市11戸市林田民吉田 1
1
1)' 1 ノ187

C  *  )  

柴 悶 六 日R草寺紳戸市林田 l広菅原遁 6 ノ75

仰 1
1戸市・役 所 節 目 地 喋 謀 〕

小 西 武 雄 君 旭 阿 南 島 町884 C白管〉

熊 野 うK 0;[1;沼・ J付ド北f可内昔日守 口町J 字土居 14

7  C中川、 石川建築事務所〕

弁 ｩ 零善哉君住吉広ｾ野大Ｉ｝ｩ四六Ｈ大阪松・ 地方 合員

村組〉

湯 日 清 太 郎 君 朝 鮮 鎚 南 浦 郡 大 頭 里 中 央 土 木

間 島 長 二 郎 君 ・ 西宮市今津字湘風十二甲子園:

株式合祉

バンシヨンく迎研鋼材株式合

。i E J j 宰電子雄君稲岡 市大名町 105 大林組縮問

祉尼崎工場〉

支} 占内( 株式合祉大林組縄問

紳戸市須磨阪大手織現町 2 ノ 。

女1. ' 5)

154 松 本 j J ( 兵庫線総管繕謀〉・

直 橋 梅 太 郎 君 京 京 市 中 野 ' 阪 本 町 逗4ノ39C隊

{ 主吉凶山阪西之町3 ノ27 女1¥南 。

軍技師〉

寮内( 大合土木株式合祉大阪

井 上 正 宏 、 君

師 国 庄 衣 君

出張所〉
特 別 賛 助 員

飯 塚 ［ ト Ｇ Ｎ 守君 京都市上京高室町ド立ｾ｟ＱソレＮ 池田 泰 ＱＱＱ 君 京都市下京阪東 ［Ｑ￹燦岩本町 ＷＵ

大江昇方( 京都府建築工場課) ｾ＠ (i 株式合祉泰山製陶所〉

水 野 友 成 宏 布 施 市 長 瀬 沼キ目問外島l . 113  : 森 岡 敏 男 君 府 刊 じ 河 内 郡 守 口 IRJ 土 居61

( 橋本語且) i  C鍋要枝町工場〉
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株式合社務

新 宮 市 佐 野567 新宮木材パル

プ 株 式 合 枇 工 杭 様 工 事 清 水

組 出 張 所

兵庫ｾ係武藤郡魚崎 ｬ 町 ｆ 松原 ＳＵ

9  

京 都 市 上 京 区 田 中 玄 京町 19

大村 7 夕方

ヰじ広東野田町 l ノ59

姫 路 市 南 入 代 115 芳、廃富夫j J

住 吉 区 桑 津 町360

市中戸市灘区永卒l町 5 ノ37

住所従来遁リ( 日本野卵器製

作所〉

$f，1も7↑I猿 楽 町58

7]( 組出張所

話'1
1戸市葺合悩坂口遜 3 ノ 2

一 君

俊 君

田

正ヨ木

伯

管

イ主

山 口 鯨 玖 珂 郡 岩 園 町 錦 見2125

〈株式合祉大林組〕

奈 夏 服 添 上 郡 東 市 村 入 鳥 〈 奈

頁! 際貢士寺謀蝿託象右上紳宮工

事監督〉

普 遜 賛 助ー員

吉 君

治 君

膝

武

野

井

飯

;{，主

男 君

義君

雄君

巳君

ill:君

一 君ー

言語

正

希

正

一

元

幸

安

土

川

藤

橋高

金

膝

楠

大

伊

者曾逗

治 君

地方ー舎ー員

頁本岩見

特 別 賛 助 員

三 君官E別七

間 関 初 太 郎 君

操君・間r架

唱 辞 退 賛 助 員

西 原 重 喜 君 、 中 尾 重 雄 君 、 阿 国 税 ー 君

卒 倉 武 雄 君

司王天市大和隔制使IIIJ31 柳谷組

徳 山 市 西 辻PIJ

E青島市仁保町甲 15

住 吉 原 天 王 寺 町3ノ375

1也|桓43長H 吾中 3/ 44

東京市四谷区幸子衆町 10

省経現局建設課

刺l 戸市林図版大il11ll1J3ノ 127j静

屋 数

下 関 市 国 岡 町 不二 庄

島根鯨能美郡安旅田Tm御 幸 遁

院 軍

地 方 合 員

君

君

君

沼

君

沼

町

笠

則

夫

卒

雄

卒

卜".lI I品 太 郎 君

村 幾

信

議 君

義君

正

正

義

多

森

際

口

嶋

川

達

同

)11 

野

江

刺

伊

吉

淵

弁

士

口

栄

暫1居、韓車事

甫 君

tw:君

君

君

君

君

束

雄

三

時

地

員

村 文

墜

武

純

正

岡

村

武

手

合

松

浜

吉

岡

島

弁

千葉県芸印椛 ｾｉ 日木ド町 伊 藤 カ

西 区 土 佐 堀 船 町23 東京建; 材

株式合祉大阪支，古

特 別 賛 助 員

小 川 碍 市 君

杉 浦 竹 之 助 君

骨

相

君

君

雄

治

附

焼

義

一
元

:

l

永

f

l

:

 

井

大

松
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東京市牛込ｾ｜［［排天国ｊｬ ＲＶ

旭区南島町 ＱＵ 松 ｾｈｴ 圏内

堺 市 紳 石 村 旭 ケ 丘42

底島市向洋 東洋工業株式合

社 新 築τι 王清水組出張所

京城府日 ノ出IlfT23

四日市市沼田( 朝日開丁) 3/ 573

尼崎市抗; 剣道場ー菟 15三袋荘内

問 日 市 市 滋 町2，009 石産主要内

普 通 賛 助 員

君

君

骨

相

君

次

相

首

府

国

三

府 下 型 能 郡 池 田 町 畑 旭 ケ 丘25

新京待J ! IJ市 東 七 馬 路 ; 永 氏J荏

102務室

J;Ri武 原 生 野 間 島 町338

西宮市六鳴秀同r23

名 古 屋 市 東 広 植 木 町 3 ノ 18

北 区 扇 町 水 道 部 隊 合 教 育 部 建

設 課

東成区片江田T 4 ノ 2

住 吉 区 平 野 西 之 町90

l ¥' t : 知鯨中島郡組会江町字組主ご

江宮図人絹パル 7' 工場新築工

事 務

住 吉 区 山 阪 町 l ノ 100

府下型主能郡南t ] ! 2 ，¥Z 村穂積

兵庫県系飾磨町山崎国村原作カー

北 原 高 垣 町92

同ミ鼠横屋 3 ノ 41

挺株式合祉

兵 庫 際川 親 郡 園 田 村 法 界三吉z

国 間 ハ ウ ユ 内

紳戸市灘! 高畑原遁5パノ 35

市外吹岡千I f J . 村片 11177

信

正

義

正

{中

問

問

弁

件

尾

和

臼

君

沼

君

君

君

参

一

淑

泰

新

悶 長

問 後

施

E豆

村

片

飯

布

大

河

長ヲ1' - オ衣 J!il i君

守 海 林 吉 君

入 尾 正 次 君

上 野 達 郎 君

大阪工業潟

治 君

一 君

夫君

秀

藤

種

木

野

橋

甲

矢

高



曾 我 部 幸 雄 君 上海北四川路阿端皇2盟主著書中
改 姓 名

7J ¥電 株 式 合 祉;圭築 課
会 員

村 回 篤君 潟 品川図 海j立m河本部隊園守隊
浅 川 忠 、 夫 沼 C! i 姓吉 岡〉

中 岡 支 孝 君 内 家 古 張 家 古若菜南自治政府組、

大 原 ー 若 手 君 CY i 名芳知〉

務長主建設局

終 身 賛 助 員

白杉嘉明三君( 務名勉主主〉

小 集 合 住 宅 及 び 一 般 民 家 に 封 す る 防 護 室 資 料

CBaumeister， April 1939 より〉
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( 五 十音順〉

本海 ｉ 弘義 Ｚ 謀議 搾 ｾＭ

同i間合総務課長

大須賀法律事務所生

大阪府警察官E建 築 課 ・技 師 ・;4.-1お合常務

川容問庖舗研究所主

大阪市教育部m設 課 長 ・: 本協令常務

中尾保建築事務所生.

大阪府立西野田m工率校主主築科長 ・コド協合常務

大阪市教育部建設課設計係長

株 式令枇松村組

大阪府警察部建築課

大阪市敬育部建設課

大阪社 ｩ 土木部腎おｾ｜ ・ ｴ 制 ｲ ｦｊ

JJt 都市役所

都市百十叢東京地力委員合 ・千世 fl r] i

介

殿

郎

郎

夫

保

吉

道

次

太

郎

副

正

夫

k

七

二

ヨ

ー

種

兆

一

正

法

修

.

E

反

真

崎

町

Z

宰

大

4

1

二

回

名

尾

口

多

岡

森

{

良

口

村

須

升

喜

原

乾

大

組

川

新

中

淵

本

政

松

前

一

%

山

吉

|  廃 告

t 普 主li l

普 逼 | 拾頁 I 1 回 I 8. 00 

普 i 盈 1 ] 頁 1 1 回 1 45. 00 

( 1肺治 宝n n I  I  I  

普 (仰怖附仰前航削附;r-加F件附t

琵糊州l 及陥最軒1詳d掌語 I  ]  頁 !  1  [回司 L三竺L

三旦 二ι 一ぷ ｌ 口竺 一 ｉ ｟ ｾ ｟ ｉＭ 三竺 ｌ
|表 紙 2 い 頁 1 1 回日ヰ

表 紙 3 1  1 頁 1 1 回 1 45. 00 

表 紙 4 1 頁 1 1 回 1 80. 00 

建築事務所録 1 1  欄 1  1 回 1  1. 50 

( 砲銀関係糞者集内) 1  1  tf.i>l  1  1  回 1  5. 00 

股告掲俄御申込は本合へ直接願ひま す。

ヱ ド 誌暗号設 ｩｾｐ 注文はすべて前 金 で本合直接又

は待約庖へ 、 振替貯金叉は湾替で ￭ｾｐ 抑込合
願ひま す。 郵 券代用は一割増、代金 引換は

お断り致 しま す。

競月6  

金料載掲
曾

l舟 50銭 〈 郵 税3銭〉

12加 6 回( < > 36銭)

昭 和 14(p 6 月う日 後 行

築 と 社

第 22純 第 6 獄

建

毎月 l 回 l 日後行 定償

昭 和 14年5Y.l 30 日 印 刷

苦行ju編賢 小 板 常 男

大阪市北区羽目ピル日本建築協舎内

刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 批

大阪市西阪江 戸城i南主主 2 了目 13幸子地

行 所 在 更 日 本 建 築 協 '1:'干

大阪市北区五中之島 3 ノ 3 朝日 ピル

包括長北濁(23)4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販資! 苫 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 阪 京 町 籾 羽 子 板 橋 西

電話土佐沼 2 4 4 0番

振替口座大阪2084番

禁 轄 載

ヌド銭に掲載せるも のは、一切これを無断にて

将軍2し又は翠行本に上梓 その他 の複製行然を

なすことを祭す' 0

ｾｰ＠

習を

9 5  VI  



大騒都市計壷防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って 大阪の防火地蔵が康範囲に渉

V I 9 6  

って追加指示されましたに就いて、同 防火地面. 園を突の遁

り賓費 にて頒布仁ますから御入用の方は至急ぉ 申込下さい

大阪都市計婁防火地区圏( ニ翼分ノー ) 1 部

- 寅
費 I 5 銭 ( 外に送料 3 銭)

- 謹 金 方 法 掻 替 ( 娠替口座大阪39975)

内 務 省 告 示

- -- ー一

一 ・ ・

大阪都市計霊防火地区追加l鑓更ノ件

昭和十年十月二十八 日 附 議 議 事 第 一 一九蹴 第 六O 四

内務省告示第百八十八競

大正十二年七月十三 日内務省告示第二百二十七蹴大阪都市計霊防火地区追加l費更ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ョ リ之ヲ施行ス其 ノ係

閥闘商ハ大阪府臆及大阪市役所ニ備へ置キ従覚ニ供ス

昭 和 十 一 年 四 月 九 日

申 込 所

量士 図

法 人

内 務 大 臣

日 本

潮 恵 之 輔

建 築 協 曾
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